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経済企業委員会会議録 

 

令和２年３月１７日 火曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ５時２２分閉議（実時間３３７分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１号・令和元年度八代市一般会計補

正予算・第１１号（関係分） 

１．議案第３号・令和元年度八代市簡易水道事

業特別会計補正予算・第２号 

１．議案第４号・令和元年度八代市久連子財産

区特別会計補正予算・第１号 

１．議案第５号・令和２年度八代市一般会計予

算（関係分） 

１．議案第４３号・令和２年度八代市一般会計

補正予算・第１号（関係分） 

１．議案第１３号・令和２年度八代市久連子財

産区特別会計予算 

１．議案第１４号・令和２年度八代市椎原財産

区特別会計予算 

１．議案第１５号・令和２年度八代市水道事業

会計予算 

１．議案第１６号・令和２年度八代市簡易水道

事業会計予算 

１．議案第３８号・八代市こいこい広場条例の

制定について 

１．議案第３９号・遙拝八の字広場条例の制定

について 

１．議案第４０号・八代市広域交流センターさ

かもと館条例の一部改正について 

１．議案第４１号・八代市荒瀬ダムボートハウ

ス条例の廃止について 

１．令和元年発議案第１３号・日本一のやつし

ろ産トマトをはじめ、やつしろのすべての

農産物の消費拡大推進条例の制定について 

１．発議案第２号・八代市農林水産業振興条例

の制定について 

１．所管事務調査 

 ・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

 ・水道事業に関する諸問題の調査 

 （新型コロナウイルス感染症への対応につい

て） 

 （八代民俗伝統芸能伝承館（仮称）の管理運

営について） 

 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  村 川 清 則 君 

副委員長  谷 川   登 君 

委  員  上 村 哲 三 君 

委  員  鈴木田 幸 一 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

※欠席委員          君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

 議  員  橋 本 幸 一 君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 農林水産部長     沖 田 良 三 君 

  農林水産部次長   竹 見 清 之 君 

  農林水産部次長   福 田 新 士 君 

  農林水産政策課長  豊 田 浩 史 君 

  水産林務課長    中 川 俊 一 君 

  フードバレー推進課長 豊 田 正 樹 君 

  理事兼農業振興課長 小 堀 千 年 君 

 経済文化交流部長   山 本 哲 也 君 

  経済文化交流部次長 岩 崎 和 也 君 

  経済文化交流部次長 中   勇 二 君 

  商工政策課長    田 中   孝 君 

  観光振興課長    田 中 辰 哉 君 

  観光振興課長補佐  西 村 一 章 君 

  文化振興課長    沖 田 丈 房 君 

  スポーツ振興課長  小 野 高 信 君 
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  スポーツ振興課長補佐兼 
            本 村 秀 記 君 
  スポーツプロジェクト推進室長 
 

  理事兼国際港湾振興課長 南   和 治 君 

  イベント推進課長  岩 崎 伸 一 君 

 総務企画部 

  東陽支所地域振興課長 橋 本 勇 二 君 

  坂本支所地域振興課長 西 田 修 一 君 

 部局外 

  水道局長      松 田 仁 人 君 

                              

○記録担当書記     中 川 紀 子 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（村川清則君） 皆さん、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり） 

 それでは、定刻となり定足数に達しましたの

で、ただいまから経済企業委員会を開会いたし

ます。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第１号・令和元年度八代市一般会計補正

予算・第１１号（関係分） 

○委員長（村川清則君） 最初に、予算議案の

審査に入ります。 

 議案第１号・令和元年度八代市一般会計補正

予算・第１１号中、当委員会関係分を議題と

し、説明を求めます。 

 それでは、第５款・農林水産業費について、

農林水産部から説明願います。 

○農林水産部長（沖田良三君） 皆さん、おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）農林水産部長、沖田でございま

す。 

 それでは、議案第１号・令和元年度八代市一

般会計補正予算・第１１号中、当委員会に付託

されております第５款・農林水産業費につきま

して、竹見次長に説明いたさせますので、御審

議方、よろしくお願いいたします。 

○農林水産部次長（竹見清之君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）農林水産部の竹見でございます。 

 それでは、議案第１号・令和元年度八代市一

般会計補正予算・第１１号中、当委員会に付託

されました農林水産部関係分につきまして着座

にて説明いたします。 

○委員長（村川清則君） どうぞ。 

○農林水産部次長（竹見清之君） 別冊議案第

１号令和元年度八代市一般会計補正予算書（第

１１号）の１１ページをお開きください。 

 款５・農林水産業費４２億６５０７万７００

０円で、補正額２億３１６９万５０００円を計

上し、補正後の金額を４４億９６７７万２００

０円とするものです。 

 次に、２０ページをお願いいたします。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費、目８・

農地費で、補正額１億２６３５万１０００円を

計上し、補正後の金額を１２億７３７７万８０

００円とするものです。 

 県営土地改良事業負担金事業は、県が行う土

地改良事業等に要する経費について、各事業の

規定に応じて、市町村が負担すべき金額を支出

するもので、基盤整備関連事業、農地防災関連

事業、基幹施設関連事業及び海岸保全関連事業

において、各事業費が確定したことによる負担

金の差額分８９８０万１０００円に加え、国の

補正に伴いまして、令和２年度実施予定の県営

土地改良事業の一部を前倒しして行うための事

業負担金３６５５万円を補正するものです。 

 なお、特定財源としまして、市債１億１７３

０万円を予定しております。 

 続きまして、目１２・地籍調査費で補正額３

７８３万円を計上し、補正後の金額を２億９３

２５万４０００円とするものです。 

 今回の国の補正に伴い、令和２年度実施予定
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の地籍調査事業の一部を前倒しして行うための

経費を補正するもので、八代２地区、東陽２地

区、泉１地区を予定しております。なお、特定

財源としまして、県支出金２８３７万２０００

円を予定しております。 

 なお、国の補正に伴う予算措置であり、年度

内完了が困難な状況であるため、全額繰越明許

費の設定を予定しております。 

 次に、項２・林業費、目４・林道新設改良費

で補正額６７５１万４０００円を計上し、補正

後の金額を１億７５５６万５０００円とするも

のです。 

 道整備交付金事業は、国の認定を受けた八代

・五木地域再生計画に基づきまして林道の整備

を行うものです。 

 今回の国の補正に伴い、令和２年度実施予定

の林道舗装事業を前倒しして行うための経費を

補正するもので、観音線、袈裟堂深水線外５路

線の測量設計業務委託料９７５万円、工事請負

費５７７６万４０００円を予定しております。 

 なお、特定財源としまして、県支出金３１０

８万１０００円、市債３６２０万円を予定して

おります。 

 なお、国の補正に伴う予算措置であり、年度

内完了が困難な状況であるため、全額繰越明許

費の設定を予定しております。 

 以上で一般会計補正予算・第１１号中、農林

水産部関係分の説明を終わります。御審議のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１号・令和元年度八代市一般会計補正

予算・第１１号中、当委員会関係分について

は、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。

（｢ありがとうございました」と呼ぶ者あり） 

（午前１０時０７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時０８分 本会） 

◎議案第３号・令和元年度八代市簡易水道事業

特別会計補正予算・第２号 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 次に、議案第３号・令和元年度八代市簡易水

道事業特別会計補正予算・第２号を議題とし、

説明を求めます。 

○水道局長（松田仁人君） おはようございま

す。（｢おはようございます」と呼ぶ者あり）

水道局の松田です。どうぞよろしくお願いいた

します。着座にて説明をさせていただきます。 

○委員長（村川清則君） どうぞ。 

○水道局長（松田仁人君） 議案第３号・令和

元年度八代市簡易水道事業特別会計補正予算・

第２号について御説明します。 

 別冊になっております議案書の１ページをお

願いします。 

 繰越明許費の追加でございます。２ページの

第１表、繰越明許費をお願いいたします。 

 款１、項１・簡易水道事業費、坂本地区建設

事業でございますが、工事請負費４５６０万の

うち２８７３万６０００円、泉地区建設事業で

ございますが、工事請負費８５７７万４０００

円のうち５６９０万４０００円を令和２年度へ

繰り越すものでございます。 

 繰越しの理由でございますが、坂本町の大平
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地区簡易水道整備工事につきましては、８月に

実施した入札において、応札者がなく不落とな

り、再入札で２か月遅れたこと、工事中も老朽

化した既設管の漏水対応や関係機関との調整、

地元要望への対処に不測の日数を要しましたた

めでございます。 

 また、泉町の二重地区簡易水道整備工事につ

きましては、当初は昼間の工事を予定しており

ましたが、県道内の工事において、地域等から

強い要望があり、夜間での工事に切替えざるを

得なくなり、それに伴い関係機関との再調整等

もあり、年度内の完了が困難になったためでご

ざいます。 

 なお、両事業とも完了は令和２年５月中旬を

予定いたしております。 

 以上で説明を終わります。御審議方よろしく

お願いします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、どちらの

案件についてもなんですが、地域要望への対処

というのがあったんですけれども、坂本のほう

の地域要望がどういったものがあったのか。あ

と、泉のほうには、どういった要望があったの

か、具体的にちょっと内容ば教えてもらってよ

かですか。 

○水道局長（松田仁人君） まず、大平地区に

つきましては、消火栓の位置をですね、ちょっ

と地元の強い要望があって、変更したことが１

つありました。 

 それと大平地区につきましては、管自体が鋼

管でですね、すごく古くなっております。先々

週だったと思いますが、管のですね、大きな漏

水がありまして、なかなかちょっとうちのほう

でももう何カ月か、見つけれなかったこともあ

りましたので、それらの仮設復旧対応をしてお

るところです。 

 また、泉町の二重地区につきましては、泉の

ですね、ちょうど八代農業高校、泉分校ぐらい

の地区の工事になります。そこのところで工事

をすれば、道が狭いですので、どうしても全面

通行止めということになります。そういうこと

でですね、夜間に工事をしていただけないだろ

うかという話がありました。 

 それと、消火栓の位置等についてもですね、

地元から強い要望がありましたので、変更等に

いろいろ時間を取ったところでございます。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございまし

た。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

○委員（谷川 登君） 今の泉地区の建設事業

の水道管についてはですね、今、局長が言われ

たようにですね、あそこはですね、本当に生活

道路となっております。 

 それで、迂回路をですね、今、本当に迷惑か

けておりますが、一日も早くですね、本当大変

ですけれども、頑張っていただきたいというふ

うに思います。よろしくお願いします。（水道

局長松田仁人君「ありがとうございます」と呼

ぶ） 

○委員長（村川清則君） 意見……。 

○委員（谷川 登君） いや要望ですね。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第３号・令和元年度八代市簡易水道事業

特別会計補正予算・第２号については、原案の
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とおり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため小会いたします。

（｢ありがとうございました」と呼ぶ者あり） 

（午前１０時１３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時１４分 本会） 

◎議案第４号・令和元年度八代市久連子財産区

特別会計補正予算・第１号 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 次に、議案第４号・令和元年度八代市久連子

財産区特別会計補正予算・第１号を議題とし、

説明を求めます。 

○農林水産政策課長（豊田浩史君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）農林水産政策課、豊田でございます。 

 それでは、議案４号・令和元年度八代市久連

子財産区特別会計補正予算・第１号につきまし

て御説明いたします。着座にて説明させていた

だきます。 

○委員長（村川清則君） どうぞ。 

○農林水産政策課長（豊田浩史君） 失礼しま

す。それでは、補正予算書の１ページと２ペー

ジをお願いいたします。 

 歳入歳出予算の補正額は、それぞれ４５万９

０００円を増額し、補正後の総額をそれぞれ７

４万９０００円とするものでございます。 

 次に、５ページをお願いいたします。 

 まず、歳入でございますが、款１・財産収

入、項２・財産売払収入、目１・不動産売払収

入、節１・立木売払収入で３０万３０００円、

節２・土地売払収入で１５万６０００円、合計

４５万９０００円を計上いたしております。 

 これは、国土交通省川辺川ダム砂防事務所が

泉町久連子に施行しますホンノコウ谷川砂防堰

堤工事におきまして、久連子財産区が所有しま

す山林が事業用地の対象となり、立木及び土地

の売払い収入が発生しますことから計上するも

のでございます。 

 次に、歳出でございますが、款１・総務費、

項１・総務管理費、目１・一般管理費に４５万

９０００円を計上いたしております。 

 内容としましては、基金積立金に歳入額の４

５万９０００円全額を繰入れるものでございま

す。 

 以上が、令和元年度久連子財産区特別会計補

正予算・第１号の説明でございます。 

 御審議方よろしくお願いいたします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） 御説明いただいたんで

すけれども、立ち木がどれぐらいあったのかと

いうことと、土地の売却のほうですね、どれぐ

らいの広さだったか、ちょっと教えてもらって

いいですか。 

○農林水産政策課長（豊田浩史君） 立木につ

きましては、立木の種類はですね、主にクヌギ

とナラでございます。本数は８１本でございま

す。土地につきましては、７７０.２３平米と

いうところで、土地単価２００円というところ

になっております。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございまし

た。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 
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 議案第４号・令和元年度八代市久連子財産区

特別会計補正予算・第１号については、原案の

とおり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 小会いたします。 

（午前１０時１７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時１９分 本会） 

◎議案第５号・令和２年度八代市一般会計予算

（関係分） 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 次に、議案第５号・令和２年度八代市一般会

計予算中、当委員会関係分を議題とし、説明を

求めます。 

 まず、歳出の第５款・農林水産業費及び第１

０款・災害復旧費について、農林水産部から説

明願います。 

○農林水産部長（沖田良三君） それでは、議

案第５号・令和２年度八代市一般会計予算、第

５款・農林水産業費並びに第１０款・災害復旧

費につきまして、まず、私のほうから予算編成

についての総括を申し上げたいと思います。着

座にてよろしいでしょうか。 

○委員長（村川清則君） どうぞ。 

○農林水産部長（沖田良三君） 令和２年度

は、第２次八代市総合計画に基づく重点戦略の

柱の一つであります農林水産業のさらなる振興

の実現に向けて、引き続き一丸となって取り組

んでまいります。 

 まずは、農林水産業の重要かつ喫緊の課題と

なっております担い手の確保・育成についてで

ございますが、農業関係におきましては、将

来、地域の農業を担うものとして、人・農地プ

ランに位置づけられた中心経営体への農地の利

用集積を進め、後継者不足や高齢化による耕作

放棄地や荒廃地の未然防止を図りつつ、意欲あ

る農業者の規模拡大や集積化による作業効率の

向上と生産コストの抑制につながる施策に取り

組みます。 

 また、新規就農者につきましては、本市の営

農支援員による巡回指導や経営に関する助言を

行いながら、農業次世代人材投資事業の活用を

積極的に支援しながら、県・市・ＪＡで組織し

ましたサポートチームにより、経営・技術、資

金、農地のそれぞれの部門が連携し、フォロー

アップを実施しながら、引き続き、定着率１０

０％を目指します。 

 中山間地域におきましては、特に高齢化の進

行や担い手不足が深刻であることから、集落ぐ

るみによる農地の維持・保全活動をしっかりと

支援し、県の中山間農業モデル地区に指定され

た地域の実情に即した農業ビジョンに基づき取

り組まれる基盤整備や施設整備への支援を継続

してまいります。 

 次に、林業関係でございますけれども、森林

環境譲与税の交付が倍増されますこと、また、

平成３１年４月に施行されました森林経営管理

法に基づく新たな森林管理制度に対応し、意欲

と能力を有する林業経営体への管理委託を視野

に入れながら、森林所有者への経営に関する意

向調査を実施してまいります。現在は、坂本

町、東陽町、泉町から調査を開始しております

が、今後１５年間程度で市内全ての調査を完了

したいと考えております。 

 水産業関係では、漁業者の高齢化と後継者不

足を受けまして、弱体化する漁協組織の体制強

化を図るため、現在、鏡町漁協を中心に漁協合

併に関する協議が進められておりますことか

ら、県と連携しながら合併に関して支援をして

いきたいと考えております。 

 次に、それぞれの分野ごとの重点的な取組の

うち、主な内容について御説明いたします。 

 まず、農業分野でございますが、トマト栽培

におきまして、依然として黄化葉巻病による被
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害が多発しておりますことから、これまでの品

種による比較試験での結果を基に、新たな抵抗

性品種への切替え導入に対する一部補助を行う

新規のモデル事業に着手したいと考えておりま

す。 

 また、イグサ関連では、これまで取り組んで

きましたイグサ刈取機ハーベスタの導入が今年

度で完了しましたことから、引き続き、生産が

終了しておりましたカセット式移植機の再生産

による導入を支援していくこととしておりま

す。 

 この件に関しましては、去る３月５日にＪＡ

本所におきまして、製造メーカーである株式会

社クボタとの再生産に関する覚書の締結がなさ

れ、併せて試作機が関係者に披露されたところ

です。 

 導入につきましては、令和２年度からの２カ

年で氷川町を含めまして８８台が導入される予

定で、本市では、ハーベスタ同様の支援策につ

いて、国・県と協議を行っているところで、調

い次第、補正予算としてお願いをしたいと考え

ております。 

 併せまして、八代畳表認知向上・需要拡大事

業におきまして、民間企業や生産者団体と設立

しました同推進協議会による全国的なＰＲを展

開することとし、令和２年度は、まず、子育て

世代をターゲットとして、八代産畳表のよさを

全国に発信していきたいと考えております。 

 次に、林業分野でございますが、先ほど申し

上げましたとおり、令和２年度は、国からの森

林環境譲与税が、当初の交付予定額から倍増で

の交付がなされることから、これまでの森林整

備をさらに加速化させるため、県や関係団体か

らなるやつしろの山づくり推進協議会・仮称を

立ち上げ、森林・林業に関する課題解決のため

の体制強化や支援策に取り組みながら、森林整

備の促進を図ってまいります。 

 また、鳥獣被害対策としまして、新たにＩＣ

Ｔを活用して、箱わなの設置や猟犬に装着しま

すＧＰＳナビの導入補助を新たに設け、捕獲精

度の向上と効率化による捕獲頭数の増加を図り

ます。 

 加えまして、近年、特に沿岸部での被害が深

刻化しております。カモ類によります露地野菜

等への被害軽減のため、本市の有害鳥獣被害防

止計画に基づき、捕獲に努めるとともに、鳥類

の圃場への侵入防止網を設置する場合、資材費

に対する一部補助も追加することとしており、

捕獲と侵入防止の両面から対策に当たることと

しております。 

 次に、水産業についてでございますが、市が

管理しております漁港のうち、大鞘漁港は、大

鞘樋門の改修に合わせて整備されたもので、３

６年が経過し、至るところに破損箇所が見受け

られますことから、これまで国の補助事業であ

ります水産物供給基盤機能保全事業を活用し、

機能診断や長寿命化のための対策工の検討を行

ってきました。 

 その結果、漁港の機能を維持するため、令和

２年度から必要な施設の補修による長寿命化対

策に取り組みたいと考えております。 

 また、従来から取り組んできましたアサリ資

源の回復のためのケアシェルや被覆網、県営覆

砂事業による漁場整備など様々な施策を複合的

に実施し、一定の成果が見えておりますが、年

によっても漁獲に大きな変動があります魚類や

甲殻類につきましては、共同放流などの体制を

強化しながら継続してまいります。 

 次に、全ての農産物に関連しますフードバレ

ーの推進についてでございますが、食に関する

あらゆる産業が活性化したフードバレーやつし

ろを目指すもので、くまもと県南フードバレー

構想とも密接に連携し、全国有数の農林水産資

源を有している本市の多様な資源・環境を生か

した新商品開発、大都市圏との流通・販路拡

大、国内外での八代フェアの開催や商談会への
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参加など、事業者の新たな展開をサポートして

おります。 

 これまでに新たな商品取引や海外輸出につな

がったものもあり、徐々に成果が見え始めてお

ります。 

 また、市内の食関連事業者を対象としたマッ

チング交流会を実施しましたところ、３０を超

える事業者の出展があり、活発な情報交換や商

談が行われました。 

 出展事業者からは、今後の新商品開発や販路

拡大について非常に前向きな意見をいただいて

おりますことから、引き続き実施してまいりま

す。 

 加えまして、インバウンド対応を視野に入れ

た収穫体験を盛り込んだツアープランを造成

し、これまでモニターツアー等を実施してきた

ところで、参加者からも好評を得ております。 

 今後も、八代産農林水産物の魅力発信と国

内、国外への販路拡大に取り組んでまいりま

す。 

 また、農業用用排水路や農道等の農業用の施

設の基盤整備につきましては、既に国営・県営

事業が継続実施されておりますので、地元との

調整を図りながら、事業を推進するとともに、

各校区から寄せられた地域要望を踏まえ、緊急

性や必要性を勘案しながら、その対応に当たっ

てまいります。 

 そのほか、農業委員会事務や地籍調査事業に

つきましても、市民の財産に関係する重要な事

業ですので、法令を遵守しながら計画的に、か

つ的確に遂行してまいります。 

 以上が農林水産部関係の予算編成に当たって

の、私の総括といたします。 

 なお、詳細につきましては、福田農林水産部

次長に説明いたさせますので、御審議方、よろ

しくお願いいたします。 

○農林水産部次長（福田新士君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）農林水産部次長の福田でございます。着

座にて説明させていただきます。 

○委員長（村川清則君） どうぞ。 

○農林水産部次長（福田新士君） それでは、

当委員会に付託されました議案第５号・令和２

年度八代市一般会計予算中、農林水産業費及び

災害復旧費について説明させていただきます。 

 予算書の７ページをお願いいたします。 

 歳出の款５・農林水産業費として総額３１億

９６２５万１０００円を計上し、一般会計予算

総額に占める割合は５.３１％となっておりま

す。前年度予算額の２９億２３４１万２０００

円と比較しまして、２億７２８３万９０００円

の増額、率にしまして９.３％の増となってお

ります。 

 この主な要因といたしましては、強い農業づ

くり支援事業におきまして、令和２年度から当

初予算として確保したこと、八代畳表認知向上

・需要拡大事業としまして、八代産畳表の認知

向上・需要拡大のためのＰＲ事業負担金による

ものでございます。 

 項別で見ますと、農業費が２７億６２０７万

１０００円で、前年度から２億８１９９万円の

増、林業費が３億３１０６万９０００円で、２

３７７万１０００円の減、水産業費が１億３１

１万１０００円で、１４６２万円の増となって

おります。 

 次に、歳出と説明欄に記載の事項中、主なも

のにつきまして御説明いたします。 

 ８２ページをお願いいたします。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費、目１・

農業委員会費では９２９１万４０００円を計上

し、前年度比８４万９０００円の増となってお

ります。その主な要因は、職員１名の増による

ものでございます。 

 説明欄の農業委員会事務事業３５５８万７０

００円は、農地法に基づき、農地利用の適正化

に努めるため、農地の権利移転、転用、農業生
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産法人の育成、賃貸借の解約、及び遊休農地対

策などに係る経費で、農業委員、農地利用最適

化推進委員の報酬３０６９万２０００円、農業

委員会総会や研修会出席の際の旅費２７７万３

０００円などが主なものでございます。 

 特定財源としまして、県支出金２０５２万５

０００円と、農地関係証明手数料などの２０４

万３０００円を予定しております。 

 目２・農業総務費で４億７５６０万円を計上

し、前年度比３４２２万２０００円の増となっ

ております。その主な要因は、職員３名の増に

よるものでございます。 

 続きまして、目３・農業振興費で６億４９３

７万９０００円を計上し、前年度比１億３３９

０万２０００円の増となっております。 

 その主な要因は、先ほど冒頭で説明いたしま

した強い農業づくり支援事業や産地パワーアッ

プ事業におきまして、例年、計画承認が年度初

めに行われることから補正予算で対応しており

ましたが、長期の工事期間を要する事業や作付

の関係で早期完成を必要とする事業に支障が出

ておりましたことから、事業を円滑に実施する

ため、令和２年度から当初での予算確保に努め

たことによるものです。また、八代畳表認知向

上・需要拡大事業を本格的に取り組みますこと

が要因となっております。 

 説明欄の、い業振興対策事業２９６３万１０

００円は、市内居住者が八代産畳表を使用して

張替えを行う際、１畳当たり１０００円を助成

いたします畳表張替え促進事業に５００万円、

イグサ・畳表専用機械のオーバーホールなど、

機械の延命化に係る経費の２分の１以内で、上

限１０万円を助成します、い業機械再生支援事

業で２１０件分の２１００万円、熊本県いぐさ

・畳表活性化連絡協議会への負担金１４０万１

０００円などでございます。 

 ８３ページを御覧ください。 

 説明欄５行目の八代市農地集積対策事業の２

０００万円は、地域の担い手への農地の利用集

積に対する補助事業で、新規の賃借権設定によ

り、規模拡大を図った担い手などが機械などを

導入する際、２分の１以内で上限百万円を補助

するものでございます。 

 なお、平成２３年度から開始した本事業も８

年を経過し、開始当初に導入された機械が耐用

年数を過ぎることから、１経営体当たり１回限

りとしていた補助要件につきまして、２度目の

取組を可能とするなど、制度の見直しを行い、

一層の農地集積を図るものです。 

 次に、中ほどのフードバレー輸出促進事業１

５５９万６０００円は、アジアを初めとした国

外への販路の拡大を目指すもので、台湾、香港

など海外の流通を促進するための海外旅費１１

０万円、地方創生推進交付金に係るものとし

て、香港での晩白柚フェアや台湾での見本市、

基隆市での県南フードバレーフェア開催時の海

外旅費２００万円、台湾での見本市出展や食材

のプロモーション、フェアの開催などに係る運

営業務委託７１４万４０００円、海外流通アド

バイザー委託１６３万２０００円、香港での晩

白柚プロモーション業務委託１４０万３０００

円、海外展開サポート事業委託１７５万５００

０円などが主なものです。特定財源としまし

て、地方創生推進交付金７０４万２０００円を

予定しております。 

 ２つ飛びまして、八代畳表認知向上・需要拡

大事業４５００万円は、国産畳表のシェア拡大

を目的に、畳関連事業者など官民連携で設立さ

れました八代産畳表認知向上・需要拡大推進協

議会において実施を予定されております都市部

を中心として一般消費者を対象とした広告宣

伝、併せて特に子育て世代をメインターゲット

とした全国的な八代産畳表の認知向上・需要拡

大のためのＰＲ事業費の負担金です。特定財源

としまして、ふるさと八代元気づくり応援基金

繰入金３０００万円を予定しております。 
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 次に、１つ飛びまして、農業次世代人材投資

事業１億１６２万５０００円は、５０歳未満の

青年就農者の就農意欲の喚起と就農後の定着を

図り、経営が不安定な就農初期段階５年以内の

所得を確保するため、１人当たり年間最大１５

０万円を交付するものでございます。 

 令和２年度の交付予定の対象者は７０名で、

１年分１５０万円の交付対象者４８名と、夫婦

ともに就農した場合に交付されます夫婦特例加

算７５万円の交付対象者２２名分を予定してお

ります。特定財源としまして、全額県支出金を

予定しております。 

 １つ飛びまして、山村振興関係事業２１９８

万５０００円は、県が指定した中山間農業のモ

デル地区に対し、集落での話合いによって地域

自らが策定した農業ビジョンに基づき、基盤整

備や施設整備等を実施する地域を総合的に支援

するもので、東陽町五反田地区、泉町西部地区

並びに二見野田崎地区の３地区を予定しており

ます。特定財源としまして、全額県支出金を予

定しております。 

 次の強い農業づくり支援事業３億１８９３万

４０００円は、農畜産物の高品質化・高付加価

値化、低コスト化及び流通の効率化・合理化な

ど、生産から流通までの取組を総合的に支援す

るもので、ＪＡやつしろ西部トマト選果場の選

果ラインの増設、ブロッコリーなどの露地野菜

集出荷貯蔵施設の整備を予定しております。特

定財源としまして、全額県支出金を予定してお

ります。 

 次の産地パワーアップ事業６２０万３０００

円は、地域の営農戦略として定めた産地パワー

アップ計画に基づき、高収益な作物や栽培体系

への転換を図るための取組を総合的に支援する

もので、農事組合法人北出ファーマーズによる

コンバインの導入のほか、レタスのパイプハウ

スの資材購入に係る経費を補助するものです。

特定財源としまして、全額県支出金を予定して

おります。 

 ８３ページの下段をお願いします。 

 目４・園芸振興費で１６８３万３０００円を

計上いたしております。 

 説明欄の園芸・果樹振興対策事業４１７万２

０００円は、園芸及び果樹の生産振興に関する

各種の取組を行うもので、来年度より新たに取

り組む事業としまして、トマト黄化葉巻病抵抗

性品種導入支援モデル事業を予定しており、ト

マト黄化葉巻病に対して抵抗性があり、かつ食

味のよい商品性が高い品種の導入に係る経費の

一部を補助するものです。そのほか、有害鳥獣

による農作物被害を防止するための防護柵など

の設置補助、晩白柚の園地の若返りを促進する

ための改植への補助などを予定しております。

特定財源としまして、ふるさと八代元気づくり

応援基金繰入金２００万円を予定しておりま

す。 

 ８４ページをお願いいたします。 

 説明欄の環境保全型農業推進事業４９２万７

０００円は、農薬や化学肥料の５割低減や有機

農業などの環境保全型農業への取組に対して、

１０アール当たり４４００円から１万４０００

円を交付する直接支払交付金４７１万６０００

円が主なものです。特定財源としまして、県支

出金３７４万７０００円を予定しております。 

 次の農業用ハウス強靱化緊急対策事業７７３

万４０００円は、近年多発する豪雨や台風など

の気象災害による被害防止のため、農業用ハウ

スを対象に筋交いや陸ばり、中柱などによる補

強、さび止めなどの補修のほか、非常用電源の

導入に対して補助を行うものです。特定財源と

しまして、全額県支出金を予定しております。 

 目５・農業後継者育成費で７４万４０００円

を計上いたしております。 

 説明欄の農事研修センター自主事業７１万４

０００円は、農業経営に必要な知識及び技術を

習得するための八代農業技術者養成講座並びに
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八代地域農業後継者育成事業の補助金などでご

ざいます。 

 次に、目６・農事研修センター費で２２５９

万６０００円を計上いたしております。 

 説明欄の土壌分析診断事業１３１万３０００

円は、土壌の適正な管理を行うことで安定した

生産性の高い農業の実現を目指すもので、土壌

分析器具資材、土壌分析用試薬などの経費と、

９月にサポートの終了を迎える純水製造装置の

購入費でございます。特定財源としまして、土

壌分析手数料４０万６０００円を予定しており

ます。 

 続きまして、目７・畜産業費の４万７０００

円は、家畜伝染病防疫資材費及び協議会負担金

でございます。 

 続きまして、目８・農地費で１１億５９８１

万４０００円を計上しております。前年度と比

較しますと、４４７３万５０００円の増となっ

ております。その要因としまして、県営土地改

良事業負担金事業で平成３１年度当初予算は国

の補正に伴う事業費調整による減額があったこ

と、農地耕作条件改善事業が加わったこと、新

排水機場が造成されたことによる維持管理費の

増が主なものです。 

 説明欄の主な事業につきまして御説明いたし

ます。 

 ４行目の排水機場維持管理事業６９１３万８

０００円は、市が管理する１５の排水機場の重

油代、電気料、修繕料及び運転業務委託料など

維持管理に係る経費でございます。 

 ２つ飛びまして、非補助土地改良融資事業６

０００万円、国・県の補助事業とならない排水

路や農道などの基盤整備を、資金の融資を受け

て行うもので、排水路改修５カ所に係る工事費

でございます。特定財源としまして、全額事業

分担金を予定しております。 

 ８５ページをお願いいたします。 

 県営土地改良事業負担金事業１億３８４０万

２０００円は、県が実施する県営土地改良事業

に係る市負担分で、前年度から大幅な増額とな

っております。その要因としまして、平成３１

年度当初予算は国の補正に伴う事業費調整によ

る減額がありましたが、令和２年度は例年並み

の県事業が予定されているためでございます。 

 当初予算の事業内容は、鏡町津口・芝口地区

の調査計画分７５万円、農林水産省が所管する

農地海岸堤防の保全事業分１４４５万円、古閑

浜地区など４地区の排水機場等の更新整備分６

１４０万円、昭和地区など５地区の農業基盤整

備分６１８０万１０００円でございます。特定

財源としまして、市債１億２３３０万円を予定

しております。 

 ２つ飛びまして、多面的機能支払交付金事業

２億５１６１万９０００円は、農業・農村の多

面的機能の維持・発揮を図るため、農業者だけ

でなく、地域住民・自治会・関係団体などが参

加する活動組織をつくり、その組織の農業施設

維持管理、地域資源の質的向上を図る活動に対

しまして、国・県と市が支援を行うものでござ

います。 

 事業の内容としまして、水路の泥上げなど、

農地や農業用水路などを保全管理する活動に対

して補助します、農地維持支払補助金９７９６

万１０００円、水路などの軽微な補修などの活

動並びに施設の長寿命化のための活動に対して

補助します資源向上支払補助金１億５３２７万

１０００円などでございます。 

 活動組織は、農地維持支払いの２３組織、資

源向上支払い、共同活動の９組織、資源向上支

払い、長寿命化の７組織でございます。特定財

源としまして、県支出金１億８８８１万円を予

定しております。 

 １つ飛びまして、農地耕作条件改善事業４０

９０万円は、農業の競争力強化に向けて、農地

中間管理事業における重点実施地区を対象とし

た農地の大区画化・汎用化などの基盤整備を行
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うもので、日奈久新開町及び鏡町下村・内田地

区の排水路改修工事を予定しております。特定

財源としまして、県支出金２６１７万６０００

円、市債１３１０万円を予定しております。 

 次に、市内一円土地改良整備事業１億３９８

７万８０００円は、市内の集落排水路、かんが

い排水路、農道などの維持改修などに係る工事

費などでございます。特定財源としまして、市

債１８００万円、寄附金３０万円などを予定し

ております。 

 １つ飛びまして、農業水路等長寿命化・防災

減災事業２５３０万円は、農業の持続的な発展

のため、農業生産の基盤となる農業水利施設の

長寿命化対策や防災減災対策を推進するもの

で、日奈久新開町の２地区の排水路改修工事費

でございます。特定財源としまして、県支出金

１６１９万２０００円と市債８１０万円を予定

しております。 

 続きまして、目９・水田営農活性化対策推進

事業費で１８５４万７０００円を計上しており

ます。説明欄の経営所得安定対策等推進事業１

５１２万４０００円は、米などの農産物の価格

が生産コストを下回った場合に、国がその差額

分を生産農家へ補償する経営所得安定対策事業

の実務を行う八代市農業再生協議会への推進事

務補助金でございます。特定財源としまして、

全額県支出金を予定しております。 

 続きまして、目１０・地域農政特別対策事業

推進費で２７３万３０００円を計上しておりま

す。 

 説明欄の担い手育成総合支援事業２２５万円

は、認定農業者の育成・確保、農業経営の法人

化及び集落営農の組織化など、総合的な対策を

計画的に実施する八代市担い手育成総合支援協

議会への補助金でございます。特定財源としま

して、県支出金１５０万円を予定しておりま

す。 

 続きまして、目１１・農業研修施設管理費で

１４３６万６０００円を計上しております。 

 説明欄にありますとおり、農林水産部が所管

しております各種施設の維持管理にかかる経費

でございます。 

 ８６ページをお願いいたします。 

 目１２・地籍調査費で３億８４９万８０００

円を計上しております。 

 前年度と比較しますと、５９４０万２０００

円の増となっております。その要因は、令和元

年度国の補正予算により、事業の前倒しとし

て、予算の確保に努めたことによるもので、前

年度を上回る事業予算となっております。 

 説明欄の地籍調査事業１億７１９５万３００

０円は、国土調査法に基づく土地に関する基礎

的な調査を行うもので、会計年度任用職員賃

金、調査推進員への謝礼、測量業務委託料、事

務費などの経費で、調査地区としまして、東陽

町小浦・南地区の各一部４.１６平方キロメー

トル、泉町椎原地区の一部４.４１平方キロメ

ートルを合わせた８.５７平方キロメートルの

測量業務委託料１億４５４１万９０００円を予

定しております。特定財源としまして、県支出

金１億１６３５万５０００円を予定しておりま

す。なお、令和元年度末の進捗率は６０.２６

％となっております。 

 ８７ページをお願いいたします。 

 項２・林業費、目１・林業総務費で７５２９

万５０００円を計上しております。これは、説

明欄にありますとおり、一般職員１０名分の給

料や職員手当などの人件費が主なものです。 

 次に、目２・林業振興費で１億８６１２万７

０００円を計上しております。 

 前年度と比較しますと、３４５９万２０００

円の増となっております。増額の主な要因とし

まして、令和２年度税制改正の大綱において、

森林環境譲与税の譲与額が見直され、倍増して

交付されることによるものです。 

 主な事業につきまして、御説明いたします。 
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 説明欄の２番目、森林経営管理事業８１３８

万４０００円は、令和元年度より始まった事業

で、国の森林経営管理制度に基づき実施する森

林所有者への意向調査委託１６２４万６０００

円、林道・作業道などの修繕やのり面保護工事

など２４２７万円、鹿侵入防護柵修繕５００万

円、また、本市林業の課題解決に向けた新たな

設置予定の協議会への運営補助金３２８万円、

狩猟用ＧＰＳ無線機器購入の一部を助成します

有害鳥獣捕獲対策助成金５００万円、燃料用木

質チップやペレット購入などの一部を助成しま

す木質バイオマス利活用推進事業補助金２００

万円、間伐などを推進するための作業道開設や

補修費用の一部を助成する森林作業道等基盤整

備事業補助金１３００万円などでございます。 

 １つ飛びまして、有害鳥獣被害対策事業１９

１３万８０００円は、鳥獣被害対策実施隊員１

６１名分の活動に対する報酬や費用弁償など５

７７万９０００円、鹿捕獲に要する経費として

１頭当たり５０００円を助成する特定鳥獣保護

管理事業補助金１２５０万円などでございま

す。 

 次に、森林整備事業５６０１万６０００円

は、森林の下刈りや間伐などの経費を森林組合

などに一部助成する森林環境保全整備事業補助

金４９４０万円、作業路等修繕費３６０万円、

林道・作業道の舗装用生コンなど原材料費３０

１万６０００円でございます。特定財源としま

して、県支出金２００５万３０００円、その他

財源７０００円を予定しております。 

 続きまして、目３・林道維持費で３５４９万

８０００円を計上しております。 

 前年度と比較しますと、９７万２０００円の

増となっておりますが、増額の主な要因としま

して、林道菊池人吉線、泉五木トンネルの点検

診断業務委託費３７４万円を計上したことなど

によるものでございます。 

 このほか、林道の路面舗装、安全施設の設

置、草刈りなどの維持管理に係る経費などでご

ざいます。特定財源としまして、県支出金１８

６万９０００円、市債１０００万円を予定して

おります。 

 ８８ページをお願いいたします。 

 目４・林道新設改良費で３４１４万９０００

円を計上しております。 

 前年度と比較しますと、７４９８万２０００

円の減となっております。減額の主な要因とい

たしまして、令和元年度、国の１次補正予算編

成におきまして、事業の前倒し分として道整備

交付金事業費を３月補正予算に計上したことに

よるものです。 

 説明欄の市内一円林道新設改良事業１９８２

万６０００円は、坂本町の林道木々子走水線及

び渋利瀬高線の舗装工事に係る工事請負費１３

００万円、幹線林道菊池人吉線に係る賦課金４

２万５０００円及び受益者組合償還金の助成金

３６０万１０００円などでございます。 

 次に、道整備交付金事業１２６万９０００円

は、事業の前倒し分として補正予算に計上した

費用を除くものでございます。特定財源としま

して、諸収入３８６万９０００円、市債１４９

０万円を予定しております。 

 続きまして、項３・水産業費、目１・水産業

総務費で３４７６万５０００円を計上しており

ます。これは、職員４人分の給料や職員手当な

どの人件費が主なものでございます。 

 ８９ページをお願いいたします。 

 目２・水産業振興費で６８３４万６０００円

を計上しております。 

 前年度と比較しますと、１８３６万３０００

円の増となっております。その主な要因は、水

産物供給基盤機能保全事業として大鞘漁港の修

繕工事を令和２年度から開始することとなりま

したことから、増となったものです。 

 説明欄の３番目の漁場環境保全事業２１２９

万２０００円は、漁場環境の保全、船舶の安全
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な航行並びに漁業操業の効率化を図るための漁

場環境の調査、整備に係る経費で、その主な費

用としまして、公用船クローニーベイハイ号の

維持管理及び操船・保管業務委託に係る費用９

３万８０００円、県営覆砂事業負担金６００万

円、八代市水産振興協議会など各種協議会負担

金１０７０万７０００円、航路標識設置補助金

１００万円、海面清掃補助金９５万円、内水面

清掃補助金７２万円などでございます。 

 次の環境生態系保全事業３２０万円は、鏡町

アサリ活動組織が実施する干潟の再生や保全の

取組と、令和２年度より新たに二見海岸の干潟

を守る会が実施する干潟などの保全や漂流、漂

着物、堆積物処理の取組に対する市負担分で、

総事業費２１３３万円の１５％でございます。 

 １つ飛びまして、栽培漁業振興事業１４３８

万４０００円は、水産資源の回復・増大を図る

ためにヒラメ、ウナギ、アユ、カサゴ、キジハ

タなどの放流に係る経費１０７２万７０００円

及び各協議会で実施する共同放流に対する市負

担金３６５万７０００円でございます。 

 ２つ飛びまして、水産物供給基盤機能保全事

業２０００万円は、老朽化した大鞘漁港の長寿

命化を図るための機能保全工事に係る経費とし

て工事請負費２０００万円でございます。特定

財源としまして、国県支出金１６８６万３００

０円、地方債１３００万円、その他１５３万５

０００円を予定しております。 

 続きまして、１１８ページをお願いいたしま

す。 

 款１０・災害復旧費、項１・農林水産業施設

災害復旧費、目１・農業施設災害復旧費で１０

００円を計上いたしております。前年度と比較

いたしますと、４４７万２０００円の減となっ

ておりますが、これは、県の平成２８年熊本地

震復興基金を活用した農家の自立復旧支援事業

が終了したためでございます。 

 以上で、農林水産業費及び災害復旧費の説明

を終わります。御審議のほど、よろしくお願い

いたします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（谷川 登君） ありがとうございまし

た。すいません、ちょっと確認したいんです

が、有害鳥獣の件ですが、国の補助事業があり

ますが、先ほど、ＧＰＳとか言われましたが、

捕獲をするときのＧＰＳで箱わなとか、そうい

ったことのＧＰＳを使ったスマートフォンと

か、そういった意味で解釈していいんですか。

ちょっとお願いしときます。 

○水産林務課長（中川俊一君） ただいまの有

害鳥獣捕獲のほうのＧＰＳ関係のお話ですけ

ど、森林環境譲与税のほうが、例年に比べて２

倍参っております。 

 そういった関係と、それと森林のほうは、鹿

の被害対策、そちらのほうを強化していきたい

ということで。まず、ＧＰＳのほうは、新しく

ですね、試みとして、犬につけて、犬の位置と

狩猟者の位置関係がわかるようにして、狩猟の

効率を上げたいというようなことでのＧＰＳで

す。 

 それと、箱わなのほうは、試験的でございま

すけど、監視カメラ、それと獲物がかかった際

に、発信機あたりを使っての捕獲、そういった

もので効率を上げていきたいというところでの

予算でございます。 

 以上です。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○委員（谷川 登君） ありがとうございまし

た。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） まず、フードバレーの

輸出促進事業というところなんですけれども、

ここで海外流通のアドバイザー委託というのが
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あります。これ、どういったところに委託され

るのかというところ、その経歴とかですね、実

績とかというとを教えていただければと思いま

す。 

○フードバレー推進課長（豊田正樹君） フー

ドバレー推進課、豊田でございます。 

 海外流通アドバイザーにつきましては、２名

設置をさせていただいているところでございま

す。海外フェアの商談会出展に関する助言であ

ったり、輸出に関する情報提供アドバイスをお

願いしているために設置をさせていただいてお

ります。 

 お一人が宮崎県在住の方でございまして、宮

崎県の輸出相談員の経験もある方でございま

す。アジアへの販路開拓支援や物流に関する助

言をいただいております。 

 もう一人、福岡県在住の方でございまして、

こちらの方は７カ国、語学が堪能だということ

で、ヨーロッパ、ＡＳＥＡＮ、中東など幅広く

活動を展開されて、貿易に関する実務の経験も

有しておられるという方にお願いをしておると

いうところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） この事業というのは数

年前からだったというふうにちょっと記憶しと

っとですけれども、結果、どうなんですかね。

推移的なものが。実績とか、そういうものが上

がってきているのかどうかということを教えて

もらいたい。 

○フードバレー推進課長（豊田正樹君） 輸出

の実績でございますが、近年、ちょっと数字を

申し上げさせていただければと思います。 

 平成２９年度が４品目、具体的には晩白柚、

トマト、大麦関連商品、イグサ関連商品でござ

います。 

 平成３０年度が８品目。今申し上げました４

品目に加えまして、養殖のカキ、それからドレ

ッシング、それから調味料、それから山椒、オ

リーブということでございます。 

 本年度でございますけれども、２月末現在で

ございますけれども、今のところ６品目輸出を

されております。平成２９年度の４品目に合わ

せまして、養殖のカキ、また今回新たに養殖の

エビ、お取引につながっておるというところで

ございます。 

 以上でございます。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。 

 もう一つなんですが、６次産業化の推進事業

といっても、同じようにまたアドバイザーの方

がおられますけども、こちらのほうも同じよう

に、ちょっと経歴とか教えていただければ。 

○フードバレー推進課長（豊田正樹君） ６次

産業アドバイザーについては、お二人お願いを

しとるところでございます。 

 こちらは、６次産業化新商品に関する相談対

応や販路開拓、また経営に対する助言をいただ

いておるところでございまして、お二人とも福

岡県在住でございます。 

 また、こちら本市ではございませんが、他県

での商品開発において、日本でも有名な賞を取

られたというような実績もあられる方でござい

ます。 

 以上でございます。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。（｢委員山本幸廣君「関連、よろしいです

か」と呼ぶ） 

○委員（山本幸廣君） 今、説明があったんで

すけども、総括的に、このフードバレーとい

う、海外輸出等と今言われたですけども、総括

的に私が思っているのは、余り効果ないなとい

う、そういうふうなイメージをいろんな方々か

らも聞くんですけども、担当として、これをど

う拡大していくのかという中で、今のような答
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弁では漠然的な答弁でね。やはり核となる将来

性を見通した中でのですね、私は事業開拓をし

ていただきたいなと思いますけども、今のよう

な状況でいろんな企業の方が輸出を、八代圏内

の方々、八代の地域の中（聴取不能）聞かれる

と、なかなか売れないとか、なかなかその成果

が上がってないとか、そういう担当に聞くんで

すけども、そこらあたりの担当部としてです

ね、総括でちょっと説明できんかな。 

○農林水産部長（沖田良三君） 効果が余りな

いではないかという御質問でございますけれど

も、フードバレーの、特に海外向けではです

ね、事業者の参加を募るために説明会等も開催

をさせていただいておりますが、なかなか事業

者の方で輸出に取り組んでみようという方、余

り多くはいらっしゃらないというのが事実でご

ざいまして、さらにうちのフードバレーのこの

事業展開、初年度からしますと、全く手探りで

始めたような状況もございます。 

 そういう中でですね、少しずつではございま

すけれども、例えば、香港、台湾に向けまして

はですね、何といいますか、現地の人との交流

が、今ようやく実を結びつつあるときだろうと

思ってます。徐々にではございますけれども、

成果のほうも出てきておりますし、後はその取

引をいかに増やすかというところが課題になっ

てくると思いますけれども、そういった海外で

の人脈を生かしながらですね、少しでも広めて

いきたい。さらには、八代市内の事業者の方に

も、もう少し多くの方にですね、輸出に取り組

んでもらえるような。また、事業者からしまし

ても、正直、輸出に対するメリット感というの

が多分実感がない方がいらっしゃるんだろうな

と思います。特に、運賃の問題であったり、経

費の問題もありますけれども、将来に向けまし

ては国内の需要が、少子高齢化の影響で縮小さ

れるであろうと思いますので、少なからず、そ

ういうところで足がかりをつくっておきたいな

という段階ではありますけれども、継続して拡

大をしていきたいというのが、うちの部の考え

でございますので、よろしくお願いします。 

○委員（山本幸廣君） 今、沖田部長が言われ

たように、継続は力なりという言葉があるんで

すよね。この言葉はやっぱり大事にしていかに

ゃいけないんですけども、やはり参加を募る企

業の方々に対する、どう理解をしていただく

か。企業というのは、やっぱしもうからないか

ん。損をしたら、いけないんですよ。だから、

もうかるためにはどうしたらいいのかというこ

とを考えなければ。ただただ徐々に成果の中で

もですね、やはり輸出というのはやっぱり他国

とのやっぱし対等でですね、事業を進めるって

なかなか難しい。やはり今、沖田部長が言われ

たように、人脈というのは、これは大事である

し、またそして、信頼ができるですね、２国間

の中でのやっぱし輸出のやっぱ対応していかに

ゃいかんわけですけども、まずは参加する人が

いなければ何も、オリンピックだって参加でき

なければオリンピックできないんです。これ、

やっぱし海外というのはなかなか厳しい面があ

るんですけども、今、部長が言われたのが再度

ですけども、やはりその企業が参加できる人を

ですね、早くやっぱり募って、そして、その方

々に理解を得て、そして、その方々が海外でも

うかってきて。また、地域に帰って、それがや

はり振興していくというな、そういうふうなや

っぱりビジョンを持ってですね、しっかりした

中で取り組んでいただきたいというふうに思い

ます。部長、いかがですか。 

○農林水産部長（沖田良三君） おっしゃると

おりで、私たちもですね、今後、当然ながら、

やはりフードバレーで海外展開取り組んどるわ

けですので、成果として、おっしゃるように事

業者の方ももうかってもらわにゃいかんという

のは、まず前提にございますが、まずはそうい

う事業者をですね、いろいろな場面で募りなが
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ら、また、向こうの現地のほうでも、やっぱり

八代の特産品がおいしい、安心・安全だという

のを認知してもらうということも非常に大事だ

ろうと思いますので、その辺はしっかり取り組

んでいきたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

○委員（山本幸廣君） 最後ですけども、フー

ドバレー推進課の担当の職員の方々、大変だと

思う。これはもう私は、一生懸命、少数の中で

ね、やっぱり頑張っておられる。その誠意には

私は感謝したいと思うんですが、やはりこれは

県も一体となってフードバレーというのは、こ

れはもう今の蒲島知事が立ち上げた中でありま

すけども、もうこれがやっぱしですね、もうい

ろいろと輸出関連からする中でも、まずはその

フードバレーというのをいかにやっぱり浸透し

ていくかというのと。最近は、フードバレーっ

て言ったら、何かなというような、このような

状況になってきとるもんですから、やはり特化

する中ではですね、やはりイメージアップしな

がら、事業の成果を上げていただきたいという

ふうに要望しておきます。 

○委員長（村川清則君） 要望ということでよ

かですか。（委員山本幸廣君「要望です」と呼

ぶ） 

 ほかにありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） すいません。八代畳表

認知向上・需要拡大事業ということで４５００

万というのがありますけども、ＰＲのほうのと

いうことで御説明があったんです。具体的にど

ういったものをされるのか、内容を教えてくだ

さい。 

○フードバレー推進課長（豊田正樹君） 畳表

認知向上のＰＲ活動ということでございます

が、基本的には２つの方向から事業を展開する

ということでございます。 

 一つは、一般消費者向けに、例えば、公共交

通機関の駅等への広告の出稿であったり、ウェ

ブサイト、検索サイトでの広告、また動画の検

索サイトでの広告、そういったものを行ってい

くと。もう一つは、ターゲットを絞って、そこ

に集中的に広告を打っていくと、ＰＲをすると

いうことで、次年度は子育て世代を対象に展開

をしてまいるというような予定でございます。

具体的な事業でございますが、こちら出産前、

それから出産後、非常に多くの方に読まれてお

ります雑誌がございます。そちらの編集者と連

携をいたしまして、特集記事を掲載していく

と。 

 あわせまして、そこの編集者と連携をしまし

て、今、インフルエンサーと言われる非常に情

報発信力が強い方がいらっしゃいます。そのお

母さん方、出産子育ての経験があるお母さん方

を通じての情報拡散。あわせて、畳が子育てに

いいよというような本を作成して、広く配布し

てまいりたいというふうに考えているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。

（委員野﨑伸也君「はい」と呼ぶ） 

 ほかにありませんか。 

○委員（山本幸廣君） 今の関連ですけども、

これは８３ページ。今、野﨑委員からの質問が

ありました件ですけども、イグサの今、畳表の

中で農家の戸数と作付面積、それと販売高等を

ちょっと教えてください。 

○理事兼農業振興課長（小堀千年君） 農業振

興課、小堀でございます。 

 まず、イグサの作付面積でございますが、令

和２年産につきましては、八代市が３４５.６

ヘクタールとなっております。作付農家戸数が

２９７戸というところでございます。ちなみ

に、県全体でいいますと、作付面積は４２１.

１ヘクタール、農家戸数が３５７戸というふう

な状況でございます。 

 価格動向でございますが、令和元年度につき
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ましては、４月から７月にかけては１６００円

から１７００円台と低い価格で推移しておりま

したが、８月から今年の１月にかけましては２

０００円を超える額で推移しておりまして、２

月に入りまして１９８７円と少し下がってきて

おりますが、昨年に比べますと高値で推移して

きているというような状況でございます。以上

でよろしいでしょうか。 

○委員（山本幸廣君） 質問の趣旨をよく理解

していただいて。販売額ですから、価格じゃな

いんですよ。額と言ったでしょう。元年度の。 

○委員長（村川清則君） 総額ということです

か。（委員山本幸廣君「販売額」と呼ぶ） 

○理事兼農業振興課長（小堀千年君） すいま

せん。今、手元にありますデータは２９年度ま

でのものでございまして、まだ元年度は出てな

いところでございまして、ちなみに２９年度で

申し上げますと、３３億８０００万の販売高に

なっております。 

○委員（山本幸廣君） それから、同じく８３

ページの園芸振興費の中で、先ほど来、説明が

あったんですけども、園芸関係で沖田部長も総

括で説明がありましたトマトの品種関係の比較

試験、検討されたということでモデル地域と、

これについては私は大変いい事業で、遅からず

といいますといけないんですけども、もう少し

早目にしとったほうがよかったんじゃないかな

という気持ちはあるんですけれども、それに取

り組む姿勢というのは、私は本当に歓迎をした

いと思います。 

 そういう中で、園芸費の中で予算で見て、こ

のような予算計上をされた中でですね、まずは

この園芸費の４１７万２０００円と、今の畳表

の認知度の４５００万、この予算を比較され

て、どのように感じておられるのかというのを

ですね。どのようにして、これだけ４５００万

という予算計上をされたのか、そこらあたりを

ひとつもう少し詳しく説明をしてください。 

○農林水産部長（沖田良三君） 園芸にかかり

ますトマトの抵抗性の新たな品種への導入の一

部補助ということでございますけれども、これ

に関しましては、苗木ですね、苗に対する補助

で、積算はちょっと担当課のほうから後ほど申

し上げますが、畳表につきましては、４５００

万のうち３０００万円が民間からのといいます

か、ふるさと元気づくり応援基金ということ

で、その２分の１を市のほうから上乗せ補助す

るというようなことで予算組みをしておりま

す。 

 ちょっとトマトにつきましては、担当課のほ

うから申し述べたいと思います。 

○理事兼農業振興課長（小堀千年君） それで

は、私のほうから、トマト黄化葉巻病抵抗性品

種導入支援モデル事業の中身について、少し説

明させていただきます。 

 今現在、トマト葉巻病につきましては、いろ

んな防除ですとか、地域全体での取組といった

ところで対策を行ってきているところでござい

ますが、一部で病害の発生が見られているとい

うようなことから、対策の一つとして、黄化葉

巻病の抵抗性品種の導入というのが進んでいる

ところではございますけれども、従来の抵抗性

品種には食味、糖度、品質面での課題があると

いうふうなことでございまして、そういった中

で近年、価格の低迷というのもありまして、有

利販売を行っていくためには食味等の商品性が

高く、なおかつ、黄化葉巻病に抵抗性のある品

種の普及拡大が急務となっているというような

ことから、今回、導入支援モデル事業を行いま

して、高品質な抵抗性のある品種の現場への拡

大を進めていくというものでございます。 

 部長が説明しましたように、苗代の補助３分

の１以内ということで、上限１５０万というふ

うにしております。これは、１団体当たり１０

アール程度を想定しておりまして、これに苗代

が４５０万円程度かかるというふうなことか
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ら、その３分の１の１５０万を上限というふう

な計算をしているところでございます。これを

実施することで、量の安定的な供給と品質面の

向上を図ることでブランド化にも寄与したいと

いうふうなことを考えておるところでございま

す。 

○委員（山本幸廣君） 種苗メーカーというの

が５業者ぐらいあると思うんですけれども、タ

キイから、サカタからみかどから、ずっとある

わけですけども、そこらあたりの品種比較もさ

れながらですね、されるという中で、ミニトマ

ト、マルトマトの抵抗性、──今は抵抗性言わ

ないと思うんですけども、言われたから、抵抗

性──その比較試験をされると思うんですけど

も、そこらあたりはそのメーカーからの、その

抵抗性の苗を比較をしていかれると思うんです

けども、もう少しそこらあたりを詳しく説明し

てください。 

○理事兼農業振興課長（小堀千年君） 品種比

較試験につきましては、熊本県野菜振興協会八

代支部というところで、これまでも取り組んで

きているところでございます。 

 おっしゃいましたように、各種メーカーから

種苗の供給を受けまして、試験を行ってきてお

りまして、今、成績が優良なものとしまして、

マルトマトでは、はれぞら。これは、みかど協

和という種苗会社でございますが、こういった

ところのものとか、麗妃──これ、サカタ種苗

でございますが、こういったところの品種が優

良な成績をおさめているところでございます。 

 また、ミニトマトにつきましては、小鈴クイ

ーンとか、小鈴キング、こういった品種が非常

に優良な成績をおさめているということで、こ

の辺の品種を中心に進めていければということ

で、品種の選定については、また関係機関と詰

めていきたいというふうに考えておるところで

ございます。 

○委員（山本幸廣君） 委員長が一番トマト栽

培で現職としておられるわけですけんで、中身

は大変詳しいと思いますけども、今、課長から

説明があった中でね、漠然としとるという、ま

あ、漠然としとると言うといかないんだけど

も、いわゆるはれぞら、これについてもいいと

いう、食味関係が一番大事と思う。安全・安心

というより、食味関係が一番大事ということ

で、やはりはれぞら、それにりんかとか、アニ

モとか、いろいろな等々があるわけですけど

も、目的は何を目的としているのかということ

をちょっとお聞きしたいんですよ。単なる抵抗

性だけの問題なのか、食味を含めて。そして、

今の現状の品種を、アニモ、りんかって──ま

あ、りんかは少なくなったんですけども、アニ

モがやはり栽培されて、たくさんの面積を保っ

ておるわけですけども、そこらに対して、どう

いうふうな統一をしていくのかということ、何

らかの目標は立てていかなければですね、いけ

ないと思うんですよ。そこらあたり、どうです

かね。 

○理事兼農業振興課長（小堀千年君） 先ほど

も申し上げましたように、当然安定的な生産と

いうことで、抵抗性品種というのはもう大前提

なんですけども、なおかつ、食味等も重視しな

ければ、今後の有利販売できないということ

で、今、試験をやってる中から優良な品種を設

定して、これを現場に普及を図っていく。この

ことによりまして、消費者のほうから評価をい

ただきたいと思っておりますし、また、市場、

販売店につきましては、安定供給というのが信

頼を得る鍵になるかと思いますので、この両方

を兼ね備えた抵抗性品種の普及推進を図ってい

くというのが、この事業の狙いでございます。 

○委員（山本幸廣君） あとはもうどういうふ

うな調査をして、結果的ですね、これをずっと

何年ぐらいされるのか、そこらあたりをどうぞ

聞かしてください。 

○理事兼農業振興課長（小堀千年君） この事
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業につきましてはですね、私どものほうとして

は、最低３年程度は継続して行いたいというふ

うには考えておるところでございます。 

○委員（山本幸廣君） ３年ということであり

ますので、３年間一生懸命その追跡を調査しな

がらですね、３年後にはそういう結果というの

はですね、どの品種を、八代のこの地域につい

ては、安全・安心、食味が上がる品種を決定、

９０％ぐらいのシェアを。その中で、消費地内

で信頼ができて、いい品種で大産地がでけて、

それだけの農家に貢献し、行政にもそれだけの

税収が入る。 

 そういうふうな中でですね、一番大事なの

は、今はいろいろと問題があって、八代産──

市場では熊本産なんです、八代産じゃありませ

ん、市場ではですね。熊本産。熊本産のトマト

が、いかによその県よりですね、シェアが高く

……。日本一ですから、あとは食味が物すごい

と。消費者から信頼されるようなですね、品種

であるし、産地であるし、こういうのを目がけ

てから目標を立てていかなければですね、単な

る単発的なですね、事業をしても何にもならな

い。これは、はっきり私がですね、今の分…

…。 

 先日も、私はあるところから、ちょっとばか

り調査してきたんですけども、タキイさんか

ら、メーカーの方々、そしてまた、八代の種苗

の農園さん、聞いてきたんですが、もうやはり

これから、今、小堀課長が言われたような、そ

ういうはれぞら、あるいは小鈴のクイーンだろ

うが、もうそういうのをつくらなければ、やっ

ぱり産地は生き残れないんだろうということで

ありました。 

 タキイさんとサカタさんが、どういうふうな

一つのやっぱりシェアの中で、競合しているん

ですけども、やはり再度みかどが出てきたと、

こういうところもですね、やはり行政ももう少

しやっぱり中に突っ込んでいって、現場に突っ

込んでいってですね、やっぱり行政が主導の中

で、熊本県として、こういう品種でこういう勝

負をするんだと。八代は、こういう品種でこう

いう勝負するんだということをですね、私はし

っかりですね、持って取り組んでいただきた

い。 

 これは、この事業というのはですね、私は本

当にすばらしい事業だなということで評価した

いんですよ。ただ、やはり行政指導としては、

ＪＡさんなり、いろんな各種の団体、出荷団体

統一をして、これはですね、品種を統一しなが

ら、やっぱしレベルを上げていく、これを目が

けていかなければですね。やっぱりりんかは悪

か、アニモも悪かと。それでもつくる。それで

はやっぱし所得を、はっきり言ってから、１０

アール当たりの単価、所得を上げるといいと

か、もううまくないのを、水膨れを売ったり、

そういうのがやっぱし八代産のですね、評価を

落としてきたわけですので、この事業について

は、私は本当評価します。 

 だから、徹底してですね、ＪＡ、各種団体の

方々にはですね、厳しく、やっぱしその食味の

問題を言ってください。そしてまた、そのメー

カーとは、このようなメーカーで、このよう

な、やはりいいのがでけたんだと。クイーンも

一緒ですよ。それをやっぱり統一するようにし

ていただきたいなと思うんですけども、部長、

どうですかね、これ。 

○農林水産部長（沖田良三君） おっしゃると

おりですね。これはまずおいしくなければ、消

費者が手に取っていただけないというのは大前

提にあると思います。それらのために、今回の

新しい品種の導入というのも、モデル的に進め

ていきたいというふうに考えておりますので、

まず、八代ブランドとしてですね、全国の市場

で評価をいただける、また、消費者の方に手に

取って買っていただけるというようなふうに持

っていきたいというふうに思いますので、各種
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出荷団体、それぞれいらっしゃいますけれど

も、それらの方々とも意見交換しながらです

ね、おっしゃるように努めていきたいというふ

うには考えております。 

○委員（山本幸廣君） 概要の２４ページので

すね、黄化葉巻病の対策の中で、廃止になされ

た家庭用に配付する、その理由を聞かせてくだ

さい。 

○理事兼農業振興課長（小堀千年君） 黄化葉

巻病の家庭菜園用の粘着シートの配付というの

を、平成２８年から行ってきたところでござい

ます。 

 これは、コナジラミの増殖を防ぐため、一般

の市民の方々へも、意識啓発も含めまして、協

力を呼びかけるという意味合いで行ってきたも

のでございますけれども、啓発という意味で

は、もう一般家庭の方々にも十分浸透したのか

なと、一定の役割を果たしたのではないかとい

う判断をしまして、今回、廃止となるところで

ございます。 

 ただし、こういう啓発のチラシにつきまして

は、市報等に折り込みまして全世帯に配付し、

引き続き啓発活動を行っていく予定でございま

す。 

 以上でございます。 

○委員（山本幸廣君） 全家庭に配付する──

ちょっともう一回だけ説明してください。 

○理事兼農業振興課長（小堀千年君） 粘着シ

ートの配付というのは、今回廃止とするわけで

ございますが、啓発用のチラシは、これまでど

おりに全世帯に協力の依頼のチラシを配布して

いくというようなことでございます。 

○委員（山本幸廣君） チラシというか、チラ

シはチラシでいいんですよね。チラシは、もう

絶対そのようにしてから事業をなされて、その

ような感覚というのは、私はそれはいいと思い

ます。ただ、今までの事業をした中でですね、

成果がなかったとか、そういうですね、何らか

の問題があったということならばですね、理解

するんですよ。 

 先ほど来言ったように、畳表の認知度につい

ても、あれだけの予算つけて、２分の１で、説

明が部長からあったんですけど。これでも、ま

た５０００万円とか、６０００万円かけていい

ですよ。ただ、私が言うのは、やっぱしこの園

芸のトマト関係についての予算の少なさと、同

時になんしてその事業は廃止したのかと。何か

問題があって、事故があったりなんかしてです

ね、廃止をするというならばですね、私はこれ

は理解するんですけども、ただチラシについて

は、その啓蒙というのは大事ですよ。 

 だけど、家庭用のですね、どこから買ってき

たかわからないような苗を家庭で植えつけられ

て、それが黄化葉巻病が大発生をしているとい

うのは、目に見えとるわけですね。それをやは

りどうやって、粘着テープあたりでどうやっ

て、それを防除をしていくのかということであ

りますので、この廃止なされたのは、なかなか

私は危惧しないんですけども、その問題は何か

あったんですかね。この予算を見てもですよ、

少ない予算。なぜ少ない中で、それは廃止し、

またチラシを。何か原因があったんですか、そ

れを聞かせてください。 

○理事兼農業振興課長（小堀千年君） この配

付につきまして、特に問題があって廃止したと

いうわけではございません。先ほど申しました

ように、意識啓発という意味合いで行ってきて

おりましたもんですから、この意味では４年間

行ってきた中で、ある程度浸透したのではない

かというふうな判断をして、廃止としたところ

でございます。 

○委員（山本幸廣君） 浸透したから黄化葉巻

病が発生しないという、そういう理解していい

んですかね。浸透したから黄化葉巻病は発生し

ないと。だから、もう浸透したらいいんですよ

という、そういうふうな考え方でいいんですか
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ね。理解して。 

○農林水産部長（沖田良三君） 先ほど来、話

があっております、４年間事業を続けてまいり

ましたけれども、家庭菜園をつくられる方も、

そこが黄化葉巻病の発生源となっているよとい

うのを知らしめる意味では、４年間である程度

啓発が進んできたんではなかろうかというふう

に考えております。 

 あとは、家庭菜園をされる方も、自己管理と

してしっかりとその辺は取り組んでもらう必要

があるんじゃないかということで、農業者は農

業者なりに、その防衛策としてかなり自己負担

しながらですね、対策取り組んできとりますの

で、もう啓発は一旦終わりにして、あとはもう

自己管理を徹底してくださいよというのを、さ

らに啓発チラシでお知らせをしていきたいとい

うことで、今回配付のほうは一応休止というこ

とにしたところでございます。 

○委員（山本幸廣君） 結果的に、これは沖田

部長、今説明されたからですね。農家から言わ

せれば、もう家庭用の黄化葉巻病が異常発生し

とるとけん、ああいうことしてもらったら困り

ますよというのが、農家の心境なんですよ。 

 だからこそ、私はですね、やはり家庭用につ

いてはですよ、それは家庭に２分の１の補助で

も、ただで無料で配付するから、そういう結果

になると思う。 

 やっぱり今沖田部長が言われたような、その

感覚ならば、補助対象の一部補助というような

形の中で継続をしていくというのが、私はこれ

は大事じゃなかろうかなと、今の答弁の中でで

すよ。 

 これは、今回については廃止ということであ

りますので、次年度についても検討してくださ

い。よろしいですか。これはもう要望ですから

ですね。 

○委員長（村川清則君） 要望としていいです

か。（委員山本幸廣君「はい」と呼ぶ） 

 ほかにありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） すいません。収穫体験

のコーディネーター業務委託というのがちょっ

とあったんですけれども、どういった団体に業

務委託されるのかということをちょっと教えて

もらいたいと思います。 

○フードバレー推進課長（豊田正樹君） 収穫

体験の委託先でございますが、毎年、プロポー

ザル方式で委託事業者を選んどるところでござ

います。現在は、地域商社でございますＫＡＳ

ＳＥ ＪＡＰＡＮというところと業務委託をし

まして、収穫体験事業を進めているというとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 今お願いしているとこ

ろというのは、八代とか、県内とか、そういう

のは別として、全国から募集するという形です

か。 

○フードバレー推進課長（豊田正樹君） 一

応、ホームページ等で募集をかけさせていただ

いておりますが、現実的には１社しか申込みが

なかったというような状況でございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） もう数年、これ続けら

れてるんですかね。ちょっとわかんないですけ

ど。その実績というか、どういった状況なの

か、ちょっと教えてもらえればと思います。 

○フードバレー推進課長（豊田正樹君） この

事業につきましては、昨年度から実施をさせて

いただいておりまして、本年度で２年目という

ところでございます。昨年度は、１１の事業者

に収穫体験事業をやってみませんかというよう

な公募をしましたところ、１１の農家さん等か

らお手が挙がったというところでございまし

て、それにつきまして、委託事業者等と現地確

認、また勉強会、ワークショップ等を開催しま

して、８プランが構築されたというような状況

でございます。 
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 本年度につきましては、加えまして、７事業

者が新規で手を挙げていただきまして、現在、

７プランが収穫体験事業ということで完成をし

て、現在、そのＫＡＳＳＥ ＪＡＰＡＮにおき

まして、大手の旅行会社等に販売活動をしてい

ただいておるというような状況でございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 去年のやつの８プラン

という中で、旅行会社とタイアップしながらや

られたと思うんですけども、何人ぐらい来られ

たんですか。 

○フードバレー推進課長（豊田正樹君） 昨年

度完成したプランにつきまして、本年度そのま

ま旅行会社で販売されまして、現在３０名の方

に収穫体験事業として利用していただいており

ます。 

 また、併せまして、旅行会社が独自に昨年度

つくりました収穫体験事業の箇所を下地としま

して、レストランバスのツアーを３本ほど実施

していただいたというような状況でございま

す。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。これ、

今後もやっぱり継続されていく事業というか、

展開的にはどんな、インバウンドだったりとか

っていうのもあるのかと思うんですけど。 

○フードバレー推進課長（豊田正樹君） 本年

度、インバウンドを視野に向けまして、外国人

留学生を対象としたモニターツアーも実施させ

ていただいたところでございます。 

 これは、熊本県の大学コンソーシアムという

ことで、留学生を支援をする団体でございま

す。熊本大学に事務局を設置されております

が、そちらのほうと連携をしまして、５カ国、

１４名の外国人の皆さん方をモニターとして御

案内して、東陽町でイチゴの収穫体験をしてい

ただいたというところでございます。 

 そのとき、いろいろ通訳とかの課題等もござ

いますもんですから、その辺を生かして、また

今後も外国人インバウンド向けの旅行プラン作

成に向けて取りかかっていきたいというふうに

考えております。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございまし

た。２つあると思うとですよね、意義というの

が。とりあえず、八代の農村、来てもらえませ

んかと、体験してもらえませんかっていうのが

１つあるんだろうと、集客のやつがあると思う

とですよ。 

 もう一個は、手を挙げられた農家さんの収益

のほうにも貢献、若干あるんじゃないかなと思

うんですが、そっちの収益の関係では、手挙げ

られた農家さんたちというのはどれぐらいの収

益につながっているんですか。 

○フードバレー推進課長（豊田正樹君） モニ

ターツアー等を実施した際に、旅行会社のほう

から、いわゆる人件費と材料費等お支払いをさ

れているところでございますが、すいません、

ちょっと具体的な数字については、今、手元に

持ってきておりません。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 後ほど、またちょっと

個別に教えてもらってよかですか。 

 すいません、ちょっとまた別件なんですけ

ど、今回、沖田部長のほうから総括というか、

最初のほうの挨拶でもあったんですけども、森

林環境譲与税ですかね、が倍でもらえるように

なりましたというような話で、それに伴って、

林業関係、多分そこだけにしか使えないんだろ

うとは思うんですけれども、そこら辺のところ

少し、若干手厚くされてるんだなというふうに

は感じたんですけれども、特にというところ

で、今回、林業関係に対して、そこのもらえる

お金を使って、どういったところに特化してや

るのかというところを、もう一回ちょっと教え

てもらってよろしいですか。 
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○水産林務課長（中川俊一君） ただいまの森

林環境譲与税を使った林業関係、森林関係の予

算でございますけど、森林所有者の意向調査、

これを今年度から行っております。これ、１６

２４万６０００円予定しております。泉町の仁

田尾地区、東陽地区、それから坂本地区のほ

う、３地区を予定しております。 

 それから、林道作業道あたりの修繕費、それ

から、新しいところではやつしろの山づくり推

進協議会（仮称）という協議会を立ち上げまし

て、県と市と、それから森林組合、それから林

業事業者一体となって、林業の担い手対策、そ

れと鹿被害対策、こちらを主立ってやっていこ

うということで計画をしております。総額、約

８２００万程度になります。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございまし

た。 

 ちょっとまた別件で聞きたいんですけれど

も、漁業関係なんですが、水産振興のアドバイ

ザー業務委託というのも、数年前からちょっと

やられているとは思うんですけれども、その対

応件数とかというのはどのような推移になって

いますでしょうか。教えてください。 

○水産林務課長（中川俊一君） 今のアドバイ

ザーの件ですけど、毎月ですね、平均して四、

五日、海での現場での活動、漁業者さんのアサ

リ漁場へ出向いてのですね、調査と、それと経

験を生かしたところでのアドバイス、それとあ

と、これも漁業に就きたいという人が出てきた

場合の中継役といいますか、漁協さんと個人さ

んとの中継をする役目、これを担っておられま

すけど、後継者のほうはですね、なかなか漁業

のほうも現れませんで、今まで１件だけです

ね、直接の漁業じゃなくて、事務的なところに

つきたいというような希望はございましたけ

ど、そこもなかなかうまくはいきませんでし

た。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 今聞いたところでは、

余り、毎月四、五日とかという話ぐらいしか、

ちょっと印象に残らんやったもんですから、多

分いろいろなことを、いろいろな場面でです

ね、されてるんだろうとは思いますんで、もう

少しちょっと。 

 あと、漁業のやっぱり一番は、新規でです

ね、漁業をやりたいという方がなかなか出てこ

られてないというのは、状況が変わってないん

だなというのがありますんで、やっぱり担当の

ほうからすればですね、いろいろな国とかの補

助金とか制度もありますんで、そこら辺のとこ

ろはＰＲ活動ですね、もう少しいろんな場面で

できるようにですね、ちょっと多方面でやって

いただけないかなというふうな思いがあります

んで、そこはちょっと意見で、要望でお願いを

しときたいというふうに思います。 

 あともう一件、ちょっと質問。 

 さっき森林の関係でちょっと教えてもらった

んですが、これまでもですね、今回、何かやつ

しろの山づくり推進協議会というのをつくられ

るというのがあったんですけれども、これまで

もいろいろと、何とか協議会、何とか協議会と

いうのがいっぱい確かあったなというふうに思

うとですけれども、そこら辺のですね、その成

果というのがどれぐらいになっているのかなと

いうのがちょっとあるんですよ。 

 特に、木の駅プロジェクトとかっていうとも

ありましたし、あとバイオマスの利活用の関係

の、何かそういった協議会とかもあったんじゃ

ないかなと思うんですけれども、そこら辺のと

ころはどういった状況でしょうか。 

○水産林務課長（中川俊一君） ただいまの、

まず木の駅プロジェクトのほうから申し上げま

す。 

 こちらのほうは、平成２７年度からやってお

りますけど、大体年間取扱量が１０００トン前
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後ですね。実績を申し上げますと、平成２８年

度が１４００トン、それから平成２９年度が８

５２トン、平成３０年度が９４０トンというふ

うな推移でございます。 

 これ、山に残った林地残材、こちらのほうを

出荷して、森林所有者の所得の向上、それと地

域通貨券というのを発行しております。これ

で、商店あたりのですね、活性化というか、地

域の活性化を図っていこうというふうなところ

でございます。毎年、１０００トン前後で取扱

量は推移しておるということでございます。 

 それから、バイオマスの関係です。 

 こちらは、施設的には東陽町のせせらぎのほ

う、それと坂本町のクレオン温泉、こちらのほ

うで木質チップ、それと木質ペレット、こちら

のほうを利用するような施設をですね、整備し

ております。重油とですね、木と両方使えるよ

うな仕組みになっておりますけど、なかなか、

特にこのペレットを使うさかもと温泉のほうは

ですね、利用度がちょっと低いような状況がご

ざいます。東陽町のチップのほうは、年間通し

て使っていただいておりますけど、今回、譲与

税が参りまして、木質バイオマス利活用の方面

にも、その費用が使えるというところで、重油

を使ったときと木を燃やしたとき、そこら辺の

差額補助をですね、させていただいて、チップ

の利用、ペレットの利用をですね、もっと図っ

ていきたいというところで、一部補助というこ

とで、今年度予定しております。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） 木の駅プロジェクトな

んですけど、山林危機というか、山のほうので

すね、地域の活性化に向けてということでやら

れてたと思うとですけれども、年間平均で１０

００トンぐらいが流通してるんだという話だっ

たですけれども、その目標として、それぐらい

の数量でいいのかどうかというのと、そこら辺

のところは担当課との目線というか、目標との

ギャップというのはどれぐらいあっとですか。 

 というのと、あとバイオマスの関係なんです

けれども、今回から森林譲与税の関係があるん

で、そのバイオマスのほうを使った分について

補助をしたいと。対象が、市内の公共温泉施設

が対象というふうに聞いてるんですけれども、

それはクレオンとか、せせらぎとかっていうと

ころに対する補助なんですか。 

○水産林務課長（中川俊一君） まず、木の駅

プロジェクト推進事業の目標とする数値、これ

につきましては、年間１２００トンというふう

な目標を掲げております。目標からしますと、

１０００トン前後ということで推移しておりま

すので、目標までには至ってないというところ

になりますけど。 

 それから、先ほどの木質バイオマスの補助の

関係です。 

 これにつきましては、木材利用をしようとい

うところでですね、市の第三セクターといいま

すか、先ほど申し上げた温泉２施設に、木を使

うべく施設というか、整備をしたところでござ

いますので、そちらのほうはもうぜひ木材利用

の方面からも推進していきたいというところの

思いがありまして、先ほど申し上げましたよう

に、重油と木を使ったときの、木がどうしても

効率が今のところ落ちておりますので、そこら

辺の差額を補塡してでも木を使っていこうとい

うところでの２施設への補助を考えておりま

す。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。 

○委員（山本幸廣君） あと５分しかないんで

すけれども、概要の２４ページと２６ページ。 

 概要の２４ページの、新規の防虫のネットの

対象に追加ということで、私は、これはもう大

事なことでですね、本当によく新規でなされた

なということを思いますし。また、２６ページ

のですね、有害駆除の対策補助金のカラス等と

いうことで７万５０００円予算つけてあるんで



 

－26－

すけれども、最近はこのカラスなりですね、有

害の、ここらあたりはそーん被害が多く、担当

部には物すごう被害の駆除があってきてると思

うんですよね。 

 だからこそ、この２６ページの有害のこの対

策補助金のカラス等についての、もう少し予算

計上してもらってよかっかなという感じがして

おるんですけども、そこらあたりはどうです

か。 

 今回については、もうこれ予算計上しており

ますけんでから、もう賛成はします。だけど、

そういう苦情等を考えながらですね、今後の対

応としてですね、どのような対応を考えておら

れるのか、ちょっと聞かせてください。 

○農林水産部長（沖田良三君） 委員御指摘の

ように、最近は沿岸部を中心にですね、鳥類、

カモ類、またカラス、苗定植した直後に苗を引

っかんがすとかですね、そういった被害、それ

と実際食害等も発生をしております。 

 カラスの捕獲頭数については２５０羽として

おります。これも猟友会の方に御協力いただき

ながら駆除をしとるところでございますが、ま

ずは、その隊員の数にも限りがございまして、

年間を通してどれだけ駆除ができるのか、正直

なところ、まだ私たちもその実数というのはつ

かんでおりませんが、捕獲頭数が増えていくよ

うであれば、来年度以降の予算には反映してい

きたいというふうに思います。 

 それと防鳥ネットにつきましても、これは生

産者側の自己防衛策の一つでございますが、な

かなか有効な手段というのが、現在のところ見

出せておりませんが、まずは生産者の負担を少

しでも軽減できればということで、今回新規に

あげさせていただきました。また、さらに有効

な手段が出てきた場合には、そちらのほうでの

予算計上を来年度以降、また考えていきたいと

いうふうに考えております。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） ありがとうございま

す。 

 同じ２６ページのですね、新規でＧＰＳの問

題でありますが、５００万ぐらいの予算計上し

ておりますし、これについては、私は前向きな

ですね、取組の事業だと思います。そういう中

でですね、ちょっとお伺いしたいんですけど

も、まずはそのＧＰＳでとって駆除をしますけ

ども、駆除した後のですね、処理関係について

ですね、どう執行部として考えておられるの

か、そこあたりちょっとお聞かせください。 

○農林水産部長（沖田良三君） 捕獲しました

イノシシ、鹿等につきましては、ジビエとして

流通させるのが一番、私たちもフードバレーに

も通じるところもございますし、商品化できれ

ばということで、今現在、処理加工施設、市内

にも数カ所ございますけれども、そこで解体処

理等も行いながら精肉として販売されるところ

もあります。 

 それと、さらには今年度、業者の方が専門的

にジビエの解体から販売までされるというよう

なところで、新たな流通経路もできてきており

ますので、少しでも多くの皆さんにですね、提

供できるように、さらに八代のジビエとして販

路の拡大に広がっていけばというふうに思いま

すので、その辺は猟友会と、さらには熊本県の

ジビエコンソーシアムという組織もできており

ますので、そちらと連携しながら普及にも努め

ていきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） 部長、本当ありがたい

です。今の言葉を聞いてですね、もう本当に安

心をしましたし、そういう連携しながら、もう

一つはやっぱし問題があるのが、やはり残土の

問題で、はっきり言って処理した後ですね。産

廃に行くのかどうするのかという中でですね、

やはりそこらあたりの業者と提携しながらです

ね、八代市は独自として、残土についてはこの
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ような処理をするんだと。処理とはいろんなや

っぱり補助の事業、対象にするような、そうい

うのはやっぱり八代市がよそにないようなです

ね、事業に取り組むというお考えはないですか

ね。 

○農林水産部長（沖田良三君） 食品残渣だろ

うと思います。（委員山本幸廣君「残渣、う

ん」と呼ぶ）残渣につきましては、廃棄物処理

法、法律的なものもかかってまいりますので、

この辺は先ほどもありましたように、ジビエコ

ンソーシアムの中でも問題提起されております

ので、その辺踏まえながらですね、検討をして

いきたいという段階でございます。 

○委員（山本幸廣君） 最後にです。本当、部

長の今の答弁には力強く思います。 

 残渣についてはですね、そのように前向きに

検討するということでありますので、ぜひとも

ですね、早急な対応をしていただきたいという

ふうに思います。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

○フードバレー推進課長（豊田正樹君） すい

ません。先ほど、収穫体験事業の中で、外国人

留学生を対象とした東陽町でのモニターツアー

について、収穫物を私、イグサと申しました

が、イチゴの間違いでございます。すいませ

ん、おわび申し上げまして、修正をお願いいた

します。 

○委員長（村川清則君） ほかに。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（野﨑伸也君） いろんな部分でです

ね、質問させていただいて、いろいろと教えて

いただいたんですけれども、全ての事業におい

てですね、やはり目標というのを多分掲げられ

て予算づけをされてると思うんですよ。 

 皆さん方の思いがあって、事業化されてると

いうのがありますし、ぜひですね、予算に見合

った、それ以上のですね、成果が出るように一

生懸命担当の皆さんが当事者の皆さんと協力し

てやっていただきたいというふうに思います

し、その結果についてはですね、また、議会の

中でですね、確認をさせていただければという

ふうに思ってますんで、ぜひ期待しております

んで、よろしくお願いいたします。 

○委員（山本幸廣君） 意見です。今回の予算

編成をなされて、農林水産部の予算３０数億で

ありますが、国・県の補助、常に私は思うんで

すけど、以外、一般財源、市債含めてあります

けども、今の時代に、この農林水産という一つ

の強化を、そしてまた、農林水産をいかに八代

市が、よそにないような農林水産部としてです

ね、産地とやはりそういうブランド化を進めて

いく中でですね、もう材木も漁業も、それから

いろんな畑作も含めてですけども、本当の日本

一なんだと言われるようにするためには、ある

程度の事業を見直しながら、そしてまた、ある

程度には優先度をつけながら、予算のですね、

計上をですね、していただきたいと思うんで

す。これは、もう本当にほとんど変わらない状

況で予算計上がなされておりますけども、やは

りこれは国の補助事業ががらっときたならば、

事業も減ったならば、これだけですね、国・県

の予算のですね、執行しておられるというのは

担当の職員は大変苦労しとるんですよ。事業課

で予算化をすれば。けれども、今のやはりここ

の農林水産業の中で、農家のやっぱし所得の向

上するためにはですね、しっかりした私は位置

づけの中で予算化していただきたい。 

 というのは、畳表もですよ、さっき認知度、

私はもろ手、歓迎という言葉を言ったじゃない

ですか。それはその認知度を高めていかなけれ

ば、やはり八代産の畳がですね、やっぱり単価

的には下がるんですよ。この前、上物なんか５
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００円も、わーって下がったじゃないですか。

下物がですね。上物がやはり一定の価格しとか

にゃいかん、八代の畳表というのは。そういう

のを考えたときには、予算化というのは、やっ

ぱり重要。予算化するとこには、ばーっと予算

化をする。予算要求するときは予算要求する。

こういうのをですね、めり張りをつけた予算の

つけ方としていただきたい。これはもう意見で

あります。 

 今回の予算を見たらですね、本当にいいとこ

ろ、これだけのしっかり職員の方々が頑張って

おられるこの姿というのは、この予算で見えま

すよ。ただ、私が質問をした中では、予算化と

いうのがなかったということと、それとまた、

今後検討するということでありますので、ぜひ

ともですね、めり張りをつけた予算の計上をし

てください。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で第

５款・農林水産業費及び第１０款・災害復旧費

についてを終了します。 

 それでは、午前中の審査を終了し、しばらく

休憩いたします。 

 午後は１時１０分から再開いたします。よろ

しくお願いします。 

（午後０時０７分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時１０分 開議） 

○委員長（村川清則君） 皆さん、こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり） 

 それでは、休憩前に引き続き経済企業委員会

を再開いたします。 

 歳出の第６款・商工費及び第９款・教育費に

ついて、経済文化交流部から説明願います。 

○経済文化交流部長（山本哲也君） こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）経済文化

交流部部長の山本と申します。 

 経済企業委員会に付託されました議案第５号

・令和２年度八代市一般会計予算における経済

文化交流部関連部分につきまして、まず私のほ

うから概要と基本方針のほうを御説明させてい

ただきます。 

 着座にて御説明させていただきます。 

○委員長（村川清則君） どうぞ。 

○経済文化交流部長（山本哲也君） まず、商

工政策課関連事業といたしましては、企業誘致

対策事業として新たな企業の進出やさらなる企

業の投資を促進するために、企業訪問、情報発

信、支援制度による手だてを講じていくことに

加え、新たにプログラミングスクールを通し

て、企業が求めるＩＣＴ人材の育成を行う事業

を実施いたします。 

 また、地域の産業の振興に関しましても、新

たに未来創造塾運営事業を創設し、地域産業を

担う若手事業者の方々に対し、外部から適切な

指導者を招聘し、新たな事業に挑戦する後押し

を行う事業を実施いたします。 

 それらと連動する形で、八代圏域ツナガルイ

ンターンシップ推進事業では、これらの事業の

拠点となるコワーキングスペースの整備、運営

などを行い、人と企業に選ばれるまちづくりに

取り組んでまいります。 

 商業振興事業といたしましては、商店街の方

々はもとより、八代商工会議所や八代市商工会

と連携し、活性化を図ってまいります。 

 また、中心市街地のにぎわい創出として、商

店街でのイベント開催への補助を行うことに加

え、新庁舎とアーケードをつなぐ広場としてこ

いこい広場を設置し、アーケードへの人の流れ

をさらに創出していきたいと考えております。 

 続きまして、観光振興課関連事業といたしま

しては、クルーズ客船事業につきましては、八

代港クルーズ客船受入実行委員会を中心に、受

入れ環境のさらなる充実化を図るとともに、台



 

－29－

湾・香港発着船、欧米富裕層を主な顧客とする

ラグジュアリー船などといった多様な客船の誘

致に向け、ポートセールスを強化してまいりま

す。 

 また、かわまちづくり推進事業では、球磨川

河川敷遥拝堰下流の左岸高水敷一帯を遥拝八の

字広場として、本年８月から供用開始をいたし

ます。 

 さらに、東陽交流センターせせらぎ、菜摘館

につきましては、来年度の道の駅認定に向け、

必要となる施設の整備に着手いたします。 

 続きまして、国際港湾振興課関連事業といた

しましては、今月完成予定の国際クルーズ拠点

整備事業が、国、県及びロイヤルカリビアンク

ルーズ社により計画どおり整備され、物流と人

流が区分されることとなり、利便性向上が期待

されますことから、今後、さらなる港湾機能の

充実について、関係者にお願いしてまいりたい

と考えております。 

 このような中、平成１１年に国際コンテナ貨

物の取扱いが開始されて以降、その取扱量は近

年増加傾向にあり、速報値ではございますが、

令和元年も平成３０年に引き続き、過去最高の

国際コンテナ取扱量２万２６７８ＴＥＵを記録

いたしました。今後もこのようなハード整備に

あわせ、積極的なポートセールスによる既存貨

物の増大及び新規貨物の獲得、さらには八代港

の利便性向上に向けた中国、台湾、東南アジア

等への新規航路開拓を図ってまいります。 

 なお、来年度の体制につきましては、八代港

において国際クルーズ拠点の供用が開始される

ことから、国際クルーズ拠点を核とした観光客

誘致の一層の促進を図るため、国際港湾振興課

のクルーズ船誘致部門を観光振興課に統合し、

観光・クルーズ振興課を新設いたします。 

 さらに、伸び続けている国際コンテナ取扱量

を地域の雇用と経済の活性化につなげるため、

国際港湾振興課の貿易振興部門を商工政策課に

統合し、商工・港湾振興課を新設いたします。 

 続きまして、イベント推進課関連事業でござ

いますが、全国花火競技大会等のイベントにつ

きまして、運営体制を強化し、業務の効率化を

進めつつ、安全安心でさらに楽しく魅力的に発

展させることにより、にぎわいの創出を図って

まいります。 

 続きまして、文化振興課関連事業でございま

すが、八代民俗伝統芸能伝承館（仮称）の整備

につきましては、既に工事に着工し、来年４月

までの工期を予定しております。竣工後、展示

や施設オープンへの準備を行い、来年夏前の開

館を計画しております。 

 また、八代妙見祭を初めとする地域の伝統行

事の活性化や後継者育成に取り組む関係団体の

活動を支援するとともに、伝統文化の継承や市

民文化の向上を図ってまいります。 

 このほか、自主文化事業を例年どおり開催す

ることで、良質な文化・芸術に親しむ機会づく

りを進めてまいります。また、現在休館してい

る厚生会館につきましては、観客席の地盤沈下

等全般的に経年劣化が進行していることから、

老朽化や劣化程度の確認・点検を考えておりま

す。 

 最後に、スポーツ振興課関連事業といたしま

しては、いよいよ開催されます東京２０２０オ

リンピック・パラリンピックに伴う聖火リレー

の実施やホストタウン事業など、スポーツを生

かしたまちづくりを推進するとともに、オリン

ピックを初め国際大会への出場を目指すトップ

アスリートの育成の支援を継続してまいりま

す。 

 また、令和３年度に、八代市、氷川町で開催

されます第７６回熊本県民体育祭について、準

備委員会及び実行委員会を設立し、大会成功に

向けた準備を進めてまいります。体育施設につ

きましては、東陽スポーツセンターにおける音

響設備改修のための工事設定業務委託や、市民
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球場のスコアボードにある時計の取替え・修

繕、市民プールのろ過器取替え工事を行いま

す。また、テニスコートの人工芝の張替えなど

といった、市民のスポーツ活動の環境整備に

も、引き続き力を注いでいきたいと考えており

ます。 

 以上、令和２年度経済文化交流部当初予算の

概要と方針につきまして、御説明をさせていた

だきました。詳細につきましては次長の岩崎よ

り御説明いたしますので、よろしくお願いいた

します。 

○経済文化交流部次長（岩崎和也君） こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）経済文

化交流部次長の岩崎です。どうぞよろしくお願

いします。恐れ入りますが、座って説明させて

いただきます。 

○委員長（村川清則君） どうぞ。 

○経済文化交流部次長（岩崎和也君） それで

は、当部所管の当初予算について、主要な事

業、新規事業を中心に計上しております予算の

内容を抜粋して説明させていただきます。 

 まず、予算書の１６ページを御覧ください。 

 第６款・商工費の当初予算額として、１９億

９１１７万３０００円を計上しております。前

年度と比較しまして、１億５３８０万１０００

円の増額となっています。 

 続いて、記載してあります第９款・教育費の

うち、当部関係分の当初予算額として、１１億

６２７２万６０００円を計上しており、前年度

と比較して２億９２７６万５０００円の増額と

なっております。 

 商工費及び当部関係の教育費の合計額は３１

億５３８９万９０００円、昨年度と比較しまし

て４億４６５６万６０００円、率にいたしまし

て約１６.５％の増、また、当初予算総額に占

める割合は約５.２４％となっております。 

 それでは、予算書の９０ページをお願いいた

します。 

 款６・商工費、項１・商工費、目２・商工振

興費の予算額は、１１億１２８８万８０００円

を計上しており、前年度から１億５６２７万８

０００円の増額となっております。 

 増額の主な事業としては、ハーモニーホール

管理運営事業となっております。なお、財源内

訳につきましては、個別に説明いたします。 

 それでは説明欄を御覧ください。 

 説明欄の２行目、ハーモニーホール管理運営

事業１億１８８１万４０００円の主な内容は、

多目的ホール、会議室の空調設備改修工事９４

９１万４０００円を計上しております。なお、

特定財源といたしまして、合併特例債９０１０

万円を予定しております。 

 その３行下の八代港ポートセールス事業１億

６３１５万２０００円は、八代港のさらなる利

用促進を図るため、ポートセールス活動を展開

するものです。前年度から１１５１万４０００

円の増額となっており、その主な要因として

は、コンテナ利用、リーファーコンテナ利用の

取扱量の増加を目的に実施しております助成金

の増加によるものです。主な内容としては、ポ

ートセールス活動旅費３００万円、コンテナ利

用助成金１億５０６３万円、リーファーコンテ

ナ利用拡大助成金６００万円としております。 

 次のみなと八代フェスティバル事業６６０万

円は、港湾関係団体や外港立地企業等が一体と

なった海洋イベントを開催し、海上自衛隊の艦

船や、海上保安庁の船舶の一般公開を計画する

など、市民と海の関わりを基本としたイベント

で、今回はくまモンポート八代を主会場とし、

当初は４月２６日に開催を予定しておりました

が、新型コロナウイルス感染防止、来場者の安

全を考慮し、延期して開催することとし、その

開催日につきましては実行委員会において検討

してまいります。なお、特定財源として、全額

まちづくり交流基金繰入金を予定しておりま

す。 
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 次に、４行下の商店街活性化事業１４４５万

８０００円は、本市の商店街が実施するソフト

事業、空き店舗を活用した事業、新規出店を支

援することによって、商店街の魅力を高め、集

客力の向上や売上げの増加を図るものです。 

 主な内容としましては、商店街活性化事業補

助金１２５０万円のほか、現在整備が進められ

ておりますこいこい広場の関連経費として、落

成式経費２７万７０００円、光熱水費３万９０

００円、Ｗｉ－Ｆｉ通信料７万３０００円を予

定しております。また、特定財源のふるさと八

代元気づくり応援基金１００万円を活用し、市

内で創業１年以内もしくは創業を予定する事業

者に対し、創業に必要な経費の一部を補助する

八代市創業支援事業補助金を予定しておりま

す。 

 次の工業振興補助助成事業１億６２４８万６

０００円は、市内企業の技術向上や経営基盤の

強化、また、人材育成や産業活性化を推進する

ために、補助金を交付しているものです。 

 主な内容としては、産業振興協議会補助金７

０万円、産業活性化人材育成支援事業補助金１

３５万円、企業振興促進条例補助金１億６０３

３万６０００円です。 

 前年度から予算額が３３３２万７０００円増

額しており、その主な要因としましては、企業

振興促進条例補助金において、市内８社に係る

工場等建設補助、用地取得補助、雇用奨励金が

来年度から新たに補助対象に適用されることに

なったことによるものです。なお、特定財源と

して、その他の収入高等職業訓練校使用料１万

２０００円を予定しております。 

 次に、２行下の企業誘致対策事業１８７３万

３０００円は、八代市企業振興促進条例や八代

市情報通信関連等事業所立地促進補助金の対象

事業者を主なターゲットとして、本市の特性を

生かした誘致活動を展開するものです。 

 主な内容としては、企業訪問等旅費１３０万

円、情報通信関連企業立地促進補助金５２７万

６０００円となっております。また、新たな取

組として、ＩＣＴビジネス人材育成事業委託１

１５５万円を予定しております。 

 これは、他の自治体で実績のある民間事業者

にプログラミングスクールの開催を委託するも

ので、２カ月間、月曜日から金曜日まで週５日

のスクールを、１日当たり昼と夜の３時間ずつ

開催するもので、年間計６カ月間開催する予定

となっております。なお、特定財源として、県

支出金地域づくり夢チャレンジ推進補助金８６

６万２０００円、その他の収入として、企業版

ふるさと納税２８８万８０００円を予定してお

ります。 

 次の、八代圏域ツナガルインターンシップ推

進事業４１３６万８０００円は、地方創生推進

交付金の対象事業となっており、学生と市内企

業との交流を促進するため専門のスタッフを配

置し、新たな雇用の場を確保していくことで、

若年者の流出抑制と流入促進を図ることを目的

としております。平成２８年度からの５カ年事

業で、来年度が最終５年目となります。 

 主な内容としましては、八代圏域ツナガルイ

ンターンシップ推進事業委託２２４８万２００

０円です。また、ふるさと八代元気づくり応援

基金を活用したインターンシップ応援事業補助

金３５万円としており、市外の大学などに在籍

する学生、または市内の事業者に対し、インタ

ーンシップへの参加及び受入れに係る交通費や

宿泊費の一部を補助するものとなっておりま

す。 

 このほか、まちづくり交流基金を活用した新

規事業として、コワーキングスペース整備運営

事業があります。これは、本町アーケード内に

共同利用型の仕事環境を実現する場所として、

また、意欲ある人材と地域産業を担う方々が集

い、新たな学びや経験ができる場所として、コ

ワーキングスペースを整備します。その整備・
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運営にかかる費用として、貸付金１１００万

円、補助６００万円を予定しております。な

お、特定財源として、国庫支出金地方創生推進

交付金１１２４万１０００円、その他の収入と

しまして、氷川町、芦北町からの分担金５３９

万８０００円、ふるさと八代元気づくり応援基

金繰入金３５万円、まちづくり交流基金繰入金

１７００万円を予定しております。 

 次の、未来チャレンジ企業創出支援事業８０

６万４０００円は、一部地方創生推進交付金の

対象事業となっており、市内及び県内の経済を

リードしていくことが期待される企業を未来チ

ャレンジ企業として認定し、市が配置するコー

ディネーターによる課題解決やアドバイスなど

の支援を行うとともに、企業の新技術、新製品

の研究開発や自社製品等の販路拡大のため、展

示会や商談会などに出展する経費の一部を補助

するものです。 

 主な内容としましては、コーディネーター委

託料４０４万７０００円、未来チャレンジ企業

成長助成補助金４００万円です。なお、特定財

源として国庫支出金、地方創生推進交付金２０

２万３０００円、ふるさと八代元気づくり応援

基金繰入金４００万円を予定しております。 

 次に、未来創造塾運営事業２３７万６０００

円としております。これは、来年度からの新規

事業であり、地域産業を担う若手の方々を対象

として八代未来創造塾を発足し、専門家や実践

者、学者などの有識者による講義を開催すると

ともに、塾生同士のディスカッションを通じ

て、地域課題や自分の課題を深く掘り下げるこ

とで、塾生自ら具体的なビジネスプランを考

え、実践していただくものです。連動しまし

て、金融機関等にも支援していただき、産・学

・官・金が一体となった地方創生の取組にした

いと考えております。 

 主な内容としては、指導者や講師の謝礼や旅

費として２１３万３０００円、指導者や講師と

の協議に係る旅費として２０万８０００円、開

催に必要な消耗品費として３万５０００円を予

定しております。なお、特定財源としまして、

まちづくり交流基金繰入金２３７万６０００円

を予定しております。 

 続きまして、目３・観光費を説明いたしま

す。 

 予算額５億９４９万４０００円を計上してお

り、前年度から４０７１万３０００円の減額と

なっております。 

 減額の主な要因としましては、荒瀬ダム撤去

対策事業、かわまちづくり推進事業が、今年度

中に完了予定となることによるものです。 

 それでは、次のページを御覧ください。 

 説明欄の９行目、日奈久観光施設管理事業３

５８万２０００円は、日奈久温泉街の玄関口に

ありますからくり時計の修繕２２０万円、日奈

久イベント広場の桟敷などの修繕４５万円を予

定しております。 

 次に、４行下の広域交流センターさかもと館

管理運営事業７５３万６０００円は、指定管理

委託料４８８万３０００円のほかに、今年度中

に同じ敷地内に完成予定の艇庫や休憩所を有す

る川遊び交流拠点施設の管理業務委託１０５万

３０００円、落成式時のリース経費５０万円を

予定しております。 

 次に、３行下の東陽交流センターせせらぎ、

菜摘館管理運営事業１億１６６万８０００円

は、指定管理委託料７１５万円のほかに、道の

駅認定に係る施設整備工事８４９６万円、ボイ

ラー入替え工事４６２万円、菜摘館自動ドア新

設工事２８４万２０００円等を予定しておりま

す。 

 次に、３行下のふれあいセンターいずみ及び

農林産物流通加工施設管理運営事業２５３０万

７０００円は、指定管理委託料１１０８万３０

００円のほかに、レストラン空調改修工事４３

３万１０００円、物産館空調改修工事８５７万
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５０００円を予定しております。 

 次のページをお願いいたします。 

 ８行目を御覧ください。観光交流事業１２５

４万６０００円は、八代の観光資源をＰＲする

ため、各種メディアを生かした広告宣伝、県内

外のエージェントへの売り込み、県南の観光振

興を図るための地域連携など、積極的に働きか

けを行うとともに、観光物産に関する問い合わ

せの対応や宿泊施設の案内、イベント案内など

地域の魅力を全国へ向けて発信し、さらなる観

光振興を図るものです。 

 主な内容としましては、エージェント訪問、

物産展等に係る旅費６２万６０００円、パンフ

レット等印刷製本費９５万６０００円、また、

新たな取組として、市の観光情報をさらに効果

的に発信するため、１万人以上のフォロワーが

いるサイトに業務委託する経費として、２６万

４０００円としております。 

 このほか、やつしろの風作成委託３７０万

円、城下町やつしろお雛祭り事業委託１５０万

円を予定しております。なお、特定財源としま

して、まちづくり交流基金繰入金５２０万円を

予定しております。 

 次の、日奈久温泉観光振興事業５０万円は、

ゴリパラ日奈久フェスティバルに係る経費とな

ります。日奈久出身タレントでありますゴリけ

んさんが出演されている福岡のテレビ番組、ゴ

リけん見聞録が、日奈久温泉神社のイベント広

場で、ゴリパラ日奈久フェスティバルとして収

録が予定されており、その際必要となりますテ

ントや椅子、簡易トイレをリースするための経

費です。なお、特定財源としてまちづくり交流

基金繰入金５０万円を予定しております。 

 １つ飛ばしまして、海外クルーズ船急増に伴

う観光資源強化事業４５８４万４０００円は、

地方創生推進交付金の対象事業となっており、

一般社団法人ＤＭＯやつしろを中心に、海外ク

ルーズ船寄港に伴う受入れ環境整備と、県南地

域の観光や体験、食と農への評価や関心を高め

るとともに今年度のクルーズ客船事業を集約

し、インバウンド事業のさらなる強化を図るも

のです。 

 主な内容としましては、八代港クルーズ客船

受入れ実行委員会事業負担金７００万円、氷川

町、芦北町との連携事業シトラス観光圏推進協

議会負担金３５１万円、ＤＭＯやつしろ補助金

２５７３万６０００円。この内訳としまして、

外部人材の活用等を行うＤＭＯやつしろ機能強

化事業１１００万円、インバウンドの受入れ充

実を行う大型クルーズ船等インバウンド事業

は、１４７３万６０００円を予定しておりま

す。 

 このほか、クルーズ客船の船社訪問旅費２８

０万３０００円、八代・人吉・水俣・上天草の

４市で取り組んでおりますスクラムチャレンジ

事業の負担金２７万円、外国人観光客のさらな

る誘客を図る海外誘致促進事業委託７０万円等

を予定しております。なお、特定財源として国

庫支出金１４６２万３０００円、県支出金１０

０万６０００円を予定しております。 

 次に、１つ飛ばしまして、ヘルスツーリズム

事業３０００万円は、こちらも地方創生推進交

付金の対象事業となっており、市内の地域資源

を生かしながら、ヘルスケアサービスなどの新

たなサービスの開発を行いながら、交流人口の

増加を図るものです。 

 主な内容としましては、ＤＭＯやつしろへの

委託として、ヘルスツーリズム事業委託３００

０万円、その内訳といたしまして体験型健康プ

ログラム開発、ヘルスツーリズム商品造成１２

００万円、プロモーション活動１０００万円、

人材育成に８００万円を予定しております。な

お、特定財源といたしまして国支出金１５００

万円、まちづくり交流基金繰入金１５００万円

を予定しております。 

 次に、１つ飛ばしまして、荒瀬ダム撤去対策
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事業５８２３万３０００円は、平成３０年度か

ら開始した事業で、坂本地区かわまちづくり事

業としまして、坂本地区に新たな水辺空間の創

出を図るため、国と連携し、道の駅さかもと館

周辺及び荒瀬ダムボートハウス周辺の施設整備

を行うもので、平成３０年度から令和２年度ま

での事業期間で整備するものです。 

 事業期間の最終、３年目となります来年度内

容としましては、荒瀬ダムボートハウス解体工

事費４３７５万７０００円、荒瀬ダムボートハ

ウス解体後の跡地の駐車場舗装工事費１４４７

万６０００円としております。なお、特定財源

といたしまして県支出金５０９９万５０００

円、充当率１００％の過疎対策事業債７２０万

円を予定しております。 

 次のかわまちづくり推進事業４０４６万２０

００円は、こちらも平成３０年度から開始した

事業で、球磨川・新萩原橋周辺地区のかわまち

づくり事業といたしまして、球磨川河川敷にあ

ります遥拝堰下流の左岸高水敷一帯をかわまち

広場としまして整備を行うもので、国の基盤整

備と並行しまして、平成３０年度から令和２年

度までの事業期間で整備するものです。 

 内容としましては、トイレ、水飲み場、倉庫

の整備といたしまして３６３９万２０００円、

整備されるまでの間、トイレのレンタル経費と

して２９万１０００円、広場管理委託１３５万

６０００円、広場完成記念式典リース経費６０

万円、常用芝刈り機購入費１７３万３０００円

を予定しております。なお、特定財源として、

充当率９５％の合併特例債３４５０万円、まち

づくり交流基金繰入金６０万円、ふるさと八代

元気づくり応援基金繰入金１７３万３０００円

などを予定しております。 

 続きまして、１１４ページをお願いいたしま

す。 

 款９・教育費、項７・社会教育費、目３・文

化施設費で９６４５万８０００円を計上いたし

ております。前年度から２１７７万５０００円

の減額となっております。 

 減額の主な要因としましては、厚生会館管理

運営事業分１４４４万９０００円の減額分とな

っております。 

 それでは、説明欄の４行目を御覧ください。 

 文化施設自主文化事業１４０８万６０００円

は、厚生会館自主文化事業として、鏡文化セン

ターで実施されます鑑賞型事業、中学生音楽教

室、演劇ワークショップ、狂言やふるさと音楽

祭などを予定しております。なお、特定財源と

して、その他の収入自主文化事業入場料４５０

万９０００円を予定しております。 

 次の厚生会館施設整備事業９９０万円は、厚

生会館が、平成元年度以降大規模改修を行って

おらず、観客席の地盤沈下など全般的に経年劣

化が進行していることから、来年度、設計図書

や点検記録などの事前調査・予備調査を実施す

るとともに、現地調査を行い、課題等を整理

し、施設利用者の安全性の確保などに必要な改

修の必要を判断するため、劣化度などを調査す

るものであります。なお、調査完了時期をこと

し１２月までに予定していますことから、当初

計画しておりました厚生会館と民俗伝統芸能伝

承館との同時期開館については、ずれが生じる

ものと考えております。 

 次の目６・文化財保護費で７億４３６３万３

０００円を計上しております。前年度から５億

５２９万４０００円の増額となっております。 

 増額の主な要因としましては、民俗伝統芸能

伝承館整備事業５億２５６万５０００円の増加

によるものです。 

 説明欄の一番下の欄、埋蔵文化財緊急発掘調

査及び保存処理事業１１８４万４０００円は、

貴重な発掘出土品を後世に伝えるため、適切な

保存処理を行うものです。 

 主な内容としましては、新庁舎建設に伴う発

掘調査で出土した八代城跡二の丸石垣の胴木の
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保存処理業務委託９１９万３０００円、重機等

リース料６１万７０００円を予定しておりま

す。なお、特定財源として、国庫支出金４９５

万７０００円、県支出金４９万５０００円を予

定しております。 

 次のページをお願いいたします。 

 説明欄を御覧ください。伝統文化財復元修復

事業５０８万８０００円は、平成２８年１２月

にユネスコ無形文化遺産に登録された八代妙見

祭の振興行事等が、将来にわたり適切に保存継

承されるよう、復元修復について必要な措置を

講じるものです。 

 内容としましては、笠鉾で使用します水引幕

新調整備補助５０８万８０００円となってお

り、令和２年度は塩屋町の迦陵頻伽と平河原町

の松を対象予定としております。なお、特定財

源その他の収入としまして、全額ふるさと八代

元気づくり応援基金繰入金を予定しておりま

す。 

 次に、５行下の民俗伝統芸能伝承館整備事業

６億１９２９万５０００円は、ユネスコ無形文

化遺産に登録された八代妙見祭を初め、市内各

所の無形民俗文化財保存団体における後継者育

成や諸道具の収蔵施設の確保などの課題に対

し、将来にわたる着実な保存継承とともに、公

開による情報発信を行うことで、各地域の伝統

文化財を生かした本市の活性化が図られるよ

う、民俗伝統芸能伝承館を整備するものです。 

 内容としましては、工事監理業務委託１７８

３万６０００円、展示物と製作業務委託１億１

６５７万８０００円、建設工事４億６７５０万

８０００円、施設内の各部屋に必要な備品購入

費１６７６万２０００円を予定しております。

なお、特定財源としまして、充当率９５％の合

併特例債５億７１８０万円、市有施設整備基金

繰入金３０１２万２０００円を予定しておりま

す。 

 款９・教育費、項８・社会体育費、目１・社

会体育総務費で１億１８６４万３０００円を計

上しております。昨年度と比較し、５２８万４

０００円の増額となっております。 

 説明欄の５行目をお願いいたします。 

 トップアスリート育成事業１８０万円は、東

京オリンピックを念頭に置いた平成２６年度か

ら平成３１年度までの事業でありましたが、指

定された選手や指導者からは、大会や遠征の際

に役立てており、ぜひ続けていただきたいとの

要望があってることや、事業主体であるＮＰＯ

法人八代市体育協会からも、選手の競技力向上

に役立てたいと強い意気込みがあっていること

から、今後も継続して実施するものです。 

 主な内容としましては、トップアスリート育

成事業補助金１８０万円。内訳としまして、各

種トレーニング講習会の実施８０万円、大会強

化合宿などの助成１００万円を予定しておりま

す。なお、特定財源として、ふるさと八代元気

づくり応援基金繰入金１３０万円及びネーミン

グライツ５０万円を予定しております。 

 次のページをお願いいたします。 

 款９・教育費、項８・社会体育費、目２・社

会体育事業費で３４６６万５０００円を計上し

ています。昨年度と比較しまして、１億６３２

０万６０００円の減額となっております。その

主な要因としましては、昨年開催されました女

子世界ハンドボール選手権、高校総体分が減額

となったものです。 

 説明欄の９行目、スポーツ拠点づくり推進事

業４８８万４０００円は、熊本地震の影響によ

り、平成２８年から２９年の２カ年間、他県で

の開催となっておりました全国小学生ＡＢＣバ

ドミントン大会を、平成３０年度から再び本市

で開催しているものです。この大会を継続する

ことによって、バドミントン王国八代を目指す

ものであります。 

 主な内容としましては、全国小学生ＡＢＣバ

ドミントン大会の負担金４８８万４０００円で
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す。なお、特定財源としまして、全額まちづく

り交流基金繰入金を予定しております。 

 次の大規模スポーツ大会等誘致事業３００万

円は、スポーツ大会・合宿等の積極的な誘致・

開催を通じて本市ににぎわいをもたらすととも

に、スポーツの振興、交流人口の拡大を図るも

のです。 

 主な内容としましては、合宿応援補助金６７

万２０００円、大会運営補助金１６３万円を予

定しております。また、新たな取組といたしま

して、スポーツ大会や合宿の誘致など、スポー

ツを通じたさらなる交流拡大について効果的な

手法を検討するため、スポーツコンベンション

検討委員会を設置し、開催に係る経費として２

８万４０００円としているところでございま

す。 

 次の第７６回熊本県民体育祭開催準備事業１

９２万円は、令和３年９月に八代地域で開催さ

れる県民体育祭に向け、準備委員会及び実行委

員会を設立し、大会スローガンとシンボルマー

クを公募するなど、大会成功に向けた準備を行

うものです。 

 主な内容としましては、本市と氷川町で設立

します実行委員会の負担金２３１万円のうち、

八代市としての負担分１９２万円を予定してお

ります。 

 次の東京２０２０オリンピック聖火リレー開

催事業４４万８０００円は、聖火リレーが令和

２年５月６日に開催され、コースとしまして

は、仮設庁舎西側をスタートし、八代城跡を一

周し、産業道路を通町、出町と通過し、ハーモ

ニーホールの東側から入りまして、多目的広場

ゴールを予定しております。 

 主な内容としましては、来客シャトルバスの

運営経費２５万８０００円、ボランティアスタ

ッフの弁当代９万円などとなっております。 

 次の、東京２０２０オリンピック・パラリン

ピックホストタウン推進事業１２０万円は、東

京２０２０オリンピック・パラリンピック競技

大会に参加する国や地域と相互に交流するホス

トタウンに本市が登録されたことを機に、スポ

ーツ分野などでのさらなる交流を図るもので

す。 

 主な内容としましては、令和２年５月の八代

市と台湾の学生などとのスポーツ文化等の交流

に３０万円、令和２年６月の台湾バドミントン

ジュニア選手と本市バドミントンジュニア選手

の交流に７０万円、台湾オリンピック出場選手

の応援経費２０万円を予定しており、なお、特

定財源としまして、まちづくり交流基金繰入金

１００万円を予定しております。 

 最後に、款９・教育費、項８・社会体育費、

目３・社会体育施設費で１億６９３２万７００

０円を計上しております。昨年度と比較し、３

２８３万２０００円の減額となっております。 

 その主な要因は、総合体育館施設整備分を初

め、体育施設改修費が全体的に減額となったも

のであります。 

 それでは次のページ、説明欄の下から３行目

の八代市テニスコート施設整備事業１９６９万

７０００円は、劣化しているテニスコートの２

面の人工芝を張り替えるものです。なお、特定

財源として、充当率９５％の合併特例債１８７

０万円を予定しております。 

 次の八代市民プール施設整備事業９７５万７

０００円は、２５メートルプールのろ過装置取

替え工事を予定しております。なお、特定財源

として、全額市有施設整備基金繰入金を予定し

ております。 

 以上が、令和２年度経済文化交流部所管の当

初予算の内容となっております。御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 商店街の関係です。活
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性化事業というのがありました。１４００万ぐ

らいのやつだったと思います。事業内容のほう

ですね、詳しくちょっと教えてください。 

○商工政策課長（田中 孝君） 商工政策課の

田中でございます。 

 商店街活性化事業ということでお尋ねの件で

ございます。これにつきましては、商店街の魅

力向上を含めて、ソフト事業等イベント開催で

の補助、さらには空き店舗活用への補助、そし

て今回につきましては、新規でこいこい広場の

オープニングについての費用等を上げておるも

のでございます。 

 商店街活性化事業の主なものといいますの

は、商店街で行われるイベントでございます

が、例を申しますと、それぞれの本町１丁目２

丁目３丁目で行われております、例えば通町で

いうと軽トラ市とか、さらにはみんなで連合事

業ということで、まちなか活性化協議会で行っ

ておられます城下町八代の雛祭り、本町マルシ

ェ、そういうものに対して補助、支援を行うも

のでございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございまし

た。 

 ＩＣＴビジネスの人材育成事業っていうのが

ありましたけれども、これは実績ある民間事業

者っていうところでしたけれども、その内容に

ついてちょっと教えていただきたいということ

と、６カ月間開催されるというようなことでご

ざいましたけれども、スクールに来られる方か

らの会費とかっていうのは取るのかなというの

があったんで、この辺を教えてください。 

○商工政策課長（田中 孝君） 商工政策課、

田中でございます。 

 ＩＣＴビジネス人材育成事業の今回のものに

つきまして、本市で実施したいと考えておりま

すのは、プログラミングスクールとして単純に

技術を学ぶだけではなく、さらに受講生が自発

的に学ぶ能力をつけてもらうことを目的とし

て。さらに、つけてもらった能力で必要なプロ

グラミング技術が進化しても、それに対応でき

るような能力をつけていただくと。さらには、

学び直しというふうな観点でも実施していきた

いと考えておるものでございます。 

 例といたしましては、沖縄県沖縄市でやって

らっしゃるものを、市の今回のモデルとして行

っておるものでございます。受講の方には、２

カ月間で５万円というような形で負担をお願い

するというようなところで今考えておるところ

でございます。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、その事業

者さんですね、は、他自治体での実績があると

いうような御説明だったんですけども、どんな

実績なのかというところ。多分名前も出るんだ

ろうとは思うんですけど。 

○商工政策課長（田中 孝君） 何度も申し訳

ありません、田中でございます。 

 今回の事業者さんにつきましては、先ほどち

ょっと申しましたが、沖縄市のほうでですね、

実際にこれを行っていらっしゃる事業者でござ

います。 

 取組をちょっと御説明させていただきます

と、先ほどのプログラミングを指導することに

加えまして、実はその後の創業や就業に対する

支援等も行ってらっしゃいます。また、代表者

の方のネットワークによってですね、有識者の

招聘、それを近隣の方への講演会、そういうこ

とも含めてですね、やっていらっしゃるという

ことでございます。 

 沖縄市の実績ということで御紹介をさせてい

ただきますと、３年間で起業・創業の相談を受

けられたのが８７０名ほど。それと、創業支援

の実績として、３年間で１０３名、就業支援と

して３年間で７３名。波及効果としてでござい

ますが、実際そのプログラミングスクールにお

見えになった方が、沖縄市の商店街のほうにで
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すね、交流が増えて、店舗数としては６０店舗

以上増えていると。そのような実績をお持ちの

方でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） 項４のですね、菜摘館

なんですけど、道の駅の整備っていうので８４

００万ぐらいですね、あったんですけれども、

具体的にどんな内容ですか。 

○観光振興課長（田中辰哉君） 観光振興課の

田中でございます。よろしくお願いします。 

 今回の東陽交流センターのせせらぎ、菜摘館

の工事内容でございますが、道の駅認定に係る

工事ということで、今年度ですね、基本実施設

計をしたところでございます。令和２年度につ

いては、新築工事としてトイレ及び情報発信施

設、観光案内とかの情報発信する施設ですね、

それと、身障者用駐車場の整備ということを予

定しております。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい、大丈夫です。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

○委員（山本幸廣君） 今の関連ですけども、

認定はもう受けたと。何月ごろに認定受けたん

ですか。 

○東陽支所地域振興課長（橋本勇二君） 東陽

支所、橋本です。 

 委員お尋ねの件ですけど、登録申請につきま

しては、令和２年度に計画しております。スケ

ジュールとしましては、早期に準備に取りかか

りまして、８月ごろまでには申請をいたしまし

て、あと、審査の期間を考慮しまして、年度末

くらいには登録完了させたいと考えておりま

す。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） 最後の言葉で、完了さ

せたいという気持ちという。気持ちというか、

認定を受けるのは、あなたの気持ちで認定する

わけいけないわけですから、そこらあたりはち

ょっと明快に答弁してくださいよ。 

○東陽支所地域振興課長（橋本勇二君） 東陽

支所、橋本です。 

 大変失礼いたしました。今説明しました部分

につきましては、最終的な認定の権限が国交省

さんにあるということでしたが、こちらとしま

しては、今年度末には登録を確実に目指してい

きたいと思っております。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） 担当の部署の職員です

から、年度末にはという、これもまたあやふや

な説明でね。国交省が最終的には認定というの

は、もう確定をするというのを言い換えれば、

それは説明しなければ、この予算計上したのは

ね、関連の設備等だから、何で事前的なね、そ

ういう整理をするのかとなるわけよ。と思いま

すよ。ちょっとそこらあたりは明快にしとって

ください。 

○東陽支所地域振興課長（橋本勇二君） 東陽

支所橋本です。 

 大変失礼いたしました。委員おっしゃります

とおり、本年度につきまして、登録申請内容に

つきまして、事前に熊本県の道路保全課及び関

係します国交省の部署と、２月の中旬ぐらいに

最終的な打合わせをしておりますので、申請に

つきましてはほぼ大丈夫なところまではまとめ

ているような状況でございます。大変言葉が足

りなくて、説明が悪くて申し訳ございませんで

した。 

○委員（山本幸廣君） 一応年度末には、国交

省としては、もう大体認定をするというような

状況であるということで認識していいですね。

（東陽支所地域振興課長橋本勇二君「はい」と
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呼ぶ）わかりました。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） 八代港のクルーズ船の

受入れ実行委員会の事業負担金というのがあっ

たんですけれども、参加団体数とか主な団体名

っていうのをちょっと教えていただきたいの

と、事業の計画書の内容的なもの、どんなもの

があるのかなというのがあったんで、教えても

らってよろしいですか。 

○観光振興課長（田中辰哉君） ただいまあり

ました八代港クルーズ客船受入れ実行委員会に

ついてですね、お答えいたします。 

 参加団体は基本的にはですね、八代市、熊本

県――熊本県は県南広域本部となっておりま

す。それと、ＤＭＯやつしろ、八代商工会議

所、このメンバーが主たるメンバーということ

になっておりますけども、この中でですね、い

ろんな訪問地、それとかいろいろ観光施設等も

ございますんで、そういった日奈久地域とか、

あとは、旅館組合とか、中心商店街の組合の皆

さん方とかもですね、一応メンバーに入れるよ

うな形では活動をしているところでございま

す。 

 主な活動内容でございますが、このクルーズ

実行委員会、３つの柱を掲げておりまして、来

訪者を温かく迎え、ストレスなく八代を楽しん

でいただくということにしております。具体的

には、八代を温かく迎えるということで、最近

道路とかでよく見かけられるかもしれませんけ

ども、手を振る運動ということで、横断幕だっ

たりポスターだったり、張ったりしておりま

す。クルーズサポーター制度ということで、ク

ルーズが港に来たときにですね、手を振る運動

をしたりとかということを予定しております。

現在約１００名ぐらいの登録になっておりま

す。 

 そして、２つ目のストレスなくということ

で、よく海外からのお客さんがＷｉＦｉを使う

ということで、中心商店街等においてＷｉＦｉ

の環境整備、あるいは多言語でのメニュー化、

レストランとかでの多言語のメニュー化等の整

備に取り組んでいるところでございます。 

 そして、楽しんでいただくということで、八

代のいろんな観光素材を生かした着地型旅行商

品というのをつくっているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） 引き続きなんですけ

ど、クルーズ船のですね、インバウンド事業と

いうのがあるんですけれども、ここら辺のとこ

ろ、内容をもう少し教えてください。 

○観光振興課長（田中辰哉君） クルーズ船の

インバウンド事業ということで、先ほど申し上

げました内容と重複する部分があるんですけど

も、海外からクルーズ、八代港おりてですね、

その後シャトルバスで中心商店街、日奈久温泉

に向かっていただくための仕掛けとしてのシャ

トルバスの運行であったりとか、先ほど申し上

げましたとおりに、八代ならではのですね、例

えばこれからですけども、ちくわ焼き体験だっ

たりとか、晩白柚のアロマ体験だったりとかで

すね、あと、観光農園の体験だったりとか、そ

ういったものも今後開発していきたいというふ

うに思っております。 

○委員（野﨑伸也君） 今、インバウンドの関

係で聞いたっですけれども、やっぱり今の現状

の中で、外国人観光客が非常に減少してくると

いう、コロナウイルスの関係なんですけれど

も、そこら辺については、そういうものはもう

関係なく、今決まっているこの状況の中で事業

を実施していくという、進めていこうというこ

とですか。 

○観光振興課長（田中辰哉君） 確かにです

ね、国のほうから、九州にですね、多くの外国
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人、韓国及び中国がですね、多く、そこの２カ

国が九州には多く入ってきてるところでござい

ますが、確かに今回のコロナの関係でですね、

中国・韓国においては、日本への入国制限と。

一定のエリアですけども、全部ということでは

ないんですけども、入国制限がかかったところ

でございます。 

 そういった中で、国のほうからはですね、今

はお客さんを呼ぶのはなかなか難しいけども、

この時期に、終息後、お客さんをたくさん呼ぶ

ために、この時期に一生懸命受入れ環境を整備

しようという方針が出されましたんで、市とし

ても、国の動きと合わせながらですね、取組を

進めていきたいと思います。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。 

 あとですね、ヘルスツーリズム事業っていう

のもやられるっていうことでお伺いしたんです

けれど、こういうのも、やっぱり外国人インバ

ウンド対応なんですか。どちらですか。 

○観光振興課長（田中辰哉君） ヘルスツーリ

ズム事業ということで、地方創生交付金を活用

してですね、３カ年の事業で取り組んでおりま

す。今年から始めて、来年度が２年目になりま

すけども、こちらについては、国内外のお客さ

ん向けと。国内外のお客さんに楽しんでいただ

くということで、事業は進めているところでご

ざいます。その中で、やはりインバウンド向け

の素材であったりとかというものも出てくると

思いますんで、そういったものについてはイン

バウンドクルーズ船の旅行商品のほうにもです

ね、つなげていきたいというふうに思っていま

す。 

○委員（野﨑伸也君） 事業の中でですね、人

材育成っていうところに８００万ほどですね、

掲げてある部分があるというようなことなんで

すけれども、この人材育成っていうのは、八代

の人をどっか発掘してきてから育てて、ずっと

引き続きいい方向に向かわせたいということな

のか、よそから連れてきてやるのか、どっちな

のかっていうのがあるんですけど。 

○観光振興課長（田中辰哉君） このヘルスツ

ーリズム事業をですね、今後八代の観光振興事

業の核として考えております。そのために、Ｄ

ＭＯやつしろの中にですね、この専門人材とい

うのを育成していきたいというふうに思ってお

ります。 

 具体的に何をするかというと、今さっき言い

ましたような素材をもとに旅行商品の開発であ

ったりとか、さらにそれが旅行商品となれば、

その後の受付、さらにはその商品の磨き上げ―

―ブラッシュアップとかもあると思いますん

で、そういったものを担っていただこうという

ふうに思っております。 

 採用に当たっては、今年度はＤＭＯの中の職

員でしたけども、８００万ということでまた予

定しておりますんで、新たな人材をですね、市

内外、いい人材をですね、見つけていきたいと

いうふうに思っております。 

○委員（野﨑伸也君） 具体的に８００万で何

名なん。１人ですか。 

○観光振興課長（田中辰哉君） ８００名で一

応２名ですね。今年１名雇いましたので、予算

的には来年度１名追加という形の。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。 

 ＤＭＯの関係なんですけど、もう何年目かと

かっていうふうになるかと思うとですけれど

も、国からの交付金事業っていうのが、あとど

れぐらいあるのかっていうところで、独り立ち

できるような状況になって育ってきてるのかど

うかというのがちょっと心配なんですよ。国か

らの助成金とか補助金とかがなくなったときに

立ちいかんごとになりはせんとかなっていう、

やっぱり一抹の不安ば持っとるもんですから、

そこら辺のところのＤＭＯの今の状況というの

はどういったところですかね。目標に向かって

どこら辺まで進んでいるのかというところで教
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えてもらいたいんですけど。 

○観光振興課長（田中辰哉君） ＤＭＯへの補

助金としまして、クルーズの地方創生交付金

と、このヘルスツーリズム事業がございます。 

 ヘルスツーリズム事業は去年からやってると

ころで、そうやって八代の核となるように今後

つくり上げていきたいというふうに思ってると

ころでございますが、クルーズの地方創生交付

金についてはですね、事業開始当初、海外から

のクルーズ船がたくさん来るだろうと。事実、

平成２９年度には６６隻というクルーズ船が入

ってきたところでございます。それに向けて、

たくさんの外国人、クルーズのお客さん来ると

いうことで、地方創生交付金を活用しながら、

受入れ環境の整備をしてきたところでございま

すが、実際にはその後クルーズ船の入港数はど

んどん減ってきまして、なおかつクルーズ船の

状況が、中国からのお客さんが多い。中国から

のお客さんについては、免税店を回るというこ

とで、今までちょっと仕掛けてきた部分がです

ね、なかなか取組として生かされてきてないと

いうところがまず一つあります。 

 それと、現状として、クルーズ船のツアーに

関してはですね、船会社、それと船会社にひも

づいてるというか、直接結びついてる旅行会

社、こちらの力が強いというか、そのためにな

かなかＤＭＯが旅行商品としてつくって、そこ

に入り込むということがなかなか現実的には難

しいと。要は、クルーズ船のツアーに関してで

すね、収益を上げるというのはなかなか難しい

というのがこの４年間で見えてきたところでご

ざいます。 

 そういった意味で、先ほどのヘルスツーリズ

ム、あるいは今ですね、実際にＤＭＯの事業仕

分けというものをやっておりまして、その中

で、ちょっと言葉があれですけども、日銭が稼

げるというか、日々お金があげれるようなです

ね、収益性のある事業をですね、新たに開発、

取り組んでいかなければならないのかなという

ことで、今考えているところでございます。 

○委員（野﨑伸也君） 日々世の中の状況とか

も変わっていきながら、ＤＭＯとしても八代市

としても、いろいろと取組を変えながらやって

きてるっていうところで、理解しとってよかで

すかね。大丈夫ですかね、はい。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

○委員（山本幸廣君） 今の説明を聞きながら

不安を感じたというのか、野﨑委員が今質問さ

れた中でですね、４年間をずっと見てきた中

で、成果というか、投資はしたけれども効果が

少ないというのが現実だと思うんですよ。３２

ページなんですけども、私が見る中では見直し

をしなければ、クルーズ船に関する関連企業等

々についてもですね、大変、今、経営上苦しく

なってきとると。 

 １つの例を言えば、あそこでガードマンさ

ん、警備をされとる方々、これは物すごく八代

に投資されたんです、八代市民の方々からです

ね、職員を採用しながら、夢と希望を持って、

あそこに出張してこられた。ところが、クルー

ズ船は入ってこん、警備は何もないというよう

な状況で、それでも職員は、やはり社員は囲ん

でおかなきゃいけないという。大変な企業の経

営なんですと。あとどうなるんでしょうかとい

うふうな、そういうお話も以前聞いたことがあ

りますよね。 

 そういうことを考えれば、今言われた八代の

バージョンの中でですね、もう本当にクルーズ

船の家主の強さというのは、偉大な強さ、力が

あるということ、職員の方々は感じておられる

と思うんですよ。絶対引かない。そこらあたり

をどうやって県として、これをですね、やはり

地元の経済効果を考えて、県が考えれば、もう
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少し考えなければ、ＤＭＯだって何にもできな

いと思う。 

 そういうことで、予算づけはしてありますか

ら、これはですね、皆さん方がこれからのひと

つ活用の中でですね、予算をつけた以上は、そ

れをどうやって成果を上げるかということを考

えていただきたいと、そのように思います。 

○委員長（村川清則君） 意見、要望でいいで

すか。 

○委員（山本幸廣君） いや、お聞きしたいと

思います。決意とか、私の質問に対して。 

○観光振興課長（田中辰哉君） 御意見ありが

とうございます。 

 八代についてはですね、先ほど言いましたよ

うに、今現在としては中国、クルーズ船が主力

となっております。ほぼほぼ入ってくる９９

％、中国からとなってます。ところが、他の港

とかを見ると、台湾や香港、あるいは横浜発着

の欧米人のツアー、今回のダイヤモンドプリン

セスもそうでしたが。そういった方々っていう

のは、個人で動かれる方が多くて、町歩き商店

街等でですね、その土地ならではのお買い物を

するのも一つの楽しみだというふうに聞いてお

ります。 

 今年度予算としてですね、活動費のほうを昨

年から増額して上げておりますけども、そうい

った中国以外のクルーズ船についてもですね、

積極的な誘致を展開して、八代のクルーズ船に

よる経済効果、そちらのほうも高めていきたい

というふうに考えております。 

○委員（山本幸廣君） そこまで説明されたけ

んでから、中国云々じゃなくて、クルーズ船と

いうのは国内からも来るんですよね。海外ばか

りじゃないんですよ。そこらあたりは旅行主と、

それからやっぱり日本の旅行者等々も考えなが

ら、日本遊船等々もあるわけですけども、八代

港に入る、八代で遊んで、観光して帰っていた

だく、これが経済効果なんですよ。ストレート

で熊本の熊本城行ったり、阿蘇に行ったり、鹿

児島に行ったり、福岡に行ったり、大分に行っ

たりして、夕方には帰ってきてから帰るという

ような、このスタンスを変えなければ、どんな

にですね、投資してもですね、八代に経済効果

って生じない。これは私もどこに行ってもです

ね、中国も何十回行きましたけど、そらあ商売

は並大抵じゃないですよ。日本の企業はやっぱ

し倒産して帰ってくるような状況で。 

 そういうことを考えればですね、やっぱし八

代の魅力、観光の魅力というのをつくっていか

なきゃ、実績をですね。 

 だから、そこで、今答弁要りません、説明

は。 

 改めて、そこで観光のですね、日奈久の観光

交流施設ゆめ倉庫からですね、それが新しく今

回、時計の取替え修繕、ページは３０ページで

す。大変予算をつけていただいておられると思

いますが、まずは観光地という場合は、やっぱ

り温泉地が一番観光地なんですね。観光地の整

備というのはどうしたらいいのかという。人が

来るんですね。温泉があるから来る、食べ物が

おいしいから来る、環境がいいから来る、そう

いうのを考えた中で、今回についてはそういう

ような予算をつけられて、まずはからくり時計

の修繕等と。これはやっぱしあそこに私も行っ

たんですけども、修繕中であります。修繕途中

であります。書いてありました。だから、それ

見て、いつかなと思っておりましたところが、

岩崎次長なり、山本部長あたりの御努力で予算

化をしてありました。これは１日も早くです

ね、３月定例会、当初を可決しますから、すぐ

ですね、対応していただきたいと思いますけど

も。 

 そういう中で、やはり観光という場所をつく

らなければ、クルーズ船とは絶対結びつかない

んですよ。これはですね、八代にはもう日奈久

温泉観光地しかありませんよ。 
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 そういうことを考えていただきたいと思いま

すが、このからくりの修繕等については、この

２２０万で大体おさまりますか。 

○観光振興課長（田中辰哉君） 日奈久温泉の

からくり時計につきましては、今年度も予算を

計上しておりましたけども、実際に工事事業者

さんのほうにですね、見積もり等をお願いした

ところ、かなりの金額、１００万とかではない

単位の金額がかかるということでございまし

た。そういった中で、どういった形がいいのか

ということで、今回２２０万計上しております

けども、からくり時計とは違った形で、何らか

日奈久温泉ということを象徴するようなモニュ

メントができればということで、予算を計上し

ているものでございます。 

 ２２０万については、事業者さんのほうにで

すね、アイデアとして、灯籠から湯煙が出るよ

うなモニュメントということで、事業者さんの

ほうに見積もりを相談をしたところの金額でご

ざいます。 

○委員（山本幸廣君） これは要望になるかと

思いますけども、日奈久温泉はからくりが玄関

のモニュメントでありますね。あとは日奈久港

の整備等々についてもですね、やっぱり日奈久

港のところの散策道路のところは街灯が少なく

てですね、大変な状況にあると。私もお風呂に

いつも行くもんですから見るんですけども、あ

そこが、もうやはり港の内が濁って、ああいう

ような状態でですね、しゅんせつをしなきゃい

けないと思うんですけども、あそこあたりも、

整備等も含めて、反対側の高速道路側はきれい

に、誰でもがあそこで泳いでいいなという感じ

がするんですけど、もう日奈久の街部に来た

ら、本当土泥ですよね。そこらあたりについて

も、何か次長がいつもうろこ壁とか何か言われ

ておられた中でですね、あそこでの整備等もで

すね、やっぱ考えたらどうかなということで、

これ要望ですからね。 

 ページの４６ページ見てください。 

 指定文化財保存管理事業の文化振興課の担当

についてお伺いしますが、これは新規でありま

すよね。誰かな、担当はうなずかんかな。担当

はですね、担当。 

 県の指定でありますので、大鼠蔵古墳群と楠

木山古墳群、これについての予算が、６９万３

０００円予算つけてありますが、これは業務委

託は、どのような措置の業務委託するんですか。

内容をちょっと説明してください。 

○文化振興課長（沖田丈房君） 文化振興課、

沖田でございます。 

 指定文化財保存管理事業につきまして、文化

財保存整備費補助金９２万４０００円、文化財

管理費補助金、これにつきましては、各指定文

化財を管理されてる方々、団体とかがございま

すので、草刈りとか、そういう方に、定年で毎

年出しているというふうになります。 

 新規の大鼠蔵古墳群、楠木山古墳応急保存処

置業務委託につきましては、現在この古墳が、

古墳の上に簡易な屋根といいますか、トタン板

みたいなので作ってあるのがございまして、こ

れが非常に傷んでおりまして、このままだと古

墳自体に影響があるということで、それを撤去

すると同時に、一旦仮埋めをして、きっちり保

存するような工事をやるということで、業務委

託を計上させていただいております。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） ありがとうございまし

た。 

 なぜ私がこの予算の計上で質問したかという

と、津波があったらですね、一番高いところが

大鼠蔵、小鼠蔵なんですよ。で、この古墳群に

ついてですね、地元からのいろんな要望等があ

ってるのは、防災公園ができないかなとそうい

う話もありますし、それについても古墳のこの

ような今回の予算つけられたからですね。そこ

らあたりも次の会に、６月くらいに一般質問す
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ると思います。この大鼠蔵、小鼠蔵の防災公園

化というのをですね。地元からもいろんな意見

が出ておりますので、それができるかできない

かなというのは、もう担当部にかかっとるんで

すよ。私が調べた範囲ではですね。 

 そういうことで、よろしかればですね、一旦

埋めて、古墳群にふさわしいですね、修繕をし

てほしいと。業務委託していただきたいと。こ

れ、要望ですから。もうよろしいです。要望で

すからですね。 

○委員長（村川清則君） はい、要望として。 

 ほかにありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） あと３つあるんですけ

ど、２つにします。２つ教えてください。 

 大規模スポーツ等の誘致事業ということであ

るんですけれども、今までもですね、いろんな

スポーツイベントとかっていうのが、施設がな

いからできないっていうのはいっぱいあったん

ですよね。残念ながらこの県南のこの八代でで

きない、よそではできるけどと。非常に残念な

思いしとったんですけれども、私が思ってるそ

のようなおっきなスポーツ大会っていうのを開

くために、やはり施設充実というのが大事だと

思うんですが、今回の予算計上されてるってい

うのは、どういったその規模っていうのを目指

しておられるのかとか、今後の展望とかってい

うのをちょっとお聞かせいただきたいと思うん

ですけども。 

○スポーツ振興課長補佐兼スポーツプロジェクト

推進室長（本村秀記君） こんにちは。（｢こん

にちは」と呼ぶ者あり）スポーツ振興課、本村

です。 

 大規模スポーツの、多分、お尋ねのところ、

コンベンションの予算かなというところで理解

してるところなんですけども、このコンベンシ

ョンの予算につきましては、いろんな、今年度

も世界女子ハンドボール大会、そしてインター

ハイ、大っきな大会が行われたところでござい

ます。それで思ったのがですね、スポーツは交

流人口の拡大とか、経済活性化に非常に役立つ

というふうに、非常に認識したところでありま

す。 

 これを受けまして、いわゆるスポーツの力で

ですね、交流人口の拡大、関係人口の拡大、経

済活性化はできないかというところでですね、

スポーツコンベンション、スポーツコミッショ

ンのほうを考えたところでございます。 

 予算につきましては、それの検討委員会の委

員の報酬ということで予算を計上してるところ

でございます。中身につきましては、例えば現

在いろんなスポーツ合宿、大会をされるのがあ

れば、いろんなホテルとか、いろんなところに

泊まられるわけなんですけども、そこの価格の

統一だったりとか、そうですね、県南を含めた

体育施設を利用して、八代に宿泊をできる仕組

みができないかとか、そういったところを考え

ているところでございます。 

 施設のほうでですね、改修だったり拡大とい

うことは、そうしたところはですね、今年度に

は今のところ考えてないというようなところで

ございます。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。内容は

わかったんですけれども、施設がないとやっぱ

り、何回も言うんですけど、施設があればでき

るっていうのが、これまでも何回も何個もです

ね、あって、悔しい思いをしてきたというふう

に思ってますんで、施設整備頑張ってもらいた

いなというふうに思ってます。 

 あと、もう１点、最後になりますけど、厚生

会館の関係で、今回改修の必要性を判断するた

めに調査をするんですよというので約１０００

万ほどというようなことなんですが、これ、結

局方向性としてどうなんですかね。どぎゃんふ

うに思うとっなっですかね。やはり市民からで

すね、かなり使えなくなったっていうのがです

ね、非常に残念というかですね、そういった話
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がですね、結構あるもんですから。して、いつ

まで使えないのかとか、そういう話が出てます

もんですから、今回修繕するかしないか、調査

するためのまた調査みたいな予算計上というふ

うに思いますんで、ちょっともう少し明確にで

すね、市民に対して方向性なり何なりというの

を出してもらったほうがいいのかなというふう

に思いましたんで、ちょっと質問いたします。 

○経済文化交流部次長（岩崎和也君） 厚生会

館のあり方ということで、実は今年度予算で予

算を計上させていただくあり方検討会というの

を実施しております。 

 併せまして、厚生会館を、実は隣の別館を解

体いたしまして、今、そこに伝承館を建築中な

んですけれども、壊してみたらば半分ぐらい、

皆さん行かれたこと――一度は現地調査で行っ

ていただきたいと思うんですけれども、かなり

傷んでいる状況です。内部につきましても、客

席が地盤沈下起こしたり、例えば豪雨があった

場合には、奈落のところとか、水がたんまりた

まったりとかというような状況。それと、つり

天井とかがちょっと不安とか。あと、外壁あた

りも非常に落下の可能性があるとか、非常に開

館するに当たっても、利用者の安全の確保、こ

ういったものが重要かなというふうに思ってお

ります。 

 そういったことで、今回、予算計上させてい

ただきまして、まず、安全確保するための改修

費としてどれくらい必要になるだろうかと。概

算になろうかと思いますけど、そういった数字

を出させていただくのと、今後、改修するに当

たって、当然費用が出た場合に、その費用が費

用対効果といいますか、実際に再開すべきかど

うかというような判断をすべきかなというふう

に思ってます。 

 ですから、今回の調査、それからあり方検討

会の検討結果、あるいは今後実施します市民の

皆様へのアンケート調査、あるいは関係者のヒ

アリング、こういったものを総合的に判断いた

しまして、来年度中にある程度の方向性を定め

たいというふうに考えております。 

 ただ、いつ再開になるかというのは、現時点

ではその調査結果を待つ以外にないかなという

ふうに考えております。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） いろいろと調査の関係

しなきゃならないものが今、ちょっと教えてい

ただいたと思うんですけども、スピーディーに

取り組んでいただいて、来年度中にはという話

だったんで、できる限り早くですね、まとめ上

げていただいて、方向性っていうのはもうしっ

かりと市民のほうに出していただくような形で

ですね、スピーディーに取り組んでいただけれ

ばというふうに思います。 

○委員長（村川清則君） 要望ですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員（山本幸廣君） 私は要望ではありませ

ん。確認です。今の関連で。 

 最終的な、岩崎次長が言われたのは、大体ほ

ぼ解体に決まっとるかような、私は理解をした

んですけども、これは文化財等々、あり方検討

会で検討されておられると思うんですよ。そう

いう中で、やはり市民の方々というのは、今、

野﨑委員が言われたような、そういうのを心配

されています。大体は市民の方々、諦めとる方

々もおられると思いますよ。と思います。 

 もうどうせ、あそけ造らせんけんで、本体は

うっかやかさすばいと。そういう認識を持って

もらったら困るもんだからですね、市民が。だ

からやっぱしこういう委員会である程度議論し

ながら、その方向性を議会も一緒になってから

見いだしていくというのが、この予算計上の審

議なんですよ。そうしなければ、どんなにです

ね、担当の職員がどんな言っても、やはり市民

の方々というのは、そこらあたりの仕分けと物

すごく、こう市民感情を持っちゃいかんという
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ことをですね、私は持っていただきたいと思い

ます。 

 今、次長が言われた劣化等々についても、私

があるところの行政視察ではどこも行きます

よ。ところが、８０年、９０年で庁舎を運営し

ているところもあります。物すごい文化財で。

はっきり言ってから、例えばという話で例を言

えば、東京の駅なんです。これ、一部残してま

すよね。これはやっぱ何百年という一つの新橋

からああいう駅開通したというのがあれですか

ら。そういうことを考えればですね、前向きに

検討するならば、やはり当時の厚生大臣だった

坂田という地元の衆議院議長までされた方が、

そういうやっぱし名誉ある方々のその気持ちも

しっかりと受けとめながらですね、市民の意見

を聞きながら、やはりこの委託予算についても

ですね、計上して、見ていただいて、その結果

というのはですね、どうなるかわかりませんけ

ども、そういうような理解をしたらどうかなと

いうふうに思いますが、いかがですかな。御感

想を、次長、私の今質問に対して。 

○委員長（村川清則君） 答弁ありますか。 

○経済文化交流部次長（岩崎和也君） まずも

って、あり方検討会のお話を先ほどさせていた

だきますけれども、あり方検討会の、以前、議

員の皆様方からアドバイスがありましたよう

に、透明性を持って議論していくようにという

ことがございましたので、あり方検討会の会議

結果、こういったものについてはホームページ

等で公表していきたいというふうに考えており

ます。 

 そういった中で、いろんな環境、背景、いろ

んなものがあろうかと思います。もちろん誇れ

る、５７年もたった厚生会館ですので、当然何

といいますか、文化的価値のある建築物という

のもございますので、そういった重要な、これ

まで地域の住民の方々の文化レベルの向上のた

めに活躍している施設、それから、今、ファシ

リティーマネジメントが進んでおりますので、

そういった考え方もあるということですので、

そういった両方の観点からですね。総合的に判

断していく必要があろうかなというふうに思い

ますので、今後、検討をですね、じっくり住民

の皆様方と一体となってというよりも、いろん

な多くの意見を聞きながらですね、方向性を定

めていく必要があるかなというふうに考えてお

ります。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） 今の答弁で理解します

ので、ありがとうございました。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（野﨑伸也君） 観光振興の関係という

か、皆さん方が携わっておられるところってい

う、所管されているところというのが、もうけ

るところですよね、やはり。ここでもうけても

らわんと、どぎゃんもならんというところです

し、外に打って出ていってもらってるというふ

うに思ってますし、努力していただいていると

思ってます。 

 港の関係にしても、コンテナの利用のほうが

大分上がってきてると。非常に喜ばしいところ

なんですが、その分補助金も非常に上がってき

てると。そこをどういうふうにして抑制してい

くかというところもですね、もう何年も言い続

けさせていただいてますけども、非常に重要な

ところだと思うとですよね。早く八代港が独り

立ちできるように、じゃあどうすればいいかと

いうところで、そこは取り組んでいただきたい

というふうに思ってます。 

 あと、スポーツ大会の誘致の関係、先ほども

言いましたけれども、やはり施設の整備という
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のも、なくす施設も重要かもしれませんけど、

つくる施設もですね、八代に必要なものはつく

らんといかんというような思いもありますん

で、そういったとこも含めてですね、早目にい

ろいろと検討をですね、進めていただいて、方

向性のほう導き出していただけるようにお願い

をしたいなというふうに思ってます。よろしく

お願いいたします。 

○委員（山本幸廣君） 今日は副委員長の谷川

副委員長おられますけども、３０ページのです

ね、五家荘の観光施設の中で、久連子古代の里

の資料館の、平成２年度から、前回も説明があ

ったわけですけども、直営となるわけですが、

直営となりますと、どこかのやっぱり予算化は

してあると思うんですが、その予算化しながら

ですね、単独で市が管理・運営、そしてまた、

どういうふうなですね、活用をなされるかとい

うのは、これから期待をしておきたいと思いま

す。 

 ぜひとも、日奈久温泉、さっき言いましたけ

ども、五家荘というこの歴史がある町を大切に

ですね、今、本当に谷川副委員長あたりが現場

で一生懸命頑張っておられるし、いろいろと予

算化についてもですね、地域の住民の声を聞き

ながらですね、やはりその町のよさというのを

つくり上げたいという気持ちがいっぱいあられ

ると、さっきもそういうお話が出ますけども、

そういうことを考えた中で、やはりそこまでの

動線で行く、点から点に行くときには、先ほど

来、この３０ページの予算づけしてあった道の

駅の問題ですよ。これですね。これがですね、

私はきちっとした整備予算を位置づけたならば

ですね、私はある程度また五家荘までいろいろ

とですね、観光のルートができると。これにつ

いても山本部長が答弁しておりました。国交省

と折衝しながらということを答弁しておりまし

たので、それが完全にでき上がるということ、

私はある意味国からですね、国から出向してこ

られた中で、努力をされ、これは本当に今回に

ついてもですね、大変努力は、担当職員を含め

て、トップリーダーとしての山本部長のこの権

威にはですね、これには感謝しますよ。答弁な

されたから言うんですからね。やりますという

答弁をされたんです、今回で。 

 そういうことを意見として、述べさせていた

だきました。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第５号・令和２年度八代市一般会計予算

中、当委員会関係分については、原案のとおり

決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 小会いたします。 

（午後２時３６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時４１分 本会） 

◎議案第４３号・令和２年度八代市一般会計補

正予算・第１号（関係分） 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 次に、議案第４３号・令和２年度八代市一般

会計補正予算・第１号中、当委員会関係分を議

題とし、説明を求めます。 

 まず、歳出の第６款・商工費について、経済

文化交流部から説明願います。 

○経済文化交流部長（山本哲也君） 経済文化

交流部の部長の山本でございます。 

 経済企業委員会に付託されました議案第４３

号・令和２年度八代市一般会計補正予算・第１

号における、経済文化交流部該当部分につきま

して、次長の中より御説明させていただきます

ので、よろしくお願いいたします。 
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○経済文化交流部次長（中 勇二君） こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）経済文

化交流部の中でございます。 

 それでは、着席の上御説明申し上げてよろし

いでしょうか。 

○委員長（村川清則君） どうぞ。 

○経済文化交流部次長（中 勇二君） それで

は、議案書のその２、１３ページをお開きくだ

さい。 

 令和２年度補正予算書・第１号でございま

す。 

 款６・商工費で２２００万円を増額し、補正

後の額が２０億１３１７万３０００円となって

おります。財源は、全て財政調整基金繰入金を

充てることといたしております。 

 次に１５ページをお開きください。それでは

１５ページをお願いします。 

 １５ページの２段目、款６・商工費、項１・

商工費、目２・商工振興費でございます。金融

円滑化特別資金利子補給事業といたしまして２

２００万円を増額し、補正後の額が１１億３４

８８万８０００円となっております。 

 内容のほうは、本日、１枚物の資料を別途配

付いたしておりますので、そちらのほうを御覧

ください。表題が新型コロナウイルス感染症対

策に伴う金融支援策（利子補給）についてとい

うものでございます。よろしいでしょうか。 

 それでは、制度内容についてでございます

が、今般の新型コロナウイルス感染症により売

り上げが減少した中小企業を対象として、国及

び熊本県が実施いたします金融円滑化特別資金

の融資を市内の事業者が受けた場合に、その金

利分を市が補助するものでございます。 

 期間につきましては、市長の提案理由説明及

びそちらの配付資料では、３年間というふうに

いたしておりますけども、こちらは５年間とい

うことで修正して提案をさせていただきたいと

考えております。 

 これは、既に受付開始をされた金融機関等の

情報によりますと、中小事業者からのニーズが

非常に高いということ。それから、農林水産業

に対する国・県の補助制度、この後、提案がご

ざいますけども、こちらが５年間に延長された

ということで、そちらとの均衡を図る、こうい

ったことを総合的に勘案しまして、５年間とい

うことで提案をさせていただきたいというふう

に考えております。 

 続きまして、対象となる事業者は、融資を受

けられた人のうち、そちらに記載しております

四つの条件、こちらを満たされる方となりま

す。適用期間は、国及び県が融資制度を開始し

た３月２日からとし、受付期間は令和２年度末

までといたしております。また、補助対象とな

る期間は、先ほど申しましたように５年間とい

たしまして、実績払いで年度末に支給を考えて

おります。 

 次に、予算計上の積算根拠でございますが、

これはリーマンショックへの対策として、平成

２０年度から実施いたしました過去の利子補給

事業の実績を参考としまして、１件あたり７０

０万円で申請件数２００件と見込んでおり、総

額１４億円の融資に対する利子分を補助金とし

て確保したいと考えております。複数年度の支

払いとなりますため、債務負担行為の設定につ

いてもあわせて上程し、総務委員会に付託され

ているところです。 

 今回の補正では、過去に一番割合が多かった

５年返済で申し込みがあったとして積算し、初

年度支払い分２２００万円を予算計上したもの

でございます。 

 参考として、同条件で積算した場合、今回の

補正分も含め、総額６８００万円程度と見込ん

でいるところです。今回の新型コロナウイルス

感染症の影響については、範囲が広く、かつ深

刻であり、国においてもさらなる経済対策を検

討されているとのことです。 
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 今回も、急遽修正をさせていただきました

が、本市におきましても、地元事業者の声を丁

寧に聞き取りながら、積極的にかつ迅速に取り

組んでまいりたいと考えています。 

 以上、経済文化交流部関係の政策について御

説明申し上げました。御審議のほどよろしく申

し上げます。 

○委員長（村川清則君） それでは以上の部分

について、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（山本幸廣君） 政策としては、この利

子補給ってのは、私はそれはもう提案されたけ

んでからあれですけど、国・県が、無利子とあ

れは出したじゃないですか、今回。１７日か

ら。出したですよね、国のほうが。あれについ

ては据え置きがあるんですよね。御存じでしょ

う。何年据え置きで何年。利子補給といって

も、借ったならばどうせ払わないかんわけです

よ。貸し付けしていただいてから、その返済を

しなきゃいけないわけですから、借り入れたな

らば。借り入れて返済する即。コロナのこの対

策の中で１年コロナがあったときに、明くる月

には利息の返還が即来るわけですよね。もう据

え置くというのが一番魅力があって、その事業

主もですね、大変利便性があるといいますか、

経営上助かるというような。国としては３年、

今の国の制度は３年でしょ、１７日から制度発

表したのは。据え置きが。それは御存じでし

ょ。いや、提案はいいんですよ、これで。だけ

ん、利子の利子ですけんでから、無利子に、利

子の補給、利子の補給をされるというのは。利

子の支払いの方法までここに書いておられんで

すけども、何か少し。これでいいのかなと、そ

ういうふうな感じがするんですけども、そこら

あたりの認識はどうですか。別個に考えればい

いわけですけども。 

○経済文化交流部次長（中 勇二君） こちら

は、今回の御提案した分につきましては、３月

２日からスタートしました国・県の制度融資に

合わせた対策でございます。議員さんがお話、

御紹介がありましたように、本日からスタート

する国の対策というのがございます。こちらの

ほうがですね、詳細の部分というのが、私たち

の手元にはまだ詳しいところまで来てないとこ

ろなんですけども、こちらについても、また市

のほうで内容を確認して、対応が必要な部分に

ついては、また追加してお願いするなど、必要

なものをやっていこうと考えておりますので、

そういった据え置きですね、これ、融資自体を

実行するところが融資の据え置きっていうこと

を打ち出すかと思うんですけども、我々に関し

てはさらに上乗せして、支援できるものがあれ

ばそちらもやっていこうというふうに考えてお

ります。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） これ、確認事項ですか

ら、私の記憶の中で、今の国の制度の中で、ネ

ットに出した場合にも、きちっとした無利子、

そしてから担保無担保等々で、その制度の中で、

１７日施行だったかな。そういうことで、据え

置きが３年、それから５年までというような制

度が、利用してくださいということで、国民政

策金融公庫、国民金融政策ね、そういうあたり

を貸し付けで今なんか殺到しとるようなという、

ネットで出とったんですけども、それについて

知っておられた上での、制度を知った上でので

すね、今回の補正の提案じゃなかったですね。

私はそれいいと思いますけど、そこらあたりを

少し私たちも説明――私の本音ではそういうよ

うな理解をしとるもんですから、利子の中での

利子補給という中で、無利子というのに何で利

子補給するんかなという、そこらあたりも感覚

で今見させていただいたということで。制度が

違うというのは制度が違うということでいいわ

けですから、それは理解しますからですね。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません
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か。 

○委員（野﨑伸也君） 対象業種なんですけ

ど、ここら辺ちょっと具体的に何件か教えても

らえればと思いますけど。 

○商工政策課長（田中 孝君） 商工政策課、

田中でございます。 

 本日御提案させていただきました件につきま

しては、熊本県の金融円滑化特別資金というも

のでございまして、３月２日施行ということで

あったものでございます。 

 それに対しましてうちのほうが５年間の利子

補給ということで、今考えて、今回御提案させ

ていただいたというものでございます。その後

にもさまざまな施策が今出ておるというところ

で認識しております。 

 今、お尋ねになった業種の部分でございます

が、これにつきましては、熊本県信用保証協会

の施行令のほうに基づいておりまして、これに

よりますと、農業、林業、漁業、金融保険業以

外の業種を対象とするということで今回なって

おりますので、主にこれ以外の商業等ですね、

中小企業者というようなことで、大きく多岐に

わたるものだというふうに認識しております。 

 以上でございます。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 

○委員（上村哲三君） 今朝も夕べもなんです

が、テレビで、各国の省庁からですね、毎日違

う、こういういろんな事業が展開されてまして

ですね、実際、ここに届いてないもんは、まだ

大分出てくるんじゃないだろうかと思うんで、

今から。もうその都度、かぶせてかぶせてって

いうような、やっぱ二重補助みたいな部分もあ

るからですね、今後は確認でき次第ということ

の形で、議会に報告をいただいてですね、もう

委員会を経るも何も、もう今この一つ二つをあ

る程度認めて、早急に対策をしていかなければ

いけない状況であると思うから、やはり農水省

もそうだし、経済産業省もそうだし、いろんな

とこからですね、もう毎日なんか新しいのが出

てますよって言うて、テレビでも報道でもあっ

てるからですね。そういうのは付加して付加し

てというような形でですね、今、聞いとるのも

恐らく会期末にはまた予測される部分じゃない

だろうかな、この１週間でということで、今が

一番出てるんだろう、またこれから１週間が一

番出るのか、年度末まで出るのかなというふう

に思うからですね、ぜひ報告をいただいてです

ね、それに重なる同じような制度の部分であれ

ばですね、どんどんもう本会議でどんどん出し

ていただいても結構だというふうに私は思いま

すけど、どうですか、山本部長。いや、本当毎

日。 

○経済文化交流部長（山本哲也君） 上村委員

がおっしゃったとおり、御指摘のとおり、本当

に日々、１週間ごとでもなくて、それこそ半

日、１日ごとに様々な省庁から、様々な業態、

様々な対象の方々を念頭に置いた支援策という

ものが出てきておりますので、確かにおっしゃ

ったとおり、報告のほうをスムーズにできるよ

うに、我々としてもしていただけると大変あり

がたいと考えております。 

○委員（上村哲三君） 実はこの後ほら、さっ

きね、業種はというようなことをお尋ねになっ

たんだろうと、この後は今度はですね、農林水

産部の農林水産政策課のほうから同じ事業が出

てきますよね、同じような事業がですね。 

 これにプラスした話が昨日聞けたんで、私、

今確認をしたとこだったんですよ。ある程度商

店街のほうの話も近ごろですね、いろいろ外に

出る機会をですね、議会も縮小したりしてるも

んだからですね、大変閑古鳥が鳴いてると。厳

しいからどうにかしてくれというような話の中

ですね、こういう制度があればですね、生き延

びていって、またある程度のコロナウイルスが

収束を迎えるというような予測ができる時点で
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ね、またもとに戻ればですね、助かるかなとい

うことで思えばですね、これよりまだ小さい、

もっと小さいですね、業種の皆さん方が、とも

にできるような形のですね、制度があれば、ぜ

ひ早くお教えいただいてですね、議員さん方も

もうみんなその言葉を聞いてるはずですからで

すね、了解をしてもらえると思いますんでです

ね、これは委員長、私から希望でございますの

でですね、ぜひ早く、いい政策は表に出してい

ただければなというふうにお願いしときたいと

思います。 

 部長がなんか手……。 

○委員長（村川清則君） それじゃ、要望とい

うことですけど、一応答弁お願いします。 

○経済文化交流部長（山本哲也君） 御指摘の

ように、我々も様々な方々、直接業者の方々に

お話を伺うこともあれば、商工会議所や商工会

の方々、各種組合の方々にお話を伺うこともあ

ります。そのヒアリングによってですね、皆様

のお金の資金調達というものも非常に多様なも

の、どの金融機関、どの団体を通してどのよう

に借りているか、あと、条件で、審査のプロセ

スというものも非常に多様になっております。 

 ですので、我々もきめ細やかにヒアリングを

しておりますので、その都度、どのような方々

にどのようなメリットがあるのかというものを

意識しつつ、しっかりと対応していきたいと考

えております。よろしくお願いします。 

○委員長（村川清則君） ありがとうございま

す。 

○委員（山本幸廣君） 確認とですね、今部長

が答弁なされた、これは大事なことなんです

よ。今の現状っていうのは日々に変わっていく

じゃないですか。このコロナ対策というのは。 

 ただですね、今回の補正に組まれた中での新

型コロナウイルスの経営安定資金の利子補給に

ついてのこの条文の５行の最後の下段を見てく

ださい。 

 資金を３年間の無利子化が実施されるもので

すという、ですね。無利子化が実施されるもの

ですということでなっとるわけですね。これは

もう無利子化になったんですよ、はっきり言っ

てから。もうなったんで、国のほうが。無利子

ということで。だから、これは制度が違います

よ。制度が違いますけど、そういう中で、今回

については６８００万という、単独で、予算化

をするということでありますので、本当はいい

ことなんですよ。 

 ただ、あとは、借入れてくれられるか、くれ

らんかの話ですよね。ここはなんで、問題は。

だから、今の政府が打ち出しとる、県は必要な

とこ打ち出してそのまま、それにプラスするか、

しないか。市も一緒ですよ。それにどうプラス

をするか。 

 山本部長が今詳細に言ってくれた。物すごく

異業種を越えた中で、詳細な今の意見集約され

てる。これは本当に大事なことですよ。いい、

今の答弁ですよ。私たちももう出しております

から、この件については。 

 そういうことで、ここについては、今、上村

委員が言われたように、この制度は制度とし

て、私も賛成をしますから。意見ですよ。 

○委員長（村川清則君） 意見でいいですか。 

 ほかにありませんか。 

○委員（谷川 登君） 今の説明の中でです

ね、いろいろコロナウイルスで本当に大変な時

期にこういった制度ができて、本当にうれしく

思います。 

 そういう中でやはり、この対象というような

ところがございますが、この四つの対象に該当

しない場合、いう例も出てくるんじゃなかろう

かというふうに考えるわけですが、例えば移住

して９カ月とか８カ月、それは審査の中で話し

合いながらのことになろうかと思いますが、い

かがでしょうか。 

○商工政策課長（田中 孝君） 商工政策課の
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田中でございます。 

 今回のですね、制度の再度確認でございます

が、こちらが熊本県金融円滑化特別資金といい

まして、今回コロナウイルス関係で、まず熊本

県のほうが、新聞等でもありますが、１００

億、これの対策に準備をしたと。さらにプラス

１００億、トータル２００億準備したと。これ

につきましては、熊本県のほうが、この中の保

証料を全額負担するというような制度でござい

ました。同じように熊本市のほうが、今度は利

子のほうを３年間全額補助するというようなも

のが打ち出されてございました。 

 それと同じように私どものほうも、今回は５

年間ということで打ち出させていただくもので

ございます。 

 今、副委員長のほうからもございましたが、

こちらのほうで書かれてございます対象につき

ましては、これが県の、まず先ほど申しました

金融円滑化特別資金というものの対象になった

方で、県の保証料を全額補助すると。さらに

は、八代市に住んでいらっしゃる方の中では、

市が５年間利子を補助するというような制度に

なっておりますので、大もとのこの四つの条件

というのはどうしても県の制度で担っていく

と。そこの条件をどうしてもせざるを得んとい

うようなところでございます。 

 ただし、先ほど来お話に出ておりますが、ま

だ小規模事業者、さらには飲食業者等に対する

支援等も、今後、国の制度としても出ておるや

に情報も出ております。ただ、今、詳細を確か

めつつですね、私どももそれを踏まえて、今後

の展開をということで考えておりますので、そ

のような形で対応していければというふうに考

えています。 

 ただ、今回につきましては、この金融円滑化

特別資金の融資を受けた方というようなことで

取扱いをさせていただければと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○委員（谷川 登君） ありがとうございまし

た。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で第

６款・商工費についてを終了します。 

 執行部入れ替わりのため小会いたします。

（｢ありがとうございました」と呼ぶ者あり） 

（午後３時０３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時０５分 本会） 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第５款・農林水産業費につい

て、農林水産部から説明願います。 

○農林水産部長（沖田良三君） それでは、議

案第４３号・令和２年度八代市一般会計補正予

算・第１号中第５款・農林水産業費につきまし

て、竹見次長に説明いたさせますので、御審議

方よろしくお願いいたします。 

○農林水産部次長（竹見清之君） それでは、

議案第４３号・令和２年度八代市一般会計補正

予算・第１号中、当委員会に付託されました農

林水産部関係分につきまして、説明をいたしま

す。 

 説明は着座にてさせていただきます。 

○委員長（村川清則君） どうぞ。 

○農林水産部次長（竹見清之君） それでは、

別冊八代市議会３月定例議会議案その２の議案

第４３号・令和２年度八代市一般会計補正予算

・第１号、１５ページをお願いいたします。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費、目３・

農業振興費で、補正額１１８０万円を計上し、
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補正後の金額を６億６１１７万９０００円とす

るものです。 

 新型コロナウイルス対策経営安定資金利子補

給事業は、新型コロナウイルス感染症の影響に

より、経営が悪化した農林漁業者に対し、国及

び県が実施する新型コロナウイルス対策経営安

定資金を、市内の農林漁業者が借入れた場合、

資金の金利負担分及び保証料を補助し、無担保

・無保証人の借入れで、無利子化を図るもので

す。利子補給の期間は、当初３年間で計画され

ておりましたが、昨日変更になり、利子補給期

間が５年間に延長となりました。 

 事業内容としましては、対象を花卉栽培農

家、乳牛肥育農家、その他の農林漁業者計１０

０件と想定し、利子補給補助金８２０万円、保

証料補助金３６０万円を予定しております。な

お、特定財源として、県支出金７６５万７００

０円、繰入金４１４万３０００円を予定してい

ます。 

 以上で、一般会計補正予算第１号中、農林水

産部関係分の説明を終わります。御審議のほど

よろしくお願いいたします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４３号・令和２年度八代市一般会計補

正予算・第１号中、当委員会関係分について

は、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午後３時０８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時１０分 本会） 

◎議案第１３号・令和２年度八代市久連子財産

区特別会計予算 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１３号・令和２年度八代市久連

子財産区特別会計予算を議題とし、説明を求め

ます。 

○農林水産政策課長（豊田浩史君） 農林水産

政策課、豊田です。どうぞよろしくお願いしま

す。 

 それでは、議案第１３号・令和２年度八代市

久連子財産区特別会計予算につきまして、御説

明いたします。 

 着座にての説明をお許しください。 

○委員長（村川清則君） どうぞ。 

○農林水産政策課長（豊田浩史君） 予算書は

１７３ページから１８２ページでございます。 

 まず１７５ページと１７６ページをお願いい

たします。歳入歳出予算の総額、それぞれ２８

万１０００円を計上いたしております。 

 ページめくりまして、１８０ページをお願い

いたします。 

 まず、主な歳入でございますが、ページ下に

あります款２・繰入金、項１・基金繰入金、目

１・久連子財産区基金繰入金で１７万３０００

円、次のページ上段、款３・繰越金で１０万円

を計上いたしております。 

 次に歳出でございますが、款１・総務費、項

１・総務管理費、目１・一般管理費に１８万１

０００円を計上いたしております。 

 内訳といたしましては、年２回の開催を予定

しております財産区管理会、その委員７名の報

酬８万３０００円、報償費といたしまして財産

区有林と、隣接者との境界立会いなどに対する
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謝礼１万円、需用費といたしまして地区内の防

犯灯の電気代３万１０００円と、財産区で管理

しております久連子民部伝承館の施設設備修繕

費用５万円の計８万１０００円、積立金として

基金利子の７０００円でございます。 

 また、款２・予備費、項１・予備費、目１・

予備費として１０万円を計上いたしておりま

す。 

 以上が、令和２年度久連子財産区特別会計の

予算でございます。御審議方よろしくお願いい

たします。 

○委員長（村川清則君） それでは以上の部分

について、質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１３号・令和２年度八代市久連子財産

区特別会計予算については、原案のとおり決す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１４号・令和２年度八代市椎原財産区

特別会計予算 

○委員長（村川清則君） 次に、議案第１４号

・令和２年度八代市椎原財産区特別会計予算を

議題とし、説明を求めます。 

○農林水産政策課長（豊田浩史君） それで

は、議案第１４号・令和２年度八代市椎原財産

区特別会計予算につきまして御説明いたしま

す。 

 着座にての説明をお許しください。 

○委員長（村川清則君） どうぞ。 

○農林水産政策課長（豊田浩史君） 予算書は

１８３ページから１９２ページでございます。 

 まず、１８５ページ、１８６ページをお願い

いたします。歳入歳出予算の総額、それぞれ２

３万５０００円を計上いたしております。 

 １９０ページをお願いいたします。主な歳入

でございますが、ページ下にあります款２・繰

入金、項１・基金繰入金、目１・椎原財産区基

金繰入金で１２万８０００円、次のページ上

段、款３の繰越金で１０万円を計上いたしてお

ります。 

 次に歳出でございますが、款１・総務費、項

１・総務管理費、目１・一般管理費に１３万５

０００円を計上いたしております。 

 内訳といたしましては、年２回の開催を予定

しております財産区管理会、その委員７名の報

酬８万３０００円、報償費として財産区有林と

隣接者との境界立会いなどに対する謝礼１万

円、これまでは久連子財産区と同様でございま

す。 

 また、需用費といたしまして、地区内の防犯

灯の電気代３万６０００円、積立金として基金

利子の６０００円でございます。 

 また、款２・予備費、項１・予備費、目１・

予備費として１０万円を計上いたしておりま

す。 

 以上が、令和２年度椎葉財産区特別会計予算

の説明でございます。御審議方よろしくお願い

いたします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１４号・令和２年度八代市椎原財産区

特別会計予算については、原案のとおり決する

に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午後３時１５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時１７分 本会） 

◎議案第１５号・令和２年度八代市水道事業会

計予算 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１５号・令和２年度八代市水道

事業会計予算を議題とし、説明を求めます。 

○水道局長（松田仁人君） お世話になりま

す。水道局の松田です。よろしくお願いいたし

ます。 

 着座にて説明させていただきます。 

○委員長（村川清則君） どうぞ。 

○水道局長（松田仁人君） 議案第１５号・令

和２年度八代市水道事業会計予算について説明

いたします。 

 別冊になっております予算書の１ページをお

願いいたします。 

 まず、予算の概要でございますが、第２条の

業務の予定量では、給水戸数が１万５９００

戸、年間総給水量が３７６万９０００立方メー

トル、１日平均給水量は１万３２６立方メート

ルと見込んでおります。 

 主要な建設改良事業では、水源地関係の改良

工事としまして、原水設備改良費２億１６２９

万６０００円。給水区域内の新規配水管布設工

事として配水設備拡張費５０２７万１０００

円、老朽管の布設替えなど配水設備改良費１億

１２８２万１０００円を予定しております。 

 次の第３条は、水道事業の運営に関する収益

的収入及び支出でございます。 

 収入では、水道事業収益として総額５億５５

８５万５０００円、２ページの支出では、水道

事業費用として総額４億９６８１万６０００

円、差引き収支は５９０３万９０００円の黒字

を見込んでおります。 

 次に、第４条、資本的収入及び支出でござい

ますが、収入では、企業債及び工事負担金とし

て総額２億７９５万９０００円……。（｢ちょ

っと待って」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） 小会します。 

（午後３時２０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時２１分 本会） 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

○水道局長（松田仁人君） 次に、第４条資本

的収入及び支出でございますが、収入では、企

業債及び工事負担金として総額２億７９５万９

０００円、支出では、建設改良費や企業債償還

金として総額４億６６９５万３０００円を計上

しております。なお、収支差引きで不足する２

億５８９９万４０００円については、当年度分

消費税及び地方消費税資本的収支調整額などで

補填することとしております。 

 ３ページをお願いいたします。 

 第５条と第６条では、それぞれ企業債及び一

時借入金の限度額、次の第７条と４ページの第

８条では経費の流用に関する事項、次の第９条

では、量水器等の棚卸資産購入に係る限度額を

定めております。 

 次の５ページからは、水道事業会計予算に関

する説明書でございます。 

 ７ページをお願いします。 

 １１ページまでが予算の実施計画でございま

すが、詳細につきましては２１ページからの予

算明細で御説明します。 

 １２ページをお願いします。 
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 予定キャッシュフロー計算書でございます

が、令和２年度における資金の動きに関する情

報を、業務活動、投資活動、財務活動の区分に

分けて、それぞれの増減予定額をあらわしたも

のでございます。 

 １の業務活動によるキャッシュフローは、水

道料金収入等による現金の増加や事業運営経費

に係る現金の減少を示しております。２の投資

活動によるキャッシュフローは、設備投資に伴

う固定資産の取得や売却などに係る現金の収支

を示し、３の財務活動によるキャッシュフロー

は、企業債の借入による現金の増加、または償

還による現金の減少を示しています。 

 １から３を合計した４の当年度の資金増減額

は３２５８万５０００円の減少、６、資金期末

残高は４億６１１２万４０００円と見込んでお

ります。 

 １３ページをお願いします。 

 前年度決算見込みによる企業の経営状況を示

した令和元年度予定損益計算書でございまし

て、１４ページの下から４行目の当年度純利益

は、８３３９万９０００円を見込んでおりま

す。 

 １５ページをお願いします。 

 企業の財政状況を明らかにするため、企業が

保有する全ての資産、負債及び資本を総括的に

表示した貸借対照表でございます。 

 １７ページまでが令和元年度末の予定貸借対

照表、１８ページから２０ページまでが令和２

年度末の予定貸借対照表でございます。 

 ２１ページをお願いします。 

 これより３０ページまでが、１ページ第３条

の収益的収入及び支出、及び２ページ第４条の

資本的収入及び支出に係る節区分までの詳細な

内容でございます。 

 主な項目について御説明します。 

 まず、収益的収入の款１・水道事業収益、項

１・営業収益でございますが、使用料などの目

１・給水収益５億１７４０万９０００円、消火

栓修繕に伴う目２・受託工事収益７４９万１０

００円、竣工検査手数料などの目３・その他の

営業収益２６２万３０００円の計５億２７５２

万３０００円を計上しております。 

 ２２ページをお願いします。 

 項２・営業外収益２８３２万円でございます

が、目２の他会計補助金４２万円は、企業職員

の児童手当拠出金に対する一般会計補助金でご

ざいます。 

 目３の長期前受金戻入２６０２万６０００円

は、過去に補助金等で取得した償却資産の当年

度減価償却費の当該補助金相当分を収益化する

もので、現金の収入はございません。 

 次に、項３・特別利益でございますが、過年

度分収益の調定を増額する過年度損益修正益な

ど、１万２０００円を計上しております。 

 続きまして、収益的支出について御説明しま

す。 

 ２３ページをお願いします。 

 款１・水道事業費用、項１・営業費用、目１

・原水及び浄水費８８２１万１０００円は、水

源地関係の費用でございまして、主なものは一

般職２名分の人件費や水源地の運転管理、水質

検査業務の委託料及び施設の動力費などでござ

います。 

 ２４ページをお願いします。 

 目２・配水及び給水費８１８５万円は配水及

び給水施設に係る費用でございまして、主なも

のは、一般職３名及び再任用短時間勤務職員１

名の人件費や配水管・給水管の修繕費、漏水調

査業務の委託料でございます。前年度に比べ１

１３９万７０００円の増となっておりますの

は、一般職１名及び修繕費の増加等によるもの

です。 

 ２５ページをお願いします。 

 目３・受託工事費１６７９万４０００円は、

給配水管の切替え工事等の受託工事に要する費
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用でございまして、主なものは、一般職２名の

人件費や、下水道工事等に伴う水道管移設工事

費でございます。 

 目４・総係費９３５７万５０００円は、一般

事務経費など事業全般に関連する費用でござい

ます。 

 主なものは、一般職４名の人件費や水道料金

徴収等事務委託でございまして、委託料の減に

より、現年度に比べ３６６万４０００円の減額

となっております。 

 ２６ページをお願いします。 

 目５・減価償却費１億７０６８万６０００円

は、施設の耐用年数に応じて費用化するもの

で、現金の支出はございません。 

 ２７ページをお願いします。 

 項２・営業外費用でございますが、目１・支

払利息及び企業債取扱諸費１７２５万３０００

円、目２・消費税及び地方消費税１９８０万円

など、３７０５万４０００円を計上しておりま

す。 

 項３・特別損失７０万２０００円は、主に過

年度収益の調定減で、過年度損益修正損でござ

います。 

 項４・予備費は、前年同額の３００万円を計

上しております。 

 ２８ページをお願いします。 

 資本的収入及び支出について御説明します。 

 まず、収入でございますが、款１・資本的収

入、項１・企業債、目１・企業債１億９３００

万円、これは、新庁舎建設に伴う松江城水源地

更新工事分でございます。 

 次に、項２・工事負担金、目１・他会計負担

金１９８万円は、消火栓設置に対する一般会計

負担金、目３・その他工事負担金１２９７万８

０００円は、下水道工事に伴う移設補償でござ

います。 

 次に、２９ページの支出でございますが、款

１・資本的支出、項１・建設改良費、目１・原

水設備改良費２億１６２９万６０００円は、主

に新庁舎建設に伴う松江城水源地更新工事費１

億９３００万円でございます。 

 目２・配水設備拡張費５０２７万１０００円

は、八千把地区などにおきまして、７５ミリか

ら４５０ミリの配水管６３９メートルを、新規

に布設するものでございます。 

 目３・配水設備改良費１億１２８２万１００

０円は、八代地区などにおきまして、老朽化し

た５０ミリから２００ミリの配水管１５４４メ

ートルを改良するものでございます。 

 目４・営業設備費１０１８万１０００円は、

主に水道情報管理システムの更新費用でござい

ます。 

 ３０ページをお願いします。 

 項２・企業債償還金７６３８万４０００円で

すが、今年度は、企業債１億９３００万円の新

規借入れを予定しておりますので、起債の期末

残高は９億６３８５万７０００円でございま

す。 

 項３・予備費は、前年同額の１００万円を計

上しております。 

 ３１ページから３８ページまでは、給与費明

細書、債務負担行為に関する調書、地方債に関

する調書でございますが、説明を省略させてい

ただきます。 

 令和２年度も、公共の福祉の増進のため、安

全で安心な水の安定供給に努めるとともに、持

続可能な水道の実現のために、健全経営に努め

ます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 
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 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１５号・令和２年度八代市水道事業会

計予算については、原案のとおり決するに賛成

の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１６号・令和２年度八代市簡易水道事

業会計予算 

○委員長（村川清則君） 次に、議案第１６号

・令和２年度八代市簡易水道事業会計予算を議

題とし、説明を求めます。 

○水道局長（松田仁人君） 引き続きよろしく

お願いします。 

 それでは着座にて説明させていただきます。 

○委員長（村川清則君） どうぞ。 

○水道局長（松田仁人君） まず、簡易水道事

業におきましては、昨年度まで特別会計での予

算でございましたので、企業会計としては初め

ての予算となります。よって、前年度比較につ

いては説明いたしませんので、御理解のほどよ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第１６号・令和２年度八代市

簡易水道事業会計予算について御説明します。 

 別冊になっております予算書の１ページをお

願いします。 

 予算の概要でございますが、まず第２条の業

務の予定量では、給水戸数は２２００戸、年間

総給水量は４５万６０００立方メートル、１日

平均給水量は１２５０立方メートルと見込んで

おります。 

 主要な建設改良事業では、水源地改良の改良

工事として原水設備改良費３９６４万４０００

円、老朽管の布設替えなど配水設備改良費３６

７万８０００円を予定しております。 

 第３条簡易水道事業の運営に関する収益的収

入及び支出でございますが、収入では、簡易水

道事業収益として総額２億５８９０万１０００

円、２ページの支出では、簡易水道事業費用と

して総額２億５４６５万９０００円、差引き収

支は４２４万２０００円の黒字を見込んでおり

ます。 

 次に、第４条資本的収入及び支出でございま

すが、企業債など資本的収入として総額９３１

６万６０００円、施設整備費や企業債償還金な

ど資本的支出として総額１億３７０２万８００

０円でございます。なお、収支差引きで不足す

る４３８６万２０００円につきましては、当年

度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額な

どで補填することとしています。 

 次に、３ページの第４条の２、特例的収入及

び支出でございますが、こちらは、企業会計移

行に伴いまして、出納整理期間のない打切り決

算を行う令和元年度末における未収金及び未払

金について、令和２年度に限り計上するもので

ございます。 

 次に、第５条と第６条では、それぞれ企業債

及び一時借入金の限度額を、次の第７条と４ペ

ージの第８条では、経費の流用に関する事項を

定めております。 

 次に第９条他会計からの補助金ですが、簡易

水道事業会計の経営基盤確立のため、一般会計

から補助を受ける金額は１億１９３０万円を予

定しております。 

 次の５ページからは、簡易水道事業会計予算

に関する説明書でございます。 

 ７ページをお願いします。 

 １０ページまでが予算の実施計画でございま

すが、詳細につきましては、１８ページからの

予算明細で御説明します。 

 １１ページをお願いします。 

 予定キャッシュフロー計算書でございます
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が、１から３を合計した４の当年度の資金増加

額は３４万９０００円、６の資金期末残高は１

７８３万４０００円と見込んでおります。 

 次に、１２ページから１４ページまでが、企

業会計のスタートである令和２年４月１日時点

での予定開始貸借対照表、１５ページから１７

ページまでが、企業会計の決算時点である令和

３年３月３１日における貸借対照表でございま

す。 

 １８ページをお願いします。 

 これより２４ページまでが、１ページ第３条

の収益的収入及び支出及び２ページ第４条の資

本的収入及び支出に係る節区分までの詳細な内

容でございます。 

 主な項目について御説明します。 

 まず、収益的収入の主なものでございます

が、款１・簡易水道事業収益、項１・営業収

益、目１の給水収益は、７８３３万４０００円

でございます。 

 目２・受託工事収益１３５万８０００円は、

消火栓修繕費に係る修繕工事収益で、その他の

営業収益と合わせました営業収益の計は７９７

３万４０００円でございます。 

 １９ページをお願いします。 

 項２・営業外収益でございますが、目２の他

会計補助金６９４０万９０００円は、主に職員

の人件費や利子償還金に対する一般会計補助金

でございます。 

 目３・長期前受金戻入１億８１５万３０００

円と雑収益１０万２０００円と合わせました営

業外収益の計は、１億７７６６万５０００円で

ございます。 

 次に、項３・特別利益１５０万２０００円

は、主に令和元年度分の消費税還付金でござい

ます。 

 続きまして、収益的支出について御説明しま

す。 

 ２０ページをお願いします。 

 款１・簡易水道事業費用、項１・営業費用、

目１・原水及び浄水費４４６５万１０００円

は、水源地及び浄水場関係の費用でございまし

て、主なものは、施設４７カ所の水質検査業

務、水源地及び浄水場の管理業務委託料、修繕

費や動力費でございます。 

 目２・配水及び給水費５１６万１０００円

は、配水及び給水施設に係る費用でございまし

て、主なものは、配水管及び給水管の修繕費、

漏水調査業務の委託料でございます。 

 ２１ページをお願いします。 

 目３・総係費４１０７万３０００円は、一般

事務経費など事業全般に関連する費用でござい

まして、主なものは、一般職４名及び再任用短

時間勤務職員１名の人件費や検針業務に要する

経費でございます。 

 目４・減価償却費は１億４３８４万円でござ

いますが、施設の耐用年数に応じて費用化する

もので、現金の支出はございません。 

 以上、営業費用合計２億３４７２万６０００

円を計上しております。 

 ２２ページをお願いします。 

 項２・営業外費用でございますが、目１・支

払利息及び企業債取扱諸費１４１８万２０００

円、目２・消費税及び地方消費税１５０万円、

こちらは、令和２年度分の消費税納付予定分で

ございます。 

 項３・特別損失、目３のその他特別損失３７

２万円は、令和２年６月支給分の期末勤勉手当

と、法定福利費のうち、令和元年１２月から翌

３月までの過年度分に係る費用でございまし

て、企業会計移行、初年度のみ特別損失として

計上するものでございます。 

 項４・予備費は５０万円を計上しておりま

す。 

 ２３ページをお願いします。 

 資本的収入及び支出について御説明します。 

 まず収入でございますが、款１・資本的収



 

－60－

入、項１・企業債、目１・企業債４１４０万

円、これは整備工事分３９００万円と濁度計購

入分２４０万円でございます。 

 次に、項２・工事負担金、目１・他会計負担

金１８７万４０００円、これは、消火栓設置費

に係る一般会計負担金でございます。 

 次に、項３、目１・他会計補助金４９８９万

１０００円、これは、元金償還金に対する一般

会計補助金でございます。 

 次に、２４ページの支出でございますが、款

１・資本的支出、項１・建設改良費、目１・原

水設備改良費３９６４万４０００円、これは、

主に坂本町川原谷地区簡易水道整備工事に伴う

実施設計７２１万６０００円、泉町小原地区簡

易水道整備工事３０００万８０００円でござい

ます。 

 目２・配水設備改良費３６７万８０００円

は、主に坂本町中津道地区内の護岸工事及び県

道改良工事に伴う配水管移設工事費３４５万４

０００円でございます。 

 目３・営業設備費２９万円は、主に検針器購

入２５万７０００円でございます。 

 次に、項２・企業債償還金９２９１万６００

０円ですが、今年度は企業債４１４０万円の借

入れを予定しておりますので、起債の期末残高

は１３億９１９９万８０００円でございます。 

 項３・予備費は５０万円を計上しておりま

す。 

 ２５ページから３２ページまでは、給与明細

書、債務負担行為に関する調書、地方債に関す

る調書でございますが、説明を省略させていた

だきます。 

 令和２年度も公共の福祉の増進のため、安全

で安心な水の安定供給に努めるとともに、今後

は、平成２９年に策定いたしました経営戦略の

見直しも含め、持続可能な水道の実現のため、

健全経営に努めてまいります。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１６号・令和２年度八代市簡易水道事

業会計予算については、原案のとおり決するに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午後３時４３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時５５分 本会） 

◎議案第３８号・八代市こいこい広場条例の制

定について 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 次に条例議案の審査に入ります。 

 まず、議案第３８号・八代市こいこい広場条

例の制定についてを議題とし、説明を求めま

す。 

○商工政策課長（田中 孝君） 商工政策課、

田中でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

 着座にて御説明させてもらっていいでしょう

か。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○商工政策課長（田中 孝君） 議案第３８号

・八代市こいこい広場条例の制定について御説

明を申し上げます。 

 内容のほうは、事前にお配りをしておりまし
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たＡ４の１枚のものと、この配置のものです

ね、こちらのほうでですね、御説明をさせてい

ただければと思います。こちらです。 

 八代市こいこい広場条例の制定についてとい

うことでございます。 

 まず、広場設置の目的といたしまして、新庁

舎を核とした中心市街地のまちづくりを推進す

る中で、新庁舎と本町アーケードとの距離感を

縮め、商店街を初めとする中心市街地へ向かう

人の流れやにぎわいを創出すると。また、くま

モンポート八代が供用開始されることに伴い、

これまで以上の外国人観光客の増加を見込まれ

ることから、インバウンド需要を最大限に取り

込み、消費活動を促し、中心市街地の活性化に

つなげることを目的に、イベント等が開催可能

となる広場として――、申し訳ありません、こ

れには「として」というのが抜けております

が、として設置をするということでございま

す。 

 ２点目に施設の概要といたしまして、名称を

八代市こいこい広場といたします。 

 位置につきましては松江城町２号１番１とい

うことで、現在の市庁舎の南側ということにな

ります。面積といたしましては、６００平米で

ございます。８.８メートルの７０メートルと

いうことで６００平米になります。 

 設備といたしましては、東屋、シンボルベン

チ、ベンチ５基、水道、電気ということで、別

添でお配りしております、こいこい広場のレイ

アウトの、こちらのような形でですね、現在整

備を進めております。 

 特徴といたしましては、カラー舗装、さらに

キッチンカー６台が乗り入れ可となるものでご

ざいます。さらにくまモンストリートファニチ

ャーを新規で三体という形で準備をしておりま

す。 

 ３点目、利用につきましては、誰もが憩いの

場として自由に利用できる場としたいと考えて

おります。 

 ２点目に、広場の全部や一部を利用し、物品

の販売や興行等を行う場合は許可を要するとい

うことで考えております。 

 ３つ目、キッチンカーは最大６台の配置が可

能でございます。 

 次に、イベント開催時は火器――火を使用す

る器具ですね、火器の使用を認めるということ

で、焼き鳥や焼きそば等の販売を可能にするも

のでございます。 

 次に、広場の管理は商工政策課のほうが行う

予定でございます。 

 次に、市広報紙やホームページ、各報道機関

等による周知を積極的に行うことといたしてお

ります。 

 次に、各商店街振興組合主催イベントと広場

でのイベントと連携し開催することで、市民や

来街者の周遊性が増し、中心市街地の誘致につ

なげたいと考えております。 

 最後に利用料でございます。全面使用の場合

は１時間当たり６００円、１日の上限を５００

０円と考えております。部分利用の場合、１時

間１平方メートル当たり３円、１日３００円、

これは例えばキッチンカーで申しますと、キッ

チンカー１台が２メートルの幅の５メートルの

長さということにした場合、１０平米ですの

で、１時間３０円、それを１０時間以上とめた

場合は３００円頭打ちということで、利用して

もらえるようにですね、考えているところでご

ざいます。 

 簡単ではございますが、以上、説明とさせて

いただきます。御審議のほど、よろしくお願い

いたします。 

○委員長（村川清則君） それでは以上の部分

について質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 利用料なんですけれど

も、根拠を、金額の。 

○商工政策課長（田中 孝君） 利用料の根拠
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につきましては、今現在、アーケードのがらっ

ぱ広場を私の課のほうでですね、所管しており

ますが、そちらの利用料をベースにですね、計

算をいたしたところでございます。 

 以上です。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員（山本幸廣君） 関連で。がらっぱ広場

の利用料、それはいいんですけども。土曜、日

曜、祭日ですけども、あそこは今どこでも通行

可ですよね。通行可なんですね。そこまでして

利用料取らんばんかな。利用料ば取らんばんか

なと思ってな。そこらあたりば私はずっと言っ

とるばってん、それはなぜかと言いますと、毎

日のように私は――、毎日のようにとはいかん

ばってん、１週間に２回ぐらい行きよっとです

よ。私は、その前にな、今回落成祝いをされる

思うんですけど、大変市民の方が困られたとい

うのが、これは現実に担当はわかっとるでしょ

う。やっぱ、雨が降ったり、天気が大変悪かっ

た。施工者の方々、業者の方も大変だったと思

いますよ。 

 それとやっぱその周辺のアーケードの方々な

り、そしてまたいろんなところに歯医者さん

や、いろんな青果物店があって、そこに行かれ

る利用の方々、飲食業の方たち、ほんと困られ

た、困ったというですね、意見等をよく聞くわ

けですので、よろしかれば、この利用料をです

よ、いつから取るかわかりませんけども、ここ

らあたりを少し延ばしていただいて、少し検討

する必要があるんじゃなかろうかというふうに

思うんですけども。がらっぱ広場はな、あそこ

ははっきり言って歩行者天国なんですよ。とこ

ろがここは通行量、車がものすごいですよ。そ

こらあたりどうですか。 

○商工政策課長（田中 孝君） すみません。

私の説明不足で、申し訳ありません。実は普通

に、例えば個人でっていいますか、憩いの場と

いうか、休憩で使われる分は当然利用料は要り

ません。さらにイベントとかですね、そういう

ことでお使いになるとか、先ほどのキッチンカ

ーを置いて販売等をされるとか、そういう場合

に利用料を取るというようなことでイメージを

しております。 

 ただし、中心市街地との連携を図ったイベン

ト――、商工会議所とか、各振興組合さん、そ

ういう形でですね、中心市街地の活性化という

ことを大きな目的として今現在もイベントをや

っていただいておりますが、そういう団体がさ

れる場合は減免措置というような形も設けてで

すね、利用の促進を図っていきたいというふう

に思っております。 

○委員（山本幸廣君） キッチンカーが、市内

以外のところから来られる人は、これは利用料

取らにゃいかんと思う、私は。そこらあたりは

どうなんですか。この業者はどこの業者。 

○商工政策課長（田中 孝君） 決まった業者

はですね、今特定ではございません。関連する

キッチンカーの団体みたいなものがありまし

て、そのような方々とお話しする際はですね、

感覚でございますが、利用料として、当然よそ

から来られた方は払っていただくということは

当然おっしゃるように当たり前に考えておりま

すし、金額的にもそういうところはかなり安

く、私たちも利用していただけるような形で設

定をしたところではございます。 

○委員（山本幸廣君） 理解しましょう。条例

の制定ですから理解しますが、何ベンチかな。

シンボルベンチか。私、あそこは何かステージ

かなんか造ったんかなと思ったらベンチやった

つな。私は見に行きました。もうずっと見とる

けんいいです。ステージかなと思ったとこがベ

ンチやったったいな。それはそれとして、いい

憩いの場にしましょう。（商工政策課長田中孝

君「ありがとうございます」と呼ぶ） 

○委員長（村川清則君） ほかにありません
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か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了いたします。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第３８号・八代市こいこい広場条例の制

定については、原案のとおり決するに賛成の方

の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第３９号・遥拝八の字広場条例の制定に

ついて 

○委員長（村川清則君） 次に議案第３９号・

遙拝八の字広場条例の制定についてを議題と

し、説明を求めます。 

○観光振興課長（田中辰哉君） 改めまして観

光振興課の田中でございます。 

 遙拝八の字広場条例の制定について説明をさ

せていただきます。 

 座って説明させてもらってよろしいでしょう

か。 

○委員長（村川清則君） どうぞ。 

○観光振興課長（田中辰哉君） 失礼します。 

 説明のほうはですね、先ほどの商工政策課と

同じように、事前にお配りしております資料の

ほうでですね、説明をしてまいりたいと思いま

す。 

 それでは、議案第３９号・遥拝八の字広場条

例の制定について説明をいたします。 

 まず、広場の設置の目的でございますが、球

磨川遥拝堰下流左岸の河川空間を活用し、地域

の活性化と交流の促進を図るために遙拝八の字

広場を設置するものでございます。 

 次に、施設の概要でございますが、２枚目の

こちらの図面を、平面図と併せてですね、御覧

いただければと思います。名称は遥拝八の字広

場、位置については八代市渡町字瀬脇１２６７

番地。面積のほうでございますが、２万６３３

５.２平米、約２.６ヘクタールでございます。 

 施設につきましては、この図面でいくとこっ

ちの上側が川側になって、このＡのほうから

Ａ、Ｂ、Ｃとありますが、Ａのほうが上流側と

いうふうになります。Ａの部分、芝生広場Ａ、

そしてＢの部分、こちらも芝生広場で、Ｂで

す。そしてＣの部分が砂利広場ということにな

っております。 

 その他としまして、駐車場が２カ所、整備を

行います。１つ目の駐車場がこの図面でいく

と、このＡという部分の右側にある部分、こち

らが駐車場１、そして駐車場２がこのＢとＣの

間の部分、Ｂ側寄りですね、駐車場の区画線が

入っておりますけども、こちらが駐車場の２

と。すみません。失礼しました。逆ですね。失

礼しました。今言った分が駐車場の１で、先ほ

ど言ったＡの部分が駐車場の２ということにな

っております。あと、管理用道路がつくという

ことになっています。 

 そして利用につきましてでございますが、誰

もがにぎわいの場として自由に利用できるとい

うこと、そして３つ目のポツでございますが、

広場は火器の使用を認める。そして次のポツに

なりますが、広場の管理は観光振興課が行うと

いうことになっています。そして最後のポツに

なりますけども、観光施設として川遊び等がで

きる新たな交流拠点として活用をしていきたい

というふうに思っております。 

 ４番の利用料でございますが、先ほどもあり

ましたけども、個人で使う場合は使用料はない

と、使用料は取らないということになっており

ます。行為に係る使用料として、物品販売、興

業、イベント等において、使用する場合には１
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日利用面積１平米当たり１５円ということで考

えております。なお、最低使用量として、物品

販売については５００円、興業等については１

０００円ということで設定しております。 

 そして施設の使用料として、こちらは面とし

て使用する場合ということで、芝生広場Ａ、

Ｂ、砂利広場、それぞれ１日当たり３３００円

ということになっております。例で仮設テント

１００平米を設置し、芝生広場Ａで丸１日物販

を行う場合ということで書いておりますけど

も、行為に係る使用料が１５００円、施設の使

用料として３３００円、１日借りて４８００円

という使用料になります。 

 以上が条例の概要でございます。それと併せ

て、大変申し訳ございませんけども、今回ちょ

っと条例を提出するに当たって事務手続の誤り

がございまして、議案書７７ページのほうにお

いてですね、施行期日について４月１日とある

のを８月１日に変更をお願いいたします。 

 これについては、国交省の工事等が遅れた関

係で、できるだけ早く供用開始をしたかったと

ころでございますが、どうしても、工事の関係

ということで８月１日以降のオープンになる

と、供用開始になるということで訂正のほうを

お願いします。 

 それと併せて、八代市暴力団排除条例の改正

ということで、こちらは後ほど出てきますけど

も、ボートハウスの条例の関係もありまして、

条文の番号、これの入替えという形になりまし

て変更が生じております。すみません。大変申

し訳ございませんけども、そちらのほうの修正

のほうもあわせてお願いいたします。 

 以上が、議案第３９号・遥拝八の字広場条例

の制定についてでございます。御審議のほど、

よろしくお願いいたします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） 川遊びできるところっ

ていうのは、この図面からいけばどこら辺にな

るんですか。 

○観光振興課長（田中辰哉君） この図面でい

きますと、この色がついてる部分ですね。灰色

の部分、この部分が川遊びができる部分という

ことになります。 

○委員（野﨑伸也君） これは球磨川ですよ

ね。遊泳禁止ですよね。そこのところは何かあ

っとですか。川で流されたりとかっていうこと

もあっとるけんが、何か囲いば造ったりとか、

何かそういう安全策とかっていうのはあるんで

すか。 

○観光振興課長補佐（西村一章君） 川遊びの

考え方ですけども、これまでかわまちづくり実

行委員会のほうで検討を重ねてまいりました。

川遊びに関しましては、原則、個人の責任とい

うところになります。なので、特に柵を張った

りとかっていうような措置はいたしません。こ

れの考え方は、海と同じ感覚といいますか、海

で遊ぶのも個人責任というような形で、整理の

仕方としては、遊ぶときにはちゃんと安全対策

を個人個人でしっかりやっていただくというよ

うな形になります。 

 なお、団体がそこで催しをやる場合には、当

然ながらインストラクターとかの方を張りつけ

て、きちんとした管理のもとに川遊びをやって

いただくというようなことを考えております。 

○委員長（村川清則君） いいですか。 

○委員（野﨑伸也君） わかりました。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

○委員（上村哲三君） 待ちに待った初めての

火を使える公園が八代にできたわけですので、

恐らく予測としては大変にぎわうだろうという

ふうな気がしますが、バーベキューコンロなん

かを持っていって火を使うということだろうと

思いますが、この芝生一帯が使える広場になる
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んですか。 

○観光振興課長（田中辰哉君） 芝生広場一

帯、今回Ａ、Ｂ、Ｃありますけども、全てのと

ころでバーベキュー、火は使えるということに

なります。 

○委員（上村哲三君） それと、砂利んところ

は直火ができるというけど、上に何か走ってま

すよね。心配がある。風向き次第ではね。ここ

にはどんどやとか書いてあるわけですよ。どん

どやとかなんかやったら火の粉が飛んだりとか

いう、そういう心配も少し生まれるかなという

ふうに感じるんですが、風向き次第では。 

○観光振興課長補佐（西村一章君） 委員御指

摘のとおりですね、当然風向き次第では、鉄道

に影響を与える、鉄道に影響が出るということ

が十分考えられます。 

 その際は、使用許可を出す段階でですね、強

風の場合であったりとか、そういう場合はこち

らからのお願いで中止させていただく場合もあ

るということでお願いさせていただこうかなと

いうふうに考えております。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○委員（上村哲三君） もう一つです。 

 条例の中には必ず、暴力団排除条例が盛り込

まれておりますよね。ここも恐らくね、ファミ

リーが多くなるだろうという中でですね、中に

は元気な人もおりますので、体に落書きをした

人たちもね、来る可能性がありますし。特に、

これは前々八代国道事務所の所長さんが親水遊

びをさせるということでですね、ずっと言って

おられて、あそこにちょっとコンクリートの

ね、護岸沿いにされて１回御披露になったこと

があるんで知ってるんですが、そういう関係で

していくとですね、夏場の利用者は結構多いの

だろうなという予測をした場合にですね、落書

きした人たちがですね、タンクトップとかです

ね、やはり子どもたちにね、すぐ目のつくとこ

ろにね、ざわざわいるということがもし見れた

らね、やはりあんまりよくないなというような

気がするんですよね。どんな教育環境になって

しまうかなと逆に心配する部分がありますの

で、何か要綱の中でそういうところをですね、

うたって使用をしてもらうちゅうようなことは

できないでしょうかね、この中にはそれはうた

ってありませんので。ただ、暴力団排除のほう

はあるけど。 

○観光振興課長補佐（西村一章君） 委員御指

摘のとおりですね、当然そういった、やはり自

由な空間ですので、いろんな使い方をされるお

客様が考えられます。基本的にやはり維持管理

の考え方といたしましては、下流側の球磨川河

川緑地の管理と同じやり方を考えておりまし

て、球磨川河川緑地のほうも、定期的な清掃

と、それから芝刈りですね、等で善良な管理を

もってやっておられますので、上流側のほう

も、もうそのやり方をきちんと踏襲するという

のがまず一点。清掃のほうをきちんとまずやっ

ていくというのと、それとあとは注意看板等で

きちんと注意喚起を行うと。それともう一つ

は、インターネット等のＰＲする場でですね、

そういった、いわゆる利用に対して、そぐわな

い利用だった場合とかに関しては注意喚起をそ

の場でもやって、情報発信をやっていきたいと

いうふうに考えております。 

○委員（上村哲三君） これは提案なんです

が、恐らくそちらも考えておられるとは思うん

ですが、あの施設のメインのところにはです

ね、ぜひ警察官立ち寄り所の防犯協会のほう

の、そのあたりのシールか何かありますよね。

ああいうところちゃんと張ってもらってです

ね、逆に喚起を促すというような手もあります

し、看板をつけることも可能でしょうし、そう

いうところはやはり小さい子どものため、ファ

ミリーのためにはですね、精いっぱい注意をし

て、もうこやんとこには来んわいというような

声が聞こえないようにですね、ぜひ何か少し、
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まだオープンまでありますので考えてもらえれ

ばなというふうに思いますが、いかがですか。 

○観光振興課長（田中辰哉君） 今委員のほう

からありましたように、いろんな注意喚起の方

法があるかと思います。他の施設、他の自治体

の事例等を見ながらですね、どういった形がで

きるかということを検討しながら対応してまい

りたいと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

○委員（山本幸廣君） そうですけどもね、警

察官とはもう大体打ち合わせは済んどると思う

んですよ。必ず八代警察署って書いてある、ど

こも。施設の入り口に注意喚起の掲示板をきち

っとしてあるけんでから、それは警察官とやっ

ぱり共有しとかないかん。交通関係も一緒だけ

んな。 

○委員長（村川清則君） 意見としてでいいで

すか。 

○委員（山本幸廣君） 意見です。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ以上で質疑

を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（鈴木田幸一君） 先ほど野﨑委員のほ

うからもありましたけど、川遊びということで

事故等が懸念されますので、くれぐれも事故等

については対応でくるようなことで、お願いし

ます。 

○委員長（村川清則君） ほかにはないでしょ

うか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。議案第３９号遥拝八の字広場

条例の制定については、原案のとおり決するに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第４０号・八代市広域交流センターさか

もと館条例の一部改正について 

○委員長（村川清則君） 次に、議案第４０号

・八代市広域交流センターさかもと館条例の一

部改正についてを議題とし、説明を求めます。 

○坂本支所地域振興課長（西田修一君） 皆

様、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あ

り） 

 議案第４０号・八代市広域交流センターさか

もと館条例の一部改正につきまして、恐れ入り

ますが、着座にて御説明を申し上げます。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○坂本支所地域振興課長（西田修一君） 議案

書は７９ページ、８０ページでございます。 

 説明につきましてはお手元に配付をさせてい

ただいております、右肩に経済企業委員会資料

と記載のあるものを用いまして御説明を申し上

げます。なお、御参考までに、施設のイメージ

パースもあわせて配付させていただいておりま

すので、適宜御参照いただければというふうに

思います。 

 まず、改正の理由でございますが、現在、広

域交流センターさかもと館の敷地の北側に新た

に川遊び交流拠点施設を整備しておりまして、

当該施設の利用料を徴収するためには条例の改

正が必要なことから、その一部を改正するもの

でございます。 

 次に改正の内容でございますが、別表広域交

流センターさかもと館利用料金の表中のイベン

ト交流施設の下に、川遊び交流拠点施設の艇庫

利用料金といたしまして、一艇につき１月当た

り１６５０円、１日当たり１１０円を規定いた

しまして、同表を別表１とするものでございま

す。 

 また、別表２といたしまして、附属設備利用
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料金といたしまして、川遊び交流拠点施設の休

憩室の冷暖房料金を１時間当たり１００円、シ

ャワー室の料金を１０分当たり１００円と規定

いたしております。 

 なお、川遊び交流拠点施設の利用料金につき

ましては、県内外の類似施設を参考にいたしま

して、それぞれ設定をさせていただいておりま

す。 

 そのほか、前後いたしますけれども、第４

条、第７条、第１０条、第１１条及び第１５条

におきましては、川遊び交流拠点施設の整備に

伴い、所要の文言整理を行っております。 

 附則のほうで、この条例は令和２年４月１日

から施行するといたしております。 

 なお、施設の概要につきましては記載のとお

りでございます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、利用料金

なんですけど、個人利用じゃなくて業者さんに

対するあれを見込んでからの料金設定なんです

か。原文のほうを見ると何か１カ月の売上金が

とかっていうのが書いてあるんですけど。 

○坂本支所地域振興課長（西田修一君） 坂本

町には、坂本町の住民自治協議会ですとか、川

遊びの民間団体といたしまして３団体ほどござ

いますけれども、それぞれ川遊びのイベントを

行っておりまして、昨年の実績で申し上げます

と、１５００名程度の利用が見込まれておりま

すので、拠点施設ができますと最大それぐらい

の御利用をいただければなというふうに思って

るところでございます。したがいまして、利用

としましては、業者の方の利用を見込んでいる

ところでございます。 

 以上でございます。（委員野﨑伸也君「わか

りました」と呼ぶ） 

○委員長（村川清則君） いいですか。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４０号・八代市広域交流センターさか

もと館条例の一部改正については、原案のとお

り決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第４１号・八代市荒瀬ダムボートハウス

条例の廃止について 

○委員長（村川清則君） 次に議案第４１号・

八代市荒瀬ダムボートハウス条例の廃止につい

てを議題とし、説明を求めます。 

○スポーツ振興課長（小野高信君） 皆さんこ

んにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）ス

ポーツ振興課の小野でございます。説明につき

ましては着座にてさせていただきたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○スポーツ振興課長（小野高信君） それで

は、議案第４１号・八代市荒瀬ダムボートハウ

ス条例の廃止について御説明いたします。 

 ８０ページを御覧ください。 

 先ほど説明がありました八代市広域交流セン

ターさかもと館の整備に伴いまして、平成２２

年度から休館しておりました八代市荒瀬ダムボ

ートハウスを廃止することとなりまして、当該

施設に係る設備及び管理に関する条例を廃止す

るものでございます。 
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 なお、先ほど訂正がありましたように、定例

会の正誤表のとおり、８２ページの１１行目に

つきまして７５号を７４号へ訂正ということに

なりますので、申し訳ありませんが、訂正のほ

うをよろしくお願いいたします。 

 以上で説明のほうを終わらせていただきま

す。御審議よろしくお願いいたします。 

○委員長（村川清則君） それでは以上の部分

について質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。意見がありましたらお願いし

ます。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４１号・八代市荒瀬ダムボートハウス

条例の廃止については、原案のとおり決するに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 しばらく休憩いたします。 

 

（午後４時２６分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時３４分 開議） 

◎令和元年発議案第１３号・日本一のやつしろ

産トマトをはじめ、やつしろのすべての農産物

の消費拡大推進条例の制定について 

◎発議案第２号・八代市農林水産業振興条例の

制定について 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 次に、当委員会に付託となっております継続

審査の令和元年発議案第１３号・日本一のやつ

しろ産トマトをはじめ、やつしろのすべての農

産物の消費拡大推進条例の制定について及び今

回新規に付託となりました発議案第２号・八代

市農林水産業振興条例の制定についての発議案

２件については関連がありますので、一括議題

として審査を行い、採決については個別に行い

たいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 本日、発議案第２号の提出者であります橋本

幸一議員が傍聴されておられます。本来であれ

ば提出者からその理由を聞くのでありますが、

既に昨日の本会議で聞いておりますので、省略

いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 それでは、発議案第２号の提出者に対し質疑

ありませんか。 

○委員（山本幸廣君） 今日、発議者も出席な

んですけども、内容等についてはもうある程度

理解をいたしました。ただ、２号の前にです

ね、継続審査になっておりましたので、よろし

かればそちらのほうを先に審議をして、その後

に２号の審議という流れをつくっていただけれ

ばなと思いますけども。今委員長が言われまし

たので、委員長の言う流れの中で、いや、それ

じゃいかんと言われればそのままいきたいと思

いますけども、そこらあたりはどうですか。分

かれば。 

○委員長（村川清則君） 先ほど諮って異議な

しということでしたので。 

○委員（山本幸廣君） ああ、そうだったの。 

○委員長（村川清則君） 一括議題としてお願

いしたと。 

○委員（山本幸廣君） そしたらですね、ちょ

っと伺いますが、私がちょっと調べた中で、熊

本の地産地消の県民条例があります。この条例

等を見てみましたところが、農林水産、ほとん

ど内容的には大体ほとんど変わらないというふ

うに私は認識したんですね。 
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 今回の２号については発議者の方々、丁寧な

中で熱心にですね、つくられたというのは、私

これは理解をいたします。そういう中で、熊本

県が前からつくっとった地産地消の県民条例、

ここらあたりを重複する中でですね、ぼけない

ようにしていかなきゃいけないなというのが私

一人の考えなんですけども、そこらあたりにつ

いてはどう――、熊本の条例と今回新しく２号

で出された中で、どういうところに重点を置か

れたのか、ちょっと聞かせてください。 

○委員長（村川清則君） 提出者に対しての質

疑っていうことですね。 

○委員（山本幸廣君） はい。 

○委員長（村川清則君） ただいま提出者に対

し質疑の申し出がありますので、お諮りいたし

ます。 

 提出者に発言を求めたいと思いますが、これ

に御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） 御異議なしと認め、

橋本幸一議員から発言を求めることに決しまし

た。 

○議員（橋本幸一君） 発言の機会をいただき

まして、本当にありがとうございます。 

 確かに地産地消というのは重要な分野でござ

います。当然私たちもその部分についてはしっ

かり理解しながら今回の条例を出させていただ

いた訳でございます。また、補足でございます

が、食育とか、それから学校給食に対する地元

利用とか、そういう地域内での農産物の利用促

進というのは当然重要な部分と理解し、また、

この八代地域につきましては、地産地消だけで

は消費、まだあり余るような生産量があるって

いう現実の中での一方的なまた見方も捉えなけ

ればならないということで今回の条例は考えて

おります。今ございましたが、地産地消は十分

そこは重要な部分と理解しております。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） ７条に地産地消のこと

をちょっと掲載をされておられるので、私はそ

れについては何もございません。ただ１つだけ

ですね、委員長、目的の第１条のところ、目的

じゃありません、前段でありますけども、農林

水産業及び農産漁村の振興に関すると農山漁村

っていうのが入っておりまして、農村と山村と

漁村という意味だと思うんですね。総称の中で

はですね。そう思いますので。ただ、今からこ

れを変えろと言うんじゃありません。ただそこ

の意図をですね、ちょっとお伺いしたいと思い

ます。 

（｢１回１回諮らんといかんとですか。どうで

すか」｢もう、１回諮ったけん、委員外議員の

発言でよかたい」と呼ぶ者あり） 

○議員（橋本幸一君） 確かに農山漁村ってい

うことで、農林水産業ですね、いろんな八代の

農産物を生産する中で、農山漁村というのは重

要な役割を持っていると思っております。これ

は単なる食の提供だけではなくて、いろんな景

観の保全とかそれからいろんな多面的機能とか

そういうことをですね、消費者も市民の皆さん

も十分知っていただいて、この八代の農林水産

業の振興も併せて図っていくという思いがあっ

ての今回の条例の取扱いでございます。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○委員（山本幸廣君） 前段の継続審査等で、

ある議員さんたちからもやっぱりその発言とい

うのは拙速であったということが出たわけであ

りますけども、それはパブリックコメントを含

めていろいろと意見を聞くということと同時

に、委員会発議をしなさいよというような、そ

ういう意見も出たと思うんですよね。そういう

中で発議をされましたので、そこらあたりのこ

とを考えながらですね、今日上村委員も出席で

ありますが、パブリックコメントということ、

それからいろんな異業種の方々との意見交換、

そしてまたそういう会合をなされてるというふ



 

－70－

うに思いますけども、そこらあたりはどうでし

ょうかね。 

○委員長（村川清則君） 今後の取扱いについ

てということですか。 

 それでは協議に入っていいですよね。 

○委員（山本幸廣君） いいですよ。 

○委員長（村川清則君） それでは本２件につ

いて協議を行いたいと思います。 

 なお、皆様、御承知のとおり、条例議案につ

いては原案に対し修正等を行うことはできませ

ん。原案を修正する場合には、新たに修正案と

して発議する必要がございます。その点を踏ま

えまして御協議いただきますよう、お願いいた

します。 

 ということで、御意見等はございませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 一遍にということでし

たんでなかなか難しいところなんですけども、

先に提出されとりました日本一のやつしろ産ト

マトをはじめ、八代のすべての農産物の消費拡

大推進条例の制定についてというようなことに

ついてなんですが、またですね、議会が始まる

までに継続審査というようなことでありました

んで、３カ月ほどまたたってしまったと。そう

いった中で、非常にですね、やっぱりトマト農

家の皆さんからですね、どうにかならんとかと

いうようなですね、思いをかなり聞いておりま

す。 

 また、価格についてもですね、また昨日いろ

いろ見てきたんですけれども、下がってきてい

るような状況にあると。インターネットのほう

ですぐ見れるわけですから皆様方も見られてる

と思いますけれども、非常に下がってきてると

いうような状況がありますし、熊本県全体では

ですね、生産量もですね、取扱量も下がってる

と。そのかわり都市圏のですね、ほうの生産地

のほうが伸びてきてるという中で、こういった

状況の中でありますんで、やはり提案者の山本

委員もおられますけども、いかにですね、八代

でトマトが窮地に立たされてるかというような

状況を鑑みた場合には、やっぱり早急にです

ね、前回から何回も言わせていただいておりま

すけれども、早急にですね、これを条例として

ですね、取扱っていただいて進めていただい

て、トマト農家の皆さん方にですね、ぜひとも

八代市民全体、そして企業の皆さん全体でです

ね、支援していく仕組みというのをですね、ぜ

ひ早急にですね、取扱っていただきたいという

ふうに思いますので、ぜひ採決のほうでお願い

したいと思います。 

○委員長（村川清則君） 採決ということです

ね。 

 ほかにありませんか。 

○委員（山本幸廣君） 私は前回、日本一のト

マト条例についてはですね、発議をいたしまし

たので、その後、継続審査になっておりまし

た。継続審査でいつかは、はっきり言っていろ

んな団体等々のですね、まだ意見交換なりそし

てまた、現地の調査等があるだろうと、そのよ

うに思いトマト農家の方々はですね、大変期待

をなされておられました。そういう中で今回に

ついては別な発議がなされたということであり

ます。 

 そういうことで考えれば、今、トマト農家、

特に販売高もこれだけの販売高なんです。日本

一のトマトというのに特化しながら全ての農産

物というのをですね、発議をしたわけですね。

これについてですね、やはり慎重な審議をして

ほしいというのがですね、私たちの――、農家

の方々の意見というのは大変そうだったです。

聞いたところはですね。慎重な審議をしてほし

かったと、してくださいということで今日の委

員会になったわけでありますので、どうか、そ

こらについては委員長あたりのお計らいという

のをですね、慎重審議の中でですね、この日本

一のトマト条例というのをですね、まずは条

例、全ての農産物、この条例をですね、まず皆
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さん方が、トマト農家の方々の考え、全ての農

産物、農家の方々を考えた中でですね、私は審

議をしていただきたい、そのように思います。 

○委員長（村川清則君） 取扱いについては採

決。 

○委員（山本幸廣君） 取扱いは採決ですよ。 

○委員長（村川清則君） 採決ですね。 

 ほかにございませんか。 

○委員（鈴木田幸一君） 私はですね、ちょっ

と皆さんの意見と違うかもしれんと思うとです

けどですね。実はこの前、この日本一のやつし

ろ産トマトをはじめ、やつしろのすべての農産

物の消費拡大推進条例の制定についてちゅうこ

とで上がりまして、今、これだけ経済が冷え切

っている状態の中で農家が非常に苦しんでおら

れる、早くつくったほうがいいばいっていうこ

とで私は賛成しとります。 

 ところが今回八代市農林水産業振興条例とい

うことでまた上がってきました。私はどちらの

意見も非常に正しいと思うんですよ。これはよ

くないとか悪いとかちゅう判断を私はするだけ

のまだ能力もないわけなんですけれども、私は

とにかく急いで農家のための条例をつくってや

ったほうが農家の人はいいなっていうふうな感

じがしております。 

 実際、私の友達はトマトを作っている農家も

おられるし、メロンを中心に作っておられる農

家もおられるし、それで生計を立てておられま

す。そしてブロッコリーで露地野菜を作って生

計を立ててる農家もおられるわけなんですよ。

だから確かに八代産トマトというのは、これは

もう守るべきものでありますけれども、生活と

いう面で見るならば、それぞれの農家がその農

産物を作りながら生活しておられますので、こ

の前、私は急いでつくっていただきたいという

ことでやつしろ産トマトをはじめとするこの条

例のほうに賛成しとります。今回も賛成したい

と思っております。ただしこれがもし、今言わ

れましたけれども、採決っていうことになって

通らんだった場合、次の条例が出てくるわけな

んですね。私はこれも非常に大事と思うんです

よ。これにも賛成するという方向で私は話を進

めていくいくならばいいかなと思うんですけれ

ども、こういう考え方はいかんのでしょうか

ね。どちらかをせんばいかんということである

ならば、それはそれでまた……。 

○委員長（村川清則君） 採決については一件

一件やりますので。ということです。 

 ほかにありませんか。 

○委員（田方芳信君） 今回、２例目の条例が

出されたわけですけど、今、山本委員、野﨑委

員が言われて、そして早急につくってほしいと

いうことでございます。今回ですね、２つ目の

案が出たということで、もう一度継続で考える

ということも可能ではないかなとは思うとです

よ。そこあたりでもいいのかなと思わんでもな

いんですけどね。１回つくって、あとまた、ど

ちらかをせないかんちゅうことで、どうしても

ということであれば、今日、話をしなければな

らないと思います。 

○委員（山本幸廣君） 今、田方委員から出ま

したようにですね、心の中はそれなんです、私

は。だけどもですね、今言われたように委員長

がですね、発議者にいないんですよ。委員長

が。だから今ですね、言われたような気持ちを

持ってます。ところがやはり、どこかでは採決

せないかん。継続するのか採決せないかん。そ

こあたりは、前回もやっぱり成松副議長あたり

と一緒になってですね、議論をして、なるだけ

調整しましょうということで時間をとったわけ

ですね。私は今回もそのようにですね、時間を

とってでもですよ、前に進むようなですね、や

はり議会としては一緒になって全ての農家のた

めに新しい条例をつくったんだということをで

すね、私は進めていただければなと。これが私

の本音ですよ、はっきり言ってから。 



 

－72－

○委員長（村川清則君） 小会いたします。 

（午後４時５０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時５５分 本会） 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 第１３号のほうは今のところ採決と継続とい

うことが出ております。発議案第２号のほうは

いかがいたしましょうか。 

○委員（上村哲三君） 第２号のほうも継続で

お願いします。 

○委員長（村川清則君） それでは、というこ

とで諮っていきたいと思いますがよろしいです

ね。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） まず、令和元年発議

案第１３号・日本一のやつしろ産トマトをはじ

め、やつしろのすべての農産物の消費拡大推進

条例の制定についてに対する御意見等はござい

ませんか。 

○委員（山本幸廣君） 継続審査になっており

ましたので、今いろんな意見等を述べましたけ

ども、これからもですね、いろんな各種の団体

等と議論しながらですね、慎重の上に慎重で議

論する中で、継続という形をとっていただけれ

ばなと思いますけども。 

○委員長（村川清則君） 先ほどの話からです

ね、ただいまの山本委員の話まで、各委員から

継続審査を求める意見と採決を求める意見があ

りましたので、まず継続審査についてお諮りい

たします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 令和元年発議案第１３号・日本一のやつしろ

産トマトをはじめ、やつしろのすべての農産物

の消費拡大推進条例の制定については、継続審

査とするに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手多数と認め、本

件は継続審査とすることに決しました。 

 次に、発議案第２号・八代市農林水産業振興

条例の制定に対する御意見等はございません

か。これは先ほどすんでますから次に参りま

す。 

（発言する者あり） 

○委員長（村川清則君） なければこれより採

決いたします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 発議案第２号・八代市農林水産業振興条例の

制定については継続審査とするに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

件は継続審査とすることに決しました。 

 小会いたします。 

（午後４時５８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時５８分 本会） 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 以上で付託されました案件の審査は全部終了

いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は委員長に御一任願いたいと思いますが、これ

に御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 小会いたします。 

（午後４時５９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後５時００分 本会） 

◎所管事務調査 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

・水道事業に関する諸問題の調査 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 
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 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題とし、調査を進めます。 

 当委員会の所管事務調査は、産業・経済の振

興に関する諸問題の調査、水道事業に関する諸

問題の調査、以上の２件です。 

 このうち、産業・経済の振興に関する諸問題

の調査に関連して、２件、執行部からの発言の

申し出があっておりますので、これを許しま

す。 

                          

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（新

型コロナウイルス感染症への対応について） 

 それではまず、新型コロナウイルス感染症へ

の対応についてをお願いいたします。 

○経済文化交流部次長（中 勇二君） 経済文

化交流部、中でございます。本日はお忙しい

中、お時間を頂戴いたしまして大変ありがとう

ございます。 

 当部におきます新型コロナウイルス感染症へ

の対応について御説明申し上げたいと思いま

す。着座にいて御説明申し上げてよろしいでし

ょうか。 

○委員長（村川清則君） はい、ようございま

す。 

○経済文化交流部次長（中 勇二君） それで

は早速ですが、新型コロナウイルス感染症の対

応について、今回は施設運営及び今後のイベン

トの予定等について説明させていただきます。 

 まず、私のほうから、経済文化交流部が所管

いたします施設の運営状況について御報告申し

上げます。 

 お手元にＡ４の１枚物で、表題が新型コロナ

ウイルス感染症に伴う施設の一時休館及び新規

予約受付停止についてとなっているものを配付

しておりますので、そちらをお願いいたしま

す。 

 本市では、新型コロナウイルス感染症対策本

部を設置して感染者の発生防止に努めていると

ころですが、今回の感染の傾向から、屋内施設

及び多数の方が利用する施設について利用を制

限することといたしております。 

 まず、スポーツ施設ですが、小中学校のナイ

ター設営については、学校体育館と同様に３月

３１日まで利用を停止しております。また、利

用される競技の特性から濃厚接触が発生しやす

いと考えられる武道館２館とジム施設があるト

ヨオカ地建アリーナのトレーニングルームにつ

いても、３月３１日まで利用停止といたしてお

ります。 

 そのほか、５番から２６番までの体育施設に

つきましては、既に予約されてる分の利用は認

めておりますが、３月３１日までの利用期間に

ついては新規の予約受付を停止いたしておりま

す。 

 裏面をお願いします。 

 サンライフ八代にトレーニングルームがござ

いますが、こちらは総合体育館と同様に３月末

まで利用を停止いたしております。 

 サンライフ八代のその他の部分と働く婦人の

家については、同じく３月末まで講座を休止し

ますとともに、新規予約を受付停止しておりま

す。 

 次に八代ハーモニーホールと鏡文化センター

については、同じく３月末利用分まで新規予約

の受付を停止いたしております。 

 この表に記載のない観光施設等については、

基本的に通常どおりの営業を行っております。 

 なお、４月以降の分につきましては、現在利

用受付を行っておりますが、今後の状況によっ

ては受付停止や利用停止となる場合もあるかと

いうことで、注意喚起をしながら受付を行って

おります。利用希望がそれぞれ多くございます

ので、混乱を来さないよう市のホームページ等

で迅速な情報提供を努めてまいりたいと考えて

おりますので、御理解と御協力をよろしくお願

いいたします。 
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 以上、所管説明運営条件について御説明申し

上げました。 

 続いて、イベントの開催については、国際港

湾振興課とイベント推進課から御説明申し上げ

ます。 

○理事兼国際港湾振興課長（南 和治君） こ

んにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）国

際港湾振興課の南です。よろしくお願いいたし

ます。 

 今回、令和２年度開催予定の２０２０みなと

八代フェスティバルの開催延期について、報告

させていただきます。 

 説明のほうは着座にて説明させていただいて

よろしいでしょうか。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○理事兼国際港湾振興課長（南 和治君） そ

れでは、さきに資料のＡ４一枚紙でお配りさせ

ていただいておりますので、そちらのほう御覧

いただければと思います。 

 今回みなと八代フェスティバルは、令和２年

４月２６日日曜日に、このたび完成いたします

クルーズ拠点のくまモンポート八代のオープン

記念として開催準備を進めてまいりましたが、

新型コロナウイルス感染症の影響により期日を

変更して開催することといたしましたので、報

告させていただきます。 

 なお、今回の開催延期につきましては方針を

決定しました後の３月６日金曜日にみなと八代

フェスティバル実行委員会の全委員を訪問し御

説明申し上げ、延期への御理解をいただいた上

で、署名による承認をいただいたところでござ

います。 

 今回の延期の理由でございますが、新型コロ

ナウイルス感染者が連日報告される中、イベン

トへの来場者や関係者の安全・安心確保とイベ

ント開催目的達成の両立が困難であると判断

し、やむなく延期としたものでございます。 

 次に、延期して開催する期日についてでござ

いますが、今後新型コロナウイルス感染症の収

束などに関する時期や、くまモンポート八代の

利用可能日などの条件を勘案するとともに、関

係機関等の意見を伺いながら、みなと八代フェ

スティバル実行委員会において検討し、決定し

てまいります。 

 なお、現在の候補日を令和２年１１月１５日

の日曜日としておりますが、最終的には実行委

員会を開催し決定してまいります。 

 また、一般への延期の公表につきましては本

委員会への報告をもちまして、明日１８日１３

時以降を予定しております。 

 以上で２０２０みなと八代フェスティバル開

催延期についての報告、説明を終わります。 

○イベント推進課長（岩崎伸一君） イベント

推進課の岩崎と申します。よろしくお願いいた

します。 

 私のほうからは新型コロナウイルス感染症の

対応につきまして、九州国際スリーデーマーチ

に関連する内容を御説明させていただきたいと

思います。 

 着座にて御説明させていただきます。お許し

ください。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○イベント推進課長（岩崎伸一君） それで

は、配付させていただいております第２６回九

州国際スリーデーマーチ２０２０の開催につい

てという１枚の資料を御覧いただきますよう、

よろしくお願いいたします。 

 新型コロナウイルス感染拡大防止のため、厚

生労働省及び一般社団法人日本ウオーキング協

会より、ウオーキング大会等のイベント開催に

おきましては、感染機会を減らすための対策を

講じるよう要請があっており、今大会につきま

しては、一部内容を変更して開催する方向で準

備を進めているところでございます。 

 ここで、ごくごく簡単に日本ウオーキング協

会につきまして御説明を加えさせていただきま
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す。 

 一般社団法人日本ウオーキング協会は、実行

委員会と共同で九州国際スリーデーマーチを開

催する主催者でございます。ウオーキングの普

及のために、各種大会の開催、指導者の養成、

記録の認定などを実施している団体で、事務所

のほうは東京都のほうにございます。 

 また、九州国際スリーデーマーチは日本ウオ

ーキング協会の認定大会の一つであり、下部組

織である熊本県ウオーキング協会または八代ウ

オーキング協会様からは、コースを歩かれるウ

オーカーをリーダーやアンカーとして誘導いた

だいてるところでございます。 

 よって実行委員会といたしましては、開催の

可否につきまして、社会の情勢、国・県・市の

政策、イベントの開催状況、関係各位の意見等

を勘案し３月中に判断したいと考えているとこ

ろでございます。 

 詳細といたしまして、初めに開催内容の変更

について説明させていただきます。 

 先月より先ほど説明させていただきました日

本ウオーキング協会と協議を重ねておりまし

て、風通しが悪く、密集度の高い空間をつくら

ない、密集する機会をなるべく回避する等の観

点から、①から④の変更を行うところでござい

ます。 

 ①ウエルカムパーティ及びステージイベント

の中止、②オープニングセレモニー、出発式、

表彰式等の省略または簡素化、③物産展、協賛

ブース、湯茶接待の縮小、④海外参加者の自粛

要請でございます。期日につきましては、５月

の８日、９日、１０日、場所につきましては球

磨川河川敷で変更はございません。 

 続きまして、当該イベントにかかわる現状に

つきまして御説明させていただきます。 

 まず、最も影響があると思われる宿泊関係に

ついてでございますが、例年スリーデーマーチ

は国内外からの参加者も多く、前年実績で申し

ますと約４０００人の参加者が来ていただいて

おり、県外から約７００人、国外からの５０人

の参加者をいただいてるところでございます。

また、期間も３日間と長いため、市内の宿泊施

設における重要性は高いと考えてるところでご

ざいます。しかしながら、市内の宿泊施設の２

１施設において、３月４日に聞き取り調査を行

いましたところ、例年の同時期に比べると予約

状況が伸びていないという回答をいただいてお

ります。 

 次に、協賛ブース関係でございます。こちら

も例年と同様、１８件の企業様あるいは事業者

様のほうから出店のほうの御希望が出ておりま

すが、今回、出店はちょっと難しいのではない

かとか、あるいはちょっとまたもう一回態度を

決めたいというようなお話も来ており、各組織

内での検討が必要との御意見もいただいてると

ころでございます。 

 次に物産関係でございますが、当初の総申込

み数３２件に対し、最終的に３割程度の出店と

なる可能性もあるところでございます。 

 次に、大会へのウオーカーの申込み状況でご

ざいます。３月１０日の時点で前年と比較いた

しましたところ、前年３１６人に対して１２８

人程度でございましたので、３割程度にとどま

っているという状況でございます。 

 最後に、今後のスケジュールについて御説明

いたします。３月１９日以降の国及び日本ウオ

ーキング協会の見解等を踏まえ、３月中には開

催の可否について最終的な判断を行いたいと考

えてるところでございます。 

 以上で報告を終わります。御審議よろしくお

願いいたします。 

○委員長（村川清則君） 本件についてなにか

質疑、御意見等はありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で新

型コロナウイルス感染症への対応についてを終
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了いたします。 

                              

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（民

俗伝統芸能伝承館（仮称）について） 

○委員長（村川清則君） 次に八代民俗伝統芸

能伝承館（仮称）の管理運営についてをお願い

いたします。 

○文化振興課長（沖田丈房君） 文化振興課、

沖田でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

 先ほど建築関係の予算を通していただきまし

た八代民族伝統芸能伝承館につきまして、その

管理運営の計画の進み具合、これについて途中

の経過報告をさせていただきます。 

 着座にて御説明させていただきます。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○文化振興課長（沖田丈房君） まず、施設の

基本理念としまして、真ん中付近にございます

が、伝統文化の継承と後継者育成による発展、

それと情報発信による地域間交流に活性化に寄

与する施設、この基本理念を下に伝承館のほう

の整備を進めているところです。 

 裏をちょっと御覧ください。 

 前回の委員会のときに建物の配置図というの

を概略、御説明させていただきましたけれど

も、今回この建物のそれぞれの機能別の区分と

いうのをお示しをさせていただいております。 

 真ん中付近にあります１階部分、縦になっと

る部分がエントランスのホールと展示室の１、

その左上にあります部分がその２階部分で、こ

こも展示室ということになっております。Ｌ字

部分の横長の部分、水色に塗ってある部分、こ

ちらが多目的室を初め笠鉾等の保管庫、こちら

をメーンにした収蔵棟ということになります。 

 さらに、右下にいきまして会議棟が別棟でご

ざいまして、こちらのほうに会議室及び継承や

後継者養成機能を持ちます伝承ルーム、こうい

うような形を配備しております。 

 この区分に応じまして、それぞれの施設を使

った事業を今後計画していくこととしておりま

す。 

 表に戻っていただきまして、真ん中の下の部

分に施設の概要というのが今御説明をしたとこ

ろです。 

 収蔵機能が特別収蔵庫笠鉾の専用保管庫、継

承後継者育成機能としまして伝承ルーム、ガイ

ダンス機能としましてエントランスホール、展

示室の１番、２番、公益空間機能としまして会

議室などというふうにしております。この施設

のそれぞれの機能に基づきまして、右側にござ

います、４番事業計画ということで、収蔵機能

にかかわる事業としまして資料保存に適切な温

湿度や環境の維持管理、保存資料のカルテの作

成、修復の計画の作成というような事業を行い

ます。 

 また、継承、後継者育成につきましては伝承

ルームの活用を促進しまして、そこで伝統芸能

の公開をやることでワークショップなども含め

まして、笠鉾組立て、解体作業の公開など後継

者継承につながるような事業を考えておりま

す。 

 また、ガイダンス機能こちらにつきまして

は、展示室の位置が妙見祭の体感シアターとい

うことで、３面に映像を流すものがございま

す。 

 また、２階部分でお宝ギャラリーとしまし

て、特に笠鉾の水引幕、これを伸ばしたままで

展示したりとか、あと、エントランスホールの

ほうでは、大型画面を使いましたデジタル絵

巻、あるは絵本風のジオラマを使いまして、妙

見祭だけでなく、伝統芸能、無形民俗文化財の

紹介をしております。 

 公益空間機能につきましては、会議室の貸し

出し、また大きな屋根の下で笠鉾の組立てなど

も行えるというようなことを考えているところ

です。 
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 最後に、その４の上のほう、３番になります

が、管理運営計画として、現在まだ検討中では

ございますけれども、４つの基本方針――多く

の人々が集い、交流する機会を創出すること、

伝統芸能の伝承活動を核とした事業の展開、観

光、郷土学習、地域振興などにも寄与するこ

と、また、誰もが使いやすく快適なにぎわいの

ある施設運営、これを考える中で、現在まだ検

討しておりますのが、運営主体を直営とするか

指定管理とするか、また組織体制、職員の配

置、学芸員の配置、これらにつきましても現在

まだ検討しているところです。 

 詳細は今後また詰めていく形になりますけれ

ども、現在、建物だけではなく、中身について

このような形で計画を検討しているということ

を途中経過として御説明をさせていただきたい

と思います。 

 以上、説明を終わらせていただきます。よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（村川清則君） 本件について何か質

疑、御意見等はありませんか。 

○委員（山本幸廣君） 管理運営の計画案の中

で、運営主体は直営か指定にするかどっちかわ

からないということでありますが、要はその下

の組織体制の中で職員の配置と学芸員の配置と

いうことになれば人件費が要るわけですね。だ

から管理費等々については年間どれだけの予算

を考えておられるのか、そこらあたりをちょっ

と聞かせてください。 

○文化振興課長（沖田丈房君） 具体的にです

ね、まだそこまで詳細を詰めておるところでは

ございません。電気代とか、そういうのがどれ

くらいかかるのか、また人件費につきましても

職員の配置で変わります。さらに案内とかもボ

ランティアのガイド、あるいは掃除ですとか、

そういうような管理運営、この辺の委託とかも

発生するかと思っておりますので、現時点で、

申し訳ございません、まだ詳細な額等は詰めて

いないところであります。 

○委員（山本幸廣君） そこら辺りは早急に答

えができるようにしとってくださいよ。新庁舎

の場合にはね、職員数から計算をしてから建物

を建てたんですから。いいですか、そこら辺り

は。それがないとしゃがな、後の管理費なんか

――。管理費が一番大事なんですよ。 

 要望しときます。 

○委員長（村川清則君） よろしくお願いしま

す。 

○委員（山本幸廣君） わかれば早急に出して

ください。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

○委員（鈴木田幸一君） これは設計事務所に

文句も何も言うわけではありませんけど、非常

に格好がよくて、恐らく将来的には八代市の大

きな名所となる可能性が非常に高いと思いま

す。非常にうれしいと思います。ただこの構造

でいった場合、柱が細くてですね、台風とかの

風対応ちゅうことがどこまででくるかわからん

なと思ってこれを見とっとですよ。だけん、く

れぐれも風対応に慎重にですね、でくるよう

な、そんな構造にしていただきたいと思いま

す。よろしくお願します。 

○委員長（村川清則君） 要望。 

○委員（鈴木田幸一君） 要望ということで。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で八

代民族伝統芸能伝承館（仮称）の管理運営につ

いてを終了いたします。 

 執行部は御退室ください。 

 そのほか、当委員会の所管事務調査について

何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で所
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管事務調査２件についての調査を終了いたしま

す。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件及び発議案２件

については、なお審査及び調査を要すると思い

ますので、引き続き閉会中の継続審査及び調査

の申出をいたしたいと思いますが、これに御異

議ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。これをもって経済企業委員会を散会い

たします。 

（午後５時２２分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和２年３月１７日 

経済企業委員会 

委 員 長 
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